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人生７周目の落ちこぼれ聖女、今世は王太子様を寝かしつけるだけの簡単なお仕事です!?










【序章】初めての夜




　燭しょく台だいの炎が揺らめく寝室にて。

「さっそくだが、頼めるか」

　ひとりでは広すぎる天てん蓋がい付きのベッドに腰掛けたオルフェは、目の前に立つ聖女イヴを見上げ、落ち着いた口調で切り出した。

「は、はい。王太子殿下の寝かしつけ、頑張らせていただきます」

　ベールから覗のぞく艶つやのある唇がそう告げたあと、僅わずかに震えてこらえるように引き結ばれる。

　オルフェのラピスラズリを思わせる瑠る璃り色の瞳はその様子を捉えていたが、イヴを気遣うだけの余裕はない。

　なぜなら。

「俺は子供か。睡眠補助と言え」

　素直に『よろしく』と言えないほど、オルフェも緊張しているからだ。

　そう、すべては緊張のせいだ。もしくは、不眠がひどすぎて判断力が鈍っているのかもしれない。

　そうでなければ、ベッド脇から癒いやしの力を送るイヴに「遠くないか？」とつっこみを入れ、「近くでやってくれ」などと宣のたまわなかったはず。

　冷静に考えれば、自分がベッドの端に横になればいいのだから。

（くそ……失敗した。きっとイヴも警戒してるだろうな）

　ベッドの中央で仰向けになっているオルフェは、不ふ甲が斐いなさを胸にちらりとイヴを盗み見た。すると、特に悩む様子もなくベッドに上がってくるではないか。

（自分で呼んでおいてなんだが、警戒心なさすぎだろ）

　だが、よく見ると動きがややぎこちない。役目のためにと緊張を隠し、気丈に振る舞っているようだ。

（ふ……相変わらずだな。そういう一生懸命なところが本当に可愛かわいい）

　思わず口元を綻ほころばせる中、四つん這ばいになったイヴが薄桃色の長い髪を揺らしつつオルフェの隣までやってくる。

　刹那、イヴから優しい花のような香りがして、胸が甘く締めつけられた。

「では、始めますね」

　不眠症を治すため、オルフェに向かって腕を伸ばすイヴ。

　その繊弱な手を引き、思い切り抱きしめたい。

　そんな衝動に襲われてしまい、独走しかけた欲望を収めるべく、オルフェは静かに深呼吸した。

（ダメだ。今はまだ、こらえなければ）

　オルフェにとってイヴはなににも代えがたく、かけがえのない存在だ。

　ずっと会いたいと願っていた。

　結ばれない運命だと諭されても、諦めきれなかった。

　それほどまで大切に思うイヴに、独りよがりな気持ちを押しつけて困らせたくない。

（今度こそ、手離さない）

　運命に流され続けるのは、もう終わりにすると決めたのだ。

　冷静さを保ち、力を受けながら会話を交わす。

　そんな中、直接触れないと力がうまく送れないという理由から繋つなぐことになった白く華きゃ奢しゃなイヴの手。

　最初こそ緊張したオルフェだが、伝わってくるイヴの体温と癒しの力が心地よく、自然と瞼まぶたが落ちてくる。

「眠れそうですか？」

「どうかな……」

　眠ったら、イヴは部屋から出ていってしまうのか。叶かなうなら、起きた時にも隣にいてくれたら最高なのだが。

（それは我わが儘ままか）

　離れたくないと思っているのは、きっと自分だけなのだろう。

　睡魔がゆっくりと眠りの帳とばりを降ろすのを感じながら、繋いだイヴの手をそっと握り直す。

「結局……俺だけが君を……好き……なんだ、な」

　今も昔も、自分だけがイヴを想おもっている。それは寂しい事実だが、イヴの愛を得られるよう努力すればいいのだ。

　そのためには、オルフェのことを思い出してもらうのが近道となる。

　だが焦ることはない。時間は存分にある。

　なにせイヴの人生は、昨日、収穫祭の夜からオルフェのものになったのだから――。










【一章】運命にあらがって




『――私はまた、私の運命に負けるらしい』




　今いま際わで終わりを悟るイヴの耳に、女性の啜すすり泣く声が聞こえる。

「ごめ……っ……ごめんなさい」

　朦もう朧ろうとしながら冷たい祭壇に横たわるイヴは、自分の腹部に突き刺さったナイフを握り嘆く女性を似ていると感じていた。

　かつて、後悔と恐怖で涙を流しながら謝り続けた自分に。

　だが――。

「……ど……し……」

　どうして。

　そう問うはずの自身の声は掠かすれて弱々しい。

　加えて、口内に溢あふれる血が邪魔でうまく言葉を紡げず、はく、と口を動かした直後。

　コツコツ、と近づいてくる靴音が聞こえて、閉じかけていた瞼を必死に持ち上げた。

　膝をついて泣き続ける女性の隣に、何者かが並ぶ。

「ああ、ついに君の命を使う時がきた」

　男が興奮して笑う。

「これでわたしは救われる」

　女性の横で歓喜するこの声は誰のものだったか。

（私の命を、使う？　そんなの絶対お断りよ）

　自分の命の使いどころは自分で決める。

　他人の身勝手な都合で奪われるなどまっぴらごめんだ。

（次こそ死なない。死んでたまるか）

　強い決意に、イヴの中に巡る力が膨れ上がる。

　聖女であるイヴだけが、今際に使える特別な力を解放するために。

（必ず、抜け出してみせる）

　今度こそ死の運命から脱せるよう強く願うと同時、イヴの意識は途絶えた。




　――ゴーンと鳴り響く大聖堂の鐘の音に誘われ目を覚ます。

　四柱で囲む天蓋付きのベッドが自分のものであるとイヴが認識したその直後。

「いっ……たぁ……！」

　鋭い痛みが走った腹部をとっさに手で押さえ、小さく呻うめいた。

　持続する疼とう痛つうを和らげるべく息を吐き、上半身をゆっくり起こす。

　くすみがかった薄桃色の髪が肩から流れ落ちると同時、くらり、視界が揺らいでイヴは確信した。

　起き抜けに感じる痛みと目眩めまいのセット。

　何度も経験してきたその感覚で、嫌でも自分になにがあったかを悟る。

「はぁ～……また死に戻ったのね……」

　これで通算六回目だ。

　自分が何者かの手によって殺害され、また命を落としたのは。

　正確には〝命を落とす寸前にだけ発動する聖女の力を使用し時を遡さかのぼった〟のだが。

「今回はお腹を刺されたのかな」

　ズキズキと痛む腹に傷がないことは確かめずともわかっている。

　これは、死に戻りの後遺症のようなものだ。毎回、死に戻りのループから目覚める時は、力を使う直前の感覚を引きずっている……らしい。

　そう、正確にはわからない。なぜなら死に戻る直前の記憶だけが、毎度すっぽりと抜けているのだ。だが、それ以外は普段と同じで、どのように過ごしたか、誰とどんな話をしたかなどは覚えている。

（確か六回目の人生は、五回目で突き止められなかった犯人捜しをしていたのよね。でも、ループしたってことは、また失敗かぁ）

　溜ため息をつき、双子窓から差し込む朝日を眺め、記憶を辿たどる。

　前回、目覚めた時に痛みを感じたのは首だった。首を絞められたのか、起きた時に思い切り息を吸い込んだのを覚えている。

（で、思い切りむせてうまく息ができなくて、まさか今回はこれで死ぬの!?って絶望しかけたっけ）

　しかし事なきを得て、その後は収穫祭における聖女の勤めをこなすため祈りの塔に籠こもり、聖杯に癒しの力〝聖せい癒ゆ力りょく〟を満たすべく祈りを捧ささげていた。

（戻ってくるのはいつだって今日……ラジェール王国の収穫祭の朝なのよね）

　まだじくじくと痛む腹を手で押さえ、僅かに残るふらつきを落ち着けようと再びベッドに横になる。

（どうせなら、聖女になる前のあの日に戻れたらいいのに）

　そうすれば六年前、〝彼〟は大怪け我がをしないで済むのだ。

「元気にしてるかな」

　世話になっていた孤児院での生活は、質素だったが温かく賑にぎやかだった。

　そんな日々の中で出会った、美しい顔立ちの少年。

『この宝石、君の目の色に似てると思って、内緒で家から持ってきたんだ』

　はちみつを煮詰めたような琥こ珀はくを空にかざし、陽ひに透かしてふたりで見上げた懐かしい記憶が脳裏に蘇よみがえる。

（多分、初恋だった）

　他愛ない話をしながら過ごし、またねと笑顔で手を振って別れる。

　当時、十二歳のイヴにとって、少年と過ごせる時間は特別なものだった。

　だが、痛ましい事故により、その〝特別〟はあっけなく壊れた。

　少年はイヴを庇かばい、大怪我を負ったのだ。

　意識を失い頭から血を流す少年の様子に、イヴの身体からだは後悔と恐怖に震え、涙しながら謝り続けた。

　そして――その日を境に、少年がイヴのもとを訪れることはなかった。

（もしもまたいつか会えたら、その時はしっかり謝りたいな……っていっても、もう顔も覚えてないけど）

　綺き麗れいな顔だったのは覚えているが、ぼんやりとしている。

　昔から人の顔を覚えるのが苦手なイヴは、自分の記憶力のなさに辟へき易えきした。

（でも、名前はちゃんと覚えてる。ウォレスよ）

　イヴは現在、聖女の力を使い、人々の怪我を治したり、気の巡りを視みて邪気を清めたりしている。その仕事を毎日サボらずに続けているのは、もしかしたらウォレスと再会できるかもしれないからだ。

　しかし、十二歳で聖女として覚かく醒せいしてからこの六年、いまだ再会には至っていない。

　ただ、聖女の力を頼るということは、彼がまた苦しんでいるということ。

　ならば来ない方がいい……とわかってはいるのだが、心惹ひかれていた相手だったことと、さよならも言えずに別れた心残りが会いたいと思わせるのだ。

（少し、楽になってきたかも）

　痛みが引いてきた腹を擦さすった時、部屋にノックの音が響いた。

「イヴ様、おはようございます。起きていらっしゃいますか？」

　扉越しに聞こえたのは、聖女付きの侍女エミリーの穏やかなソプラノだ。

「おはようエミリー。まだ寝てるわ」

　そうイヴが応えるも、エミリーは「失礼します」と木製の扉を押し開け入室した。

　紺色のワンピースに、白いリネンのエプロンとお揃そろいの素材であしらわれたキャップ。銀製の洗面ボウルを抱えた仕事モードのエミリーは、イヴよりふたつ年上の柔和な面差しの女性だ。

「ぐーぐー」

「イヴ様ったら、寝たふりが下手すぎです」

　目を閉じてアピールするが、エミリーの容よう赦しゃないつっこみが入る。

　しかしまだ体調が芳かんばしくないので、回復するまでは横になっていたいのが本音だ。

　なのでもう少しベッドの中にいたいと粘ってみたのだが。

「ダメですよイヴ様。そろそろ起きてください」

　許してもらえないようで、イヴは仕方なく目を開けた。

「本日は収穫祭です。午後はお支度が整い次第」

「祈りの塔に籠って祈りを捧げる、よね」

　毎年恒例となる勤めの上、死に戻った朝に毎回同じことを言われるイヴは、エミリーの説明を遮って苦笑し肩をすくめる。

「そうです。でも、なんだか顔色がよくないですね」

　換気のため窓を開けたエミリーは心配そうにイヴを見つめた。

「ちょっと夢見が悪かったの。少ししたら落ち着くから大丈夫」

「無理はなさらないでくださいね」

「ええ。ありがとう」

　収穫祭の朝にエミリーから心配されるのも、これが初めてではない。

（七回目の朝も変わらない、か）

　いつもはここで起き上がるが、落胆し気落ちしているイヴは、ベッドに横たわったままぼんやりとエミリーを眺める。

　イヴのため、顔を洗う支度を始めたエミリーは、レンガの壁に寄り添う鏡台からネロリの精油を取り出し、水を張った洗面ボウルに一滴垂らす。

　その手を何気なく見ていたイヴは、あることに気づいて双そう眸ぼうを見開いた。

「もう、エミリーってば、無理しないでは私のセリフよ」

「え？」

　ふらつきをこらえて立ち上がり、白いネグリジェの裾を揺らしながらエミリーに歩み寄る。

「手に怪我してる。見せて？」

　そう言って腕を伸ばすと、エミリーは慌てて傷のできている左手を右手で隠した。

「いえ、これは大した傷じゃないので」

「だとしても、万が一悪化したら大変でしょう？　いいから任せて」

　微笑ほほえみながら少々強引にエミリーの手を取る。

　そうして手早く傷を診ると、左手小指の下から手首にかけ、引っかき傷のようなものが三本入っているのが確認できた。

（エミリーが怪我をしていたなんて、初めて気づいた）

　思い返してみれば、今までこの時間は身体の疼痛を落ち着けようと目を瞑つぶってばかりだった。だから見逃していたのだろう。

「猫にでもやられたの？」

「は、はい……、その、たまたま見かけた野良猫に……」

　心優しいエミリーのことだ。可愛がろうとしてやられたのだろう。

　イヴは「災難ね」と苦笑して、傷に触れないよう自らの右手をかざした。

　そこには聖女の証あかしである聖杯を象かたどった聖紋が浮かんでおり、イヴが意識を集中すると淡く発光する。同時に、イヴの身の内に宿る聖癒力が右手に集まり、光の粒子となって輝きを放った。

　傷口を聖癒力で覆うように意識すると、粒子が集まりエミリーの手の傷が少しずつ薄くなっていく。

「……よし、一応塞ふさがったわ。これなら濡ぬれても染みたりしないはずよ」

　赤味が目立たなくなった傷を見て、エミリーは申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「イヴ様、ありがとうございます」

「私の力がエミリーの役に立ててよかったわ。でもごめんなさい。任せてなんて言いながら完璧に治せなくて」

　聖女であるイヴは聖癒力を使えるものの、コントロールが不得手でうまく使いこなせていない。

　聖堂図書館に置かれている文ぶん献けんによれば、歴代の聖女は皆、外傷であればどんな大きな怪我でもほぼ完治させることができたらしい。

　しかし、第十五代聖女となって六年、イヴはいまだ力の出力が弱く、癒し下手だった。そしてそれは、イヴが聖女となってから今日まで抱え続けているコンプレックスでもある。

「いいえ！　感謝しています。世界で唯一の聖女様にお仕えできるだけでなく、こうしてお力で癒していただけたんですもの」

　エミリーの言う通り、聖女はとても貴重な存在だ。

　世界にひとりしか存在せず、死ぬか、力が衰える、もしくは乙女の純潔が失われることにより次代の聖女が選ばれてきた。

　選定法は、人によるものではなく聖なる力によるもの。

　人知を超えた力が相応ふさわしき乙女に宿り、選ばれた者は力の発現と共に、右手の甲に聖紋が浮かぶので一目でわかる。

　イヴの時も、イヴだけでなく孤児院の者たちにも聖女に選ばれたとすぐにわかり、三日後には大聖堂から迎えが来たのだ。

「落ちこぼれ聖女でも、そうやって喜んでくれる人がいるから頑張れるわ。ありがとう、エミリー」

　口さがない者たちが陰で呼んでいる自分の呼び名を声にしておどけてみせる。

「イヴ様……」

「私の話より！　エミリーは今年もお祭りに行くの？」

　収穫祭の今日は、ラジェール王国のあちこちの街で祭りが催される。

　その中でもひと際規模が大きく盛大なのが、今年で建国三百五十一年を迎えたラジェール王国の王都ラジェール城下町で開催される祭りだ。

　イヴの職場ともいえるサンフィオレ大聖堂は、〝聖女の地〟と呼ばれる通称〝サンクチュアリ〟内にあり、王都ラジェール城下町西方に広大な土地を有している。

　サンクチュアリには大聖堂の他に、祈りの塔、図書館、学び舎と、神官や侍女たちが共同生活を送る修道院がある。

　修道院で暮らす神官たちや侍女には、家族が王都に住む者も多く、収穫祭の日は職務を終え次第、家族と共に過ごすのが定番だ。

　エミリーの家族も城下町の外れに広がる居住区に住んでいるのだが。

「いえ、今年は残って仕事をしようかと」

「でも、毎年家族で過ごしてるでしょう？」

　去年も夕刻にはサンクチュアリを出て、家族との時間を楽しんだはず。

　四人の弟と妹たちも、普段はサンクチュアリで働き生活しているエミリーが帰ってくる収穫祭を楽しみにしているとも聞いた。

「ええ。そうなんですけど……ちょっと色々と忙しくて」

　エミリーは、言葉を濁すように眉根を寄せて微笑する。

　もしかして、誰かに仕事を押しつけられたのだろうか。いや、それよりも。

「エミリーの方こそ顔色が悪いわ。今日は私の世話はいいから部屋で休んで」

　部屋に入ってきた時よりも、具合の悪そうなエミリーの様子にイヴは心配になる。

「なんともないですよ。それに、今日もお勤めに励むイヴ様をお支えしたいです」

　健けな気げな微笑みに心を打たれるも、やはり心配なイヴは首を横に振った。

「勤めといっても、いつもみたいに大聖堂で患者さんを癒すわけじゃないし大丈夫」

　午前中に身を清め、午後から陽が落ちるまでは祈りの塔内にある聖者の園でひとりきりで祈りを捧げるのみ。

（……なんだけど、エミリーの怪我に気づけた今回は勘が冴さえてる気がするし、普段とは違うことをしてみるのもありよね）

　そうなると、有能なエミリーが近くにいない方が動きやすくなる。

　エミリーのためにも、自分のためにもぜひ休んでもらいたい。

「ヴァレイ様には私から伝えるわ。その時に別の侍女に世話をお願いしておく。だから、今日はゆっくりして」

　体調が悪化して倒れてからでは遅い。

　今のうちに休んでほしいと頼むと、エミリーは渋々頷うなずいた。

「わかりました。でも、修道院にはいますので、なにかあれば呼んでくださいね」

　どうやら休みをもらっても家族とは過ごさないようだ。

（なにか帰りたくない事情があるのかも。もしくはサンクチュアリに残りたいなにかが……。も、もしかして、サンクチュアリ関係者に恋人ができた!?）

　だとしたら色々と聞きたいが、本調子ではなさそうなので今はやめておく。

「なにもないようにするから、ゆっくり休んでね」

　回復したら探りを入れてみようとこっそり心に決め、ひとまずエミリーが身体を休めてくれることに安あん堵どした。




　――一時間後。

　清楚な白いシュミーズドレスの裾を揺らしながら歩くイヴは、大司祭ヴァレイ・オムニアを捜して、大聖堂の広い回廊を歩いていた。

（ベール越しの景色には慣れたけど、やっぱりない方が動きやすくていいのよね）

　本来、聖女は人の前で顔を隠す決まりとなっているため、勤めの際はベールを被かぶっている。理由は穢けがれから守るためとされているが、サンクチュアリ内は聖域。常に神聖な空気に包まれているのでベールを外してもよいことになっており、勤めのない時間はこうして素顔のまま快適に過ごしている。

　とはいえ、素顔のイヴを見て聖女だとすぐにわかる者は大聖堂で働く神官を除くとそう多くはない。

　先ほど通りすがりの神官にヴァレイを見かけなかったか尋ねたのだが、一瞬イヴが誰かわからなかったようだ。

　普段仕事で関わっていても、聖女のドレスとベールを纏まとっていなければピンとこないらしい。

（ヴァレイ様、まだ図書館にいるかしら）

　神官から得た情報を頼りに向かうのは、大聖堂の回廊から繋がる聖堂図書館だ。

　両開きの重厚な扉は開放されており、イヴは敬礼する衛兵に会釈をして中へ入る。

　柔らかな光が差し込む館内には、知識の書庫として相応しい数の蔵書がおさめられていて、迷路を進むかのごとく本棚の間を覗き込みながらヴァレイの姿を捜した。

　すると、パラパラと紙をめくる音が聞こえ、そちらへと足を向ける。

「ヴァレイ様？」

　小声で呼びかけると同時、左手に分厚い本を持ち、右手の人差し指で文章をなぞるヴァレイを見つけた。

　集中しているのだろう。ヴァレイはイヴの気配に気づかず、視線を本に落としたままだ。

　ひとつにまとめて編み込んだ藍あい色の長い髪は絹糸のように美しく、白い立襟の祭服を纏い佇たたずむその風貌は儚はかなげで。

　静かな図書館によく似合う麗うるわしい容姿に加え、二十八歳という大人の魅力を醸し出しているヴァレイ。

（前に患者さんがヴァレイ様を見て『おとぎ話の精霊みたい』って言ってたけど、確かに聖女の私よりもずっと神秘的な雰囲気があるものね）

　サンクチュアリで働く女性たちが、ヴァレイを見つめうっとりとした息を吐くのをしばしば見かける。

　イヴも、聖女の力が目覚め、初めてサンクチュアリに連れてこられた際、指導係だと紹介されたヴァレイを見て頬を赤らめたものだ。

　だが、胸の内に芽生えたのは恋愛感情ではなく憧れに近いもの。

　指導係のヴァレイはイヴにとって兄のような存在だ。

「ヴァレイ様」

　改めて声をかけると、長い睫まつ毛げに縁どられた双眸がイヴを捉える。

「おや？　勉強嫌いの君が、朝からここへ来るなんて珍しいね」

「仰おっしゃる通り私は勉強嫌いなので、報告が済んだらすぐに帰ります」

　ふふふと笑みを貼りつけると、黒こく曜よう石せきにも似た穏やかな黒い瞳が楽しそうに細められた。

「本から様々な知識を得るのはいいものだよ。それで報告とはなにかな？」

「エミリーの体調がよくなさそうなので、今日は休んでもらうことにしました」

「エミリーが？　そう……わかった。わたしもあとで様子を見に行こう」

　そう言って微笑んだヴァレイが咳せき込んだ。

「大丈夫ですか？」

　手で口元を押さえたヴァレイの傍らに立ち、やせ細った背を優しくさする。

「ああ、平気だよ。ありがとう」

　力なく微笑むヴァレイを見て、イヴは心配を募らせた。

　ここ最近、ヴァレイはこうして咳き込むことが多くなった。

　原因は、二年ほど前に患った胸の病らしい。風邪のように治るものではなく、今の医学では治癒の叶わない病なのだとイヴは聞かされている。

　故に、薬師でもあるヴァレイは、自ら調合した薬で症状を抑えつつ、病を完治できる薬を日夜研究している。今読んでいる本も薬草にまつわるもののようで、植物のイラストと効能などが記されているのが見えた。

（病も治せたらいいのに）

　聖女が持つ癒しの力は万能ではない。

　できるのは、邪気を祓はらったり、外傷の治りを早め、痛みを緩和させたりすること。身体を蝕むしばむ病には効果がないのだ。

　イヴはそのことをいつも悔しく思っている。

「ヴァレイ様も無理はしないでくださいね」

　気遣うイヴに、ヴァレイは小さく頷いた。

「イヴは？　なんだかいつもより元気がないように見えるよ」

「大丈夫ですよ」

　死に戻りによる目眩と痛みはもう引いている。だが、だるさはいささか残っているので、それが顔に出ているのかもしれない。

　ごまかすように微笑むも、ヴァレイは苦笑して「相変わらず強がるね」と呟つぶやいた。

「君は聖女だ。君の救いを必要としている者は大勢いる。だから決して無理はしないでくれ」

「はい、大司祭様」

　指導を受けている気分になったイヴは、ヴァレイの役職名で返事をして、スカートを摘まみたおやかに膝を曲げる。

　そんなイヴの頭をヴァレイは褒めるように撫なで、クスクスと笑ったのだった。




　太陽が天辺を過ぎた頃、イヴは予定通り聖者の園で膝をつき、噴水の中央に鎮座する黄金の聖杯に向かって祈りを捧げ……てはおらず。

（すごい賑わい！　これが王都の収穫祭なのね！）

　サンクチュアリを無断で抜け出し、城下町の人波に笑顔で呑のまれていた。

　市場へと向かうメインストリートには旗が掲げられ、その下を歩く人々は皆笑みを浮かべ活気に満ちている。

（アスター村のお祭りとは桁違いの盛大さ！）

　育った孤児院があるアスター村では、行商人による小規模のマーケットが開かれ、村人が振る舞う名物料理を味わいながら、大人は酒、子供は踊りを楽しんでいた。

　人々の笑顔で溢れているのは同じだが、規模は想像以上で否応なしに心が浮き立つ。

　侍女に扮ふんして抜け出した甲斐があったというものだ。

（それにしても、侍女たちがお使いに出る時間とタイミングが重なってラッキーだったわ）

　普段なら大聖堂を訪れた患者に紛れて出入りもできただろうが、収穫祭の今日はサンクチュアリ関係者以外は許可がないと入れない。故に、侍女を呼んで『聖杯が侍女服のビジョンを見せたの。これはきっと初代聖女様のご宣せん託たくだわ』と自分でも意味がわからないお告げを装い、服を用意してもらったのだ。

（来てくれた侍女が素直な新人さんでよかった）

　嘘うそをついてしまい罪悪感はあるが、こうして無事に出られたのは天の……いや、初代聖女の力が宿っているという聖杯の思し召しかもしれない。

（このチャンスを無駄にしないようお祭りを楽しむ……じゃなくて、死に戻り回避に繋がりそうなものを見つけないと）

　勤めをサボったのは、今までと違う行動をして少しでも手がかりを探すためだ。

　聖女の勤めが大切なことは重々承知している。だからこそ、何度ループしても祈りを捧げていた。だが、聖者の園で祈りを捧げる時間に、別の行動をとることによって死を回避できるのだとしたら。

（今までと同じことをしてたら未来は変わらない）

　とはいえ、本音を言えば、一度でいいから祭りに参加してみたかったのもある。

（とにかく、時間ギリギリまで色々と見て回ってみよう）

　聖者の園には、聖女の祈りを邪魔してはならない掟おきてにより、聖女の許可がなければ誰も入ってはこられない。

　とはいえ、あまりに遅いとヴァレイあたりが心配して様子を見に来るだろう。

　二年前の収穫祭では祈りながらつい眠ってしまい、扉越しに起こされた経験もある。

（夕刻には戻るようにしないと）

　タイムリミットを忘れないよう気持ちを引きしめ、イヴは行き交う人々の合間を縫って歩く。

　陶器に毛皮に香料。王国の特産品が並べられた屋台をなんとなしに見物していた時、ふと食欲をそそる香ばしい匂いがイヴの鼻をくすぐった。

　思わずごくりと唾を飲み込むと、イヴのお腹が切なく鳴る。

（そういえば、今日は昼食抜いたんだった）

　腹を満たせば眠くなる。そうなると以前のようにやらかしてしまうため、あえて食べなかったのだ。

　頭に被るフードを僅かにずらし、道の両脇に立ち並ぶテントに目を走らせる。

　豚の丸焼きに棒付きパン。ホットワインにチーズ。どれも美お味いしそうで、すきっ腹が再び音を奏でる。

（せっかくのお祭りだし、なにか食べたいな）

　少しだがお金も持ってきた。しかし、外でのんびり立ち食いをするのは、イヴを聖女だと知る者に会わないか心配だ。

　普段、仕事で患者と向き合う際は、聖女の決まりに倣ならいレースがあしらわれたベールで顔を隠しているため、患者に出会っても聖女だとバレることはそうそうない。だが、サンクチュアリで働く者がいる可能性もある。

　どこか人目のつかない場所はないか。探し歩くイヴに、元気な声がかかる。

「そこのお嬢ちゃん！　よかったらこれ、試食してかないかい？」

　振り向くと、恰かっ幅ぷくのいい女性が、炭で焼いて小さくカットしたソーセージを差し出していた。

「いいんですか？」

「もちろんさ。で、気に入ったらこっちの大きいのを買ってくれると嬉うれしいね。もしくは、うちで食べてってくれても嬉しいよ」

　朗らかに言って女性は背後を指差した。

　どうやら酒場のようで、昼間にもかかわらず店内からは賑やかな声が漏れ聞こえている。

　男性客らの笑い声を耳にソーセージを頬張ったイヴは、パッと目を輝かせた。

「んんっ！　美味しいです！」

「だろう？　うちは料理も酒も自慢のものばっかりさ」

「もっと食べたいです！　お席は空いてますか？」

　サンクチュアリで働く神官は酒を禁じられている。酒場なら、見知った神官が出入りすることもそうそうないだろう。

「なくても、可愛いお嬢ちゃんのためならうちの旦那が張り切って空けるさ」

　ケラケラと笑う女性が「あたしはここの女将おかみだよ」と紹介がてら、イヴを店内に案内してくれる。

「あんた！　お客さんだよ」

　女性のよく通る声に、カウンターの中で切り盛りしている店主が「いらっしゃい！」と笑みを見せた。

　外食の経験がほとんどないイヴは、緊張しながらもフードを取って会釈をする。

　すると店主は嬉き々きとしてカウンターから出てきた。

「こりゃ別べっ嬪ぴんさんだ！　悪い虫が寄ってこないように、こっちの席に座るといい」

　案内された席は、店の奥まった窓際の席だ。

「ありがとうございます」

　木製の椅子に腰掛けると、店主がメニューを見せる。

「お嬢ちゃんはなにをご所望だい？　女性にはこのはちみつ酒が人気だよ」

　酒がいけるならと店主から勧められ、好奇心がむくむくと湧き上がった。

　聖女は神官同様、酒を禁じられているのだが。

（せっかくだし、アルコール体験したいかも！）

　今回、うまくいってループせずに済んだ場合、聖女を引退するまでは酒を飲む機会は訪れないだろう。ならば、この機を逃してはもったいない。

「じゃあ、はちみつ酒とソーセージをお願いします」

「了解だ。すぐに用意するよ」

　注文を受けた店主は笑顔で答え、カウンターへと戻っていく。

　そして店主が言った通り、ほどなくしてソーセージと酒がイヴに提供された。

「ソーセージは一本おまけだ」

「わ、ありがとうございます！」

「ごゆっくり」

　別の客に呼ばれた店主が去っていくのを見送ったイヴは、木製のカップを両手で包んで覗き込む。

　なみなみと注がれたはちみつ酒は、いつかウォレスと見た琥珀の色に似ていて自然と口元が綻んだ。

　持ち上げて顔に近づけると、フルーティーな香りが鼻をくすぐる。

　酒とはどんな味わいなのか。胸を躍らせながら口に含んでみると。

「ん……っ！」

　はちみつの甘さが口いっぱいに広がって、思わず声が出た。

「美味しい！」

　飲み込んだ時に若干の苦味を感じるが、これがアルコールなのか。だが、それも気にならないほどに濃厚で、柔らかな甘さが癖くせになる。

（何杯でも飲めちゃいそう）

　はちみつ酒をいたく気に入ったイヴは、ご機嫌でソーセージを頬張った。

　ぷりっとした歯ごたえとジューシーな肉汁を楽しみ、はちみつ酒をごくごくと飲み下す。

（王都の収穫祭は最高ね！）

　今まで参加したくともできなかったため、万ばん感かんの思いで味わっていた時だ。

「ああんっ？　なんだよネェチャン。少しくれぇ付き合ってくれてもいいだろうが」

　隣の席の若い女性客が、酔った男性客に絡まれているのに気づいた。女性はひとりなのか、怯おびえた様子で小さく寄せた肩を震わせている。

　ちらりとカウンター内を確認するも、店主は忙しそうに料理を作っていてこちらには気づいていない。周りの客たちも皆それぞれに楽しんでいるようで、女性のピンチは目に入っていない様子だ。

（それなら、私が行くしかない）

　お忍びで来ているのであまり目立ったことはしたくないが、困っている人を放ってはおけない。

　イヴは深呼吸すると、手にしていたカップをテーブルに置いて立ち上がった。

「あの！　その方、とても困っているのでやめてあげてください」

「なんだオメェは。つまりあれか？　オメェがこのネェチャンの代わりにオレと一緒に飲んでくれるってか」

（いやいや、そんなことひと言も言ってないのにどうしてそうなるの）

　酒は飲んでも飲まれるな。

　どこかで聞いた言葉が脳裏をよぎり、イヴはひとまず笑みを貼りつける。

「ごめんなさい、私もご一緒はできません」

「なんだとこら！　このオレにひとりで飲めっていうのか！」

　どのオレでもいいが、ひとりが嫌なら友人と来ればいいではないか。

　……いや、いつもこうして悪絡みをするせいで、友人たちが付き合ってくれなくなったのかもしれない。

　イヴは脳内で、目の前の酔っ払いが酒によってひとりふたりと友人を失っていく光景を思い浮かべた。

　老後、酒場の片隅に座り、ひとりぼっちでグラスを傾けている姿まで想像し涙ぐむ。

「うう……可か哀わい想そう……」

「そうだろう？　だからオメェがオレと飲め。ほら、こっちに来い」

　うっかり心の声を口にしてしまい、勘違いされたイヴは腕を掴つかまれる。

「ちょ、ちょっと！　可哀想なのは老後のあなたで、今のあなたじゃないです！」

　抵抗し、足に力を入れて踏ん張ると、酔っ払い男が忌いま々いまし気に舌打ちする。

「おい……痛い目みねぇとわからんかぁ……？」

　イヴの腕を掴む手に力が入り、痛みに顔をしかめた刹那、酔っ払い男の背後に黒いローブを着た青年が立った。

　目ま深ぶかに被ったフードから覗く銀灰色の前髪。その下の深い海のような瑠璃色の瞳と視線が合った直後、酔っ払い男が「ひっ」と顔を青くする。

「痛い目みないとわからないのはお前の方じゃないか？」

　癖のない中低音の声に含まれる蔑さげすみと鋭さ。

　どうやら、もう片方の腕を後ろで捻ひねり上げられているらしい。酔っ払い男は情けない声で「いてぇっ！　は、離せ！」ともがく。

「まず、お前が彼女から手を離せ」

　さらに捻られたのだろう。酔っ払い男はとうとう涙目になった。

「わ、わかった！　ほら、離したぞ！」

　イヴから離した手を上げてアピールする。

「それじゃあ、このまま店主のところまで連れていくから代金を払え。そのあとは店を出ろ」

「な、なんでだよ。迷惑かけなきゃいてもいいだろ」

「もう迷惑かけた奴やつがなに言ってる。いいから歩け」

「わかったよ！　わかったから放してくれ！」

　黒ローブの青年に連れられ、酔っ払い男は呻きながらカウンターへと去っていく。

　その背中を見ていたイヴは、青年にうっすらとまとわりついている黒い邪気に気づいた。

（祓ってあげたいけど、聖女だってバレちゃうし……）

　逡しゅん巡じゅんし、ひとまず隣の席の女性を振り返る。

「大丈夫でしたか？」

「は、はい。おかげさまで助かりました。ありがとうございました」

　安堵の息をついて立ち上がり深くお辞儀をした女性に、イヴは「いいえ」と苦笑して両手を振った。

「逆に事を荒立ててしまって。もっとうまく立ち回れればよかったんですけど」

　黒ローブの青年がいなければどうなっていたか。

　酔っ払いの相手などしたことがないイヴは、自分が生きる世界の狭さを痛感する。

「そんな！　あの、腕は平気ですか？　さっき強く掴まれてましたよね」

「気にしないでください。もう痛みはないので」

　本当は少しまだ痛むが、ループ直後の痛みに比べれば大したことはない。

　それよりも、助けてくれた青年にお礼を言わなければ。

　イヴは急ぎカウンターを確認したが、黒いローブを纏った青年の姿はない。

（もしかして、もう店を出た？）

　せめてひと言だけでも礼を伝えたい。

　イヴは女性に別れを告げると、急いで支払いを済ませて酒場を出た。

「おや、もうお帰りかい？」

　酒場の入口でウインナーを焼く女将が目を丸くする。

「女将さん！　今、黒いローブを着た人が出てきませんでしたか？」

「ああ、今しがた出てきたよ。あっちに向かったけど」

　女将が指差した方向を確認し、イヴは頭を下げる。

「ありがとうございます！」

「こちらこそ！　また来ておくれよ」

　果たして次の機会はあるのだろうか。

　イヴは〝また〟がないかもしれないことを寂しく思いながら「はい」と微笑んでフードを被り、黒ローブの青年を追って人の波に飛び込んだ。

　人出が増えたのか、酒場に入った頃よりも混んでいて歩きづらい。

　そんな中、視線を忙せわしなく動かして進んでいると、一瞬だけ黒いフードを被った人影が見えた。

「あの！　すみません！」

　呼び止めようとするも、祭りの賑わいにイヴの声はかき消されて届かない。

　イヴは背丈が高い方ではないため、黒ローブの後ろ姿もすぐに見失ってしまった。

（まだ遠くには行ってないはず。もう少し捜してみよう）

　繰り返しの人生で培った不屈の精神を胸に、イヴは黒ローブの青年捜しを続行した。




　それからどれほど歩いたか。

「こんなところまで来ちゃったけど、さすがに見当違いかな」

　時々、黒ローブ姿の者を見かけつつ追っていたのだが、気づけば城下町の活気は遠く、閑静な居住区を抜け、緑の丘に辿り着いた。

「でも、風が気持ちいい」

　芝生が茂るなだらかな丘の天辺に目を向けると、赤い葉を被った大木が一本生えており、碧へき空くうの下で風を受け、柔らかく揺れているのが見える。

（見晴らしがよさそう。あそこまで行けば見つけられるかも？）

　これでダメなら今度は市場の方を捜してみよう。

　段取りを考えながら丘を登るイヴは、天辺に着いた途端「あ！」と声をあげた。

　頭まですっぽりとフードを被った黒ローブの青年が、仰向けで足を組み、木の根を枕に寝そべっているではないか。

　イヴの声に青年の瞼が気だるげに開く。

「……なんだ？」

　眩まぶしそうに双眸を細める青年に、木漏れ日を背にしたイヴは姿勢を正して笑みを浮かべた。

「あの、私、さっき酒場であなたに助けていただいた者です」

「それはわかってる。酔っ払い親父に挑んで、まんまと犠牲になってた客だろ」

　素っ気ない態度と少々辛しん辣らつな口調に、イヴの頬がひくりと引きつる。

　しかし、青年がどんな人間でも恩人は恩人。ぐっとこらえて笑顔を保つ。

「で？　なにか用か？」

「お礼を言いに」

　それと、邪気を祓ってあげられたらとも思っているが、聖女バレ回避のためもちろん告げないでおく。

「それだけのために、しつこくストーカーしてきたのか」

　呆あきれ交じりのきつい言葉がイヴの胸にチクチクと刺さる。

「ストーカーじゃないです！　ちゃんとお礼を伝えたかったし、後悔したくなくて」

　自分のせいでウォレスが怪我をした時、イヴはひどく悔やんだ。

　ああしていたら。こうしていなければ。

　いくつもの『たられば』がずっと消えず、今でもしこりとなって残っている。

　だからイヴは、できる限り後悔しないように行動することを心掛けているのだ。

「後悔って、大おお袈げ裟さだろ。というか、別に礼を言われたくて助けたんじゃない。酔っ払い親父の悪絡みが俺の気に障っただけだ」

「そうだとしても助かりました。本当にありがとうございました」

　感謝の気持ちを込め深々とお辞儀すると、好きに受け取れとばかりに青年は目を瞑った。

　その刹那、心地よい風が吹いて、草花を揺らしながら丘を渡っていく。

「ここ、素敵な場所ですね」

　時間がのんびりと流れているような感覚に、イヴは酔い覚ましにもなりそうだと青年の隣に腰を下ろした。

　その気配に目を開けた青年が、なぜ座るのかと言いたげな視線を向ける。

「もう用は済んだろ」

「そうですね。でも、もしかしたらなにかが変わるかもしれないので」

　ここで過ごしてなにが変わるかはわからない。けれど、今までになかった新しい経験をしているのは確かだ。

「変わるってなにが？」

「運命です」

　にっこりと言い切ったイヴを、青年はバカにするでもなく、無言で揺れる木の葉を見つめた。

「変えたい運命のほとんどは、過去にあるものじゃないのか？」

「そうですね。でも、過去から繋がる今は未来へと繋がってる。今を変えれば未来も変わる」

「……それは、未来に可能性がある場合だけだ」

　どことなく寂し気な口ぶりに、青年には願いあがいても変えられない過去があるのではと感じた。

　しかし、それ以上詳しく語る気はないのだろう。もう会話は終了だと告げるように、青年は再び瞼を閉じた。

（余計な詮索はしない方がいいよね）

　袖振り合うも他生の縁とはいえども、初対面であれこれと踏み込める度胸もない。

　けれど、先ほど視えた邪気も気になり、イヴはそっと青年の様子をうかがう。

（邪気のせいなのか、気の流れが滞ってる感じ）

　染みついている黒い念を祓うのは、一度では難しそうだ。

（触らずにこっそりできるかな……？）

　本来は患部に触れて癒したり祓ったりするのだが、さすがに触れるのは憚はばかられ、手のひらをそっと青年の方に向けた。

　聖紋が袖の長いローブの下で淡く光り、羽扇で扇あおぐようなイメージを持って聖癒力を送る。

　すると、黒い念が先ほどよりも薄くなり、滞っていた気がゆっくりと流れ始めた。

（やった！　成功ね。まだ全部は祓えてないし気の流れも普通より悪いけど、少しはマシになったはず）

　それを証拠に、青年はリラックスした様子で寝息を立てている。

（うまくいってよかった。というか、寝てしまったけどどうしよう……）

　眠っている青年を放って祭りに戻るのはいかがなものか。

　逡巡したイヴは、青年の安全のためにもしばらくここで過ごすことにした。

　静かでのどかな景色を眺めるのは、考え事をするにもちょうどいい。

（なんだか、ウォレスと過ごしたあの頃を思い出すなぁ）

　事故のせいで後悔は生まれたが、いい思い出もたくさんある。

　秘密の場所を教えてあげたり、野原に寝転んだり、花はな冠かんむりを作ってもらったり。

　辺りを見回したイヴは、シロツメクサが咲いていることに気づいた。

（久しぶりに作ってみようかな）

　ウォレスに教わった作り方はまだ覚えている。

　イヴはさっそくシロツメクサを摘み、花冠の制作に取りかかった。

（そういえば、エミリーも妹に花冠を作ってあげたことがあるって言ってたっけ）

　いつかした他愛ない世間話。その時に見たエミリーの慈愛に満ちた顔を思い出していたら、ふと今朝のことが脳裏をよぎった。

（エミリーの怪我、あともう一回くらい癒した方がいいかな）

　エミリーが負った手の傷に気づいたのは今回が初めてだ。

　同じように気が回らず、見逃していることが他にもあるのかもしれない。

　イヴはシロツメクサを巻きつけながら熟考する。

（前回は犯人の手がかりを見つけようと動いてみたのよね。いつも犯人が誰なのかわからずじまいだから）

　王殺しに匹敵する大罪の聖女殺し。いったい誰が、どんな理由でイヴを手にかけるのか。

　わからないのは犯人の正体や目的だけではない。

　毎度、死に際の記憶が飛んでしまうのはどうしてか。死という大きなショックへの防衛反応なのか、はたまた死に戻りの力を使う代償なのか。

　――そう、イヴの死に戻りは、聖女の力のなせる技だ。

　聖堂図書館に残る歴代聖女の記録書によると、聖女の中には稀まれに特殊能力を持つ者がいたと記されている。予知、透視などの能力に長け、その力で時に人々を助け導いていたと。

　そして前例はないが、恐らくイヴの死に戻りの力もその特殊能力なのだ。

（ただ、発動条件が今際っていうのが不便すぎるしギャンブルが過ぎる）

　もっと自由なタイミングで使えたらと思わずにはいられない。

　そんな特別な力の存在にイヴが気づいたのは、三回目のループの時だ。

　自分がループしていると確信したのもその時だった。

　この力については、今のところ誰にも明かさず秘密にしている。

　それは、聖女としての勤めに役立つわけでもないという理由もあるが……。

（万が一犯人に知れて『ループされてはいつまで経たっても目的が達成できない。ならば殺さずに苦しめ続けてやろう』なんて、死ぬよりつらい目に遭わされるのは御免よ）

　そんな最悪の展開を危き惧ぐしてというのもある。

　犯人の目的と正体がわからない以上は、むやみやたらと人に話すべきではない。

（それに、打ち明けることで大切な人たちを巻き込むのも怖い）

　だから自分の中だけにとどめ、ひとりで解決すると決めている。自分が何者かに命を狙われていることも、死に戻りの力があることも決して誰にも話すつもりはない。

「……できた。久しぶりにしてはなかなかの出来じゃない？」

　自画自賛して微笑むイヴは、フードをとって代わりに花冠をのせる。

「サイズも丁度よさそう。でも、これだけじゃちょっと寂しいかな」

　昔、ウォレスが作ってくれた花冠は、色とりどりの花で作られていた。まるで、たくさんの宝石をちりばめた王冠のようだと思ったものだ。

　せっかくなら同じようにしよう。

　出来上がった花冠を少しでも昔のものに近づけるべく、近くに咲いている花を摘んで飾りつけていく。

（こんなのんびりしてる場合じゃないんだけど、考え事をするにはいい時間かも）

　花を探し、手を動かし、繰り返した日々の経験を踏まえ、今回はどう行動するかを思案する。

　そんな風に、花冠をデコレーションし続けてどのくらい経ったか。

　青年が目を覚まし、むくりと起き上がった。

「え……寝て、たのか？」

　フードがぱさりと背中に落ちて、なぜか驚いた顔で瞬きを繰り返している。

（というか……すごい美形。ヴァレイ様も綺麗なお顔だけど、それ以上かも）

　いまだ驚きに染まっているその顔は、美を司る神が特別に与えたかのように非の打ち所がない。

　柔らかな銀灰色の髪が、凪ないだ風を受けて静かにそよぐ。

「今、俺は寝てたか？」

　まるで狐きつねにつままれた様子で、青年はイヴに尋ねた。

「はい、気持ちよさそうに」

「嘘だろ？　いやでも、陽も傾いてるし、頭も少しスッキリしてる……」

「寝不足だったんですか？」

「寝不足というか……実は不眠症なんだ。眠れても毎回夢見が悪いせいで起こされる」

　夢見が悪いと聞き、イヴは納得がいった。

　まとわりついている邪気が青年の身体に変調をきたし、そのせいで悪夢などにうなされてしまうのだろう。

　だが、先ほどイヴが少し祓った効果で短時間でも深く眠ることができた。

　それを知らない青年は、なぜ眠れたのか戸惑っているようだ。

　――聖癒力で整えたから。

　そう告げられない代わりに、イヴは寝起きで隙だらけの青年の頭に花冠をのせる。

「な、なんだ？」

「ふふ、すっごく似合ってます」

　色とりどりの花冠は透き通る銀灰色の髪によく映えており、顔の美しさも相まっておとぎ話の王子様のようだ。

　イヴに褒められた青年は、花冠を頭から外す。

「こういうのは、男の俺より君の方が似合うだろ」

　少々ぶっきらぼうに言って、ポンとイヴの頭に花冠を被せた。

「どうですか？」

　似合っているか、イヴは小首を傾かしげて微笑んだ。

　薄桃色の長い髪がさらりと揺れた瞬間、青年は双眸を見開く。

「君……」

　食い入るようにイヴを見つめる青年の眉根が僅かに寄せられた。

「そ、そんなに似合わないですか？」

　気恥ずかしくなり、頭上の花冠に右手を伸ばしたのがいけなかった。

　青年の視線がイヴの手の甲にある聖紋を捉え、瞳が吃きっ驚きょうに揺らぐ。

　慌てて手を下げ袖で隠すも、時すでに遅し、だ。

　適当にごまかすか、黙ったままでいるか。葛藤していると、青年はふいとイヴから目を逸そらす。

「まあ、息抜きは大事だよな」

　そう、ひと言だけ言って、なにも聞かずにいてくれた。

「……ありがとう」

　気遣いに深く感謝し、イヴは花冠を手にお辞儀する。

　しかし青年は「なんの話だ？」と横を向いて、そらとぼけるのだった。




　サンクチュアリへの帰路を辿りながら、イヴはひっそりと微笑んだ。

（いい人だったな）

　酒場で助けられただけでなく、聖紋に気づいても見ないふりをしてくれた。

　名を聞きそびれたが、着ていた服は上等な生地が使われていたので、きっと貴族など上流階級の家柄だろう。

（また会えるかしら）

　体調が悪いのなら、患者と聖女として会えるかもしれない。

　その時までにイヴが生きていられたら、だが。

　自分はまた遠くないうちに何者かに狙われる。今回こそ死を回避できるかどうか。

　しかし、外に出てみたものの、これといった手がかりは得られなかった。

（今回がダメでもループすればまた次がある。でも……）

　死にゆく際は、激しい痛みと苦しみを伴い、それは目覚めた時にも残っている。

　何度経験しても慣れるものではない。むしろ二度と経験したくないのだが、それにはやられる前に犯人を特定するか、思い切って対たい峙じするかだ。

（今まで対峙できたのかな）

　いかんせん犯人に関する記憶がないのでわからない。

　夕紅の空を見上げると、遠くに祈りの塔が見えた。

　このままサンクチュアリに戻れば、またいつもと同じ流れが待っているだけ。

　祭りを楽しみ、新しい出会いを経験できていい気分だというのに、またもや得体のしれない人物に殺されループするのかと思うと。

「はぁ……やりきれない」

　自分がどう生きるかは自分に決める権利がある。どう死ぬかもだ。

（もし今日私がうっかり死んだりしたら、犯人はどう思うかしら）

　サンクチュアリ内のどこにいても毎回死んでいるということは、犯人はイヴを標的にしている可能性が高い。だとしたら、予定が狂ったと困ったりするのだろうか。

　やられっぱなしも腹が立つ。たまには意趣返しにこちらからなにか仕掛けてもいいかもしれない。

「よし、ものは試しよ」

　ひとりごちたイヴは、反抗心を胸に祈りの塔を目指した。
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　――あれは確かに聖紋だった。

　再びフードを目深に被り、夕暮れの城下町を歩く青年が口を開く。

「リカルド」

　名を呼ぶと、いつものようにつかず離れずの距離で護衛の任についている男が「はーい、ここに」と青年の一歩後ろに控えた。

　赤茶色の髪に深い緑の外がい套とう。民衆の中に溶け込みやすい出いで立ちは、護衛対象である主人の息抜きを邪魔しない配慮だ。

「彼女は聖女で間違いないか？」

　酒場で助け、丘でひと時を共に過ごした少女の正体について、どこからか様子を見ていたはずのリカルドに問う。

「そうですね、聖女様かと」

　リカルドが明るい声で言って頷いた。

「やはりか。いつから気づいてた？」

「彼女が酒場でお酒を飲んでいる時に、聖紋がチラチラ見えてましたので」

「だからお前はずっと黙って見てたわけだ」

「まあ、放っておいても、オルフェ様に危害を加えることはないかなと判断しました」

　確かに、聖女であれば害をなすことはないだろう。というより青年――オルフェも最初から警戒はしていなかった。

　酒場で酔っ払いに絡まれて戸惑うような者が、自分を害する可能性は低いからだ。

　なにより、そばにいられても不思議と嫌ではなかった。

　聖女の持つ癒しの力は、傍らにいるだけでも効果があるのだろうか。

　なにせ、不眠症の自分があっという間に寝つけたのだ。

「リカルド。俺が〝あいつ〟の夢を見ずに眠れたのは、聖女の癒しの力のおかげだと思うか？」

「というか、オルフェ様に手をかざしていたので、聖癒力を使ったのでは？」

「力を？　現聖女は、聖癒力が弱くコントロールが苦手と聞いてるが」

「俺もそう聞いてますね」

　聖癒力の扱いには、得手不得手があると耳にしたことがある。

　邪気などの穢れを祓うことを得意とする者、怪我の治癒を得意とする者。

　初代聖女はどちらも長けていたが、現聖女はどちらも苦手らしいと話していたのは父だったか。

　だが、手をかざしていたとなると、苦手ながらも聖女の力を使ってくれたのだろう。

　過去、オルフェが聖女の力を借りたのは一度だけ。

　しかしながら、意識を失っていたので癒してもらった際の記憶はない。

　そして以降は聖女の力をより必要としている者のために一度も頼らずにいたが、ここまで効果があるのなら治癒を願いたくなる。

　大事な公務の前などに一度……と考えていたオルフェの耳に、大聖堂の鐘の音が聞こえた。

　それと同時に、花束を抱えた幼子とすれ違う。

　その無邪気な笑顔と花を見て、ふと初恋の少女を思い出した。すたれた教会の片隅で、花冠を頭にのせて微笑む少女と、先ほどの聖女の姿が重なる。

　薄桃色の髪。琥珀色の瞳。

　身分の壁により諦めるしかなく、しかし今も胸の内にあり続ける少女と同じ特徴を持つ聖女。

（酒場で見かけた時、似ていると感じたが……）

　だから、助けたというのもあった。だが、また他人の空似だろうと思っていた。

　さよならも告げられず別れてから数年、似ている者を見つける度に『もしかして』と期待し、違って落胆するのを繰り返してきたからだ。

　けれどオルフェは、以前引っかかりを感じたことを思い出す。

「聖女の名は……イヴだったか」

「ええ、そうです」

　同じ名だと思ったが、よくある名だとも思った。

　孤児院にいるイヴとは別人だと。

「聖女イヴの生い立ちや、人となりついてなにか知っているか？」

「おっと、聖女様にご興味が？」

　普段はまったくといっていいほど色恋に興味を示さないオルフェが、イヴに関心を抱いたことに驚いたのだろう。

　オルフェは、楽し気に瞳を輝かせるリカルドから目を逸らし、咳せき払いする。

「聞かれたことだけ答えればいい」

　リカルドがくつくつと喉の奥で笑うので、からかうなと告げる代わりに睨にらんでやる。

「すみません。そうですね……聖女様の個人情報に関しては非公開なものが多いので俺もあまり知らなくて。唯一手に入ってる情報は、アスター村の出らしいということと、聖女になられたのが十二歳の頃ってくらいです」

　伝えられた情報に、オルフェは「やはり彼女は……」と期待に満ちた声で呟いた。

「オルフェ様？」

「……確かめに行く」

　意を決したオルフェは歩みを速め、「なにをです？」と困惑するリカルドと共にサンクチュアリを目指した。




◇　　◇　　◇




　聖女が聖者の間に勤めている間は、聖女が呼ばない限り誰も入れない決まりだ。

　たとえ、終了予定時刻を過ぎようとも、塔を警備する衛兵は聖女が中で祈りを捧げていると信じている。故に、イヴが侍女のふりをして出入りしても気づかれることはなかった。そして今、屋上の手すりに立っていても気づかれず、景色を眺めることができている。

　イヴは、自分と同じように柵に立つ大天使の像に手を添えながら、挑発するように両眉を上げた。

「さあ、犯人さん。私はここよ」

　毎度命を奪われる新月の夜まではまだ日があるし今どこにいるかもわからないが、身投げ寸前のように見えるイヴに気づいて動揺しているなら万々歳だ。

（とはいえ、滑って落ちないように気を付けないと）

　力を使う間もなく即死となれば、ループが叶わない恐れがある。

　目的は犯人の動揺を誘うこと。

　そして、あわよくば焦った犯人が駆けつけて正体を見せてくれたらラッキーだ。

（来たら必ずその顔を拝んでやるわ。で、どうにか逃げて記憶に残るようにするか、もしくは捕まえる！）

　だが、塔の入り口には衛兵もいるので簡単には入れない。

（犯人さんはこの難関をどう乗り越える？）

　死神に挑むような気持ちで、吹き抜ける風に髪をなびかせ、茜あかね色に染まる景色を眺めていた時だ。

「イヴ！」

　突如、切羽詰まった声で名を呼ばれてイヴは肩を跳ねさせた。

（は、犯人!?）

　罠にかかってくれたのか。

　緊張と恐怖で暴れる鼓動を感じながら振り返ると、酒場で助けてくれた青年が息を切らして駆け寄ってくるではないか。

「えっ……？」

　なぜ、先ほどの青年がここに？

　まさか彼が犯人なのか。いや、そんなはずはない。そもそも、衛兵が通さないはずなのにどうやって。

　混乱の中、波のように疑問が押し寄せる。

「なん、で」

　まともに言葉も紡げずに固まるイヴの冷えた手を、青年の温かな手が握って引いた。ぐらりと身体がよろめくも、青年の逞たくましい腕がしっかりと支え、そのまま抱きしめられる。

（えぇっ……!?）

　状況が把握できない上、こんなにも情熱的に抱ほう擁ようされるなど初めてで、イヴの鼓動が早鐘を打つ。

「あ、あの……？」

　いったいなにが。

　動揺しているイヴの耳元で、青年が懇願する。

「死ぬなら、俺に君の人生をくれ」

　そのとんでもない要求に、イヴの思考回路がフリーズしかけた。

（今、彼はなんて？）

　イヴはひとつひとつ整理する。

　そもそも、命を絶つつもりは毛頭ない。

（こんな状況じゃ誤解されても仕方ないけど、私の人生を彼に……って……え？）

　ロマンチックに考えれば求婚のようだが、青年とは出会ったばかりの間柄だ。

　なにか裏があるに違いない。

「あ、あげたら私はどうなりますか？　はっ！　まさか娼しょう館かんに売られたり……!?」

　はした金だと舌打ちをされながら歓楽街に並ぶ娼館に放られ、毎晩知らない男の相手をさせられるのか。

　悲惨な未来を妄想し震えるイヴに、青年は「おい待て」と身体を少し離してつっこんだ。

「俺がそんな下げ衆すに見えるのか」

　イヴを見下ろす端整な顔は品がよく、悪い人には見えない。そしてやはり犯人だとも思えない。

「それなら、どうして私の人生を……？」

「それは……あれだ」

「あれ」

「そう、あれだ」

　青年は言葉を絞り出そうと「あれ」を繰り返し、閃ひらめいたように僅かに表情を明るくする。

「毎晩、俺と共に夜を過ごしてほしい」

　青年の言葉にイヴはしばし沈黙。そして。

「えぇー……？」

　ドン引きして、青年から距離を取って離れた。

「ち、違う！　勘違いするなよ？　過ごすのは睡眠補助としてだ」

「睡眠、補助……寝かしつけってことですか？」

　焦る青年の言葉をわかりやすく言い直す。

「まあ、そういう感じだ。君は聖女で、丘にいた時に聖癒力を使ってくれたから俺は眠ることができた。それは間違いないな？」

「は、はい……」

「なら、君の力を借りたい」

「で、でも、私は許可なくサンクチュアリを出て過ごすことは許されてないんです」

　死ぬなら人生を……とはいえ、生きているなら任期が終わるまでイヴは聖女だ。

　毎晩、たったひとりの青年の寝かしつけのためにサンクチュアリを出る許可など下りるわけがない。

　しかし。

「それなら、許可を取れば問題ないな」

　簡単に言ってのけた青年に、無理ですと口を開きかけたイヴだったが。

「今この時より君を、この俺、オルフェ・クロフォードの睡眠補助役に任命する」

　オルフェ・クロフォード。

　その名を聞き、イヴは驚きょう愕がくした。

「お、王太子殿下!?」

　祈りの塔の屋上に、イヴの裏返った声が響く。

　こうしてイヴは、七回目にして初の〝王太子殿下の寝かしつけ係人生〟が始まったのだった。










【二章】寝かしつけ任務




　王太子直々の命とあっては、大聖堂のトップである総大司祭も首を横には振れないらしい。

　聖女が王太子の睡眠補助のため、左右対称の造りが壮麗な王の居城、ラジェール城で生活する。これは極めて異例のことであり、しかしながら変化を求めるイヴの心を存分に躍らせていた。

（サンクチュアリから出られるだけじゃなく、お城に住めるなんて、お祈りをサボってよかった！）

　あの決断がなければ、こんなにも変化に富んだ七回目にはならなかっただろう。

「王太子殿下、あちらの建物はなんですか？」

　イヴはベールの内側で目を輝かせ、広い回廊の窓から見える庭園を指差して尋ねる。

　王城暮らし一日目。本日は、右も左もわからないイヴのために、朝から王太子であるオルフェが自ら城を案内してくれていた。

「あれは城で働く者たちが使う大食堂だ。その隣が兵たちの宿舎で、君が明日から働くことになる礼拝堂はその奥の東門を抜けた教会にある」

　鐘付きの白い尖せん塔とうだと教えられ、視界を覆っているベールをこっそりずらしてみるも、それらしき建物は見えない。

　サンクチュアリも広いが、さすがは王の住まう城。庭園は見渡す限り続いており、教会どころか城壁さえ見当たらない。

「教会は一般の方も入れますか？」

　患者は貴族だけではないので確認すると、オルフェは「ああ」と頷いた。

「城の敷地内にはあるが、時間限定で開放する。大聖堂と同じ時間帯でいいか？」

「はい！　ありがとうございます」

　笑みを浮かべたイヴは、歩きながら至る所に配置されている衛兵に視線をやる。

（これだけ厳重な警備がしかれてるなら、犯人も侵入は不可能よね）

　もしかしたら今回こそ生き延びられるのでは。

　期待に胸を膨らませるイヴは、オルフェが足を止めるのに合わせて立ち止まった。

「これは王太子殿下。おはようございます」

　前方からやってきた恰幅のいい中年男性が、太い眉の下の双眸を細める。

「モーガン卿きょう」

「もしやそちらの女性が噂の？」

「どの噂かは知りませんが、彼女は聖女イヴです。イヴ、こちらはフラヴィオ・モーガン公爵だ」

（フラヴィオ・モーガンって、今の王妃様の父親よね）

　サンクチュアリにいると、神官や患者の噂話から王族についての知識が自然と身につく。

　特に、二年ほど前に王が娶めとった後妻、アンネリーセ王妃の実父であるモーガン公爵は野心家で有名だ。王がアンネリーセと再婚したのも、王位を狙うモーガン公爵の計略だとちまたで囁ささやかれているらしい。

（それにしても、この人にまとわりついてる邪気の量が特盛りすぎて。いったいどれだけの恨みを買えばこうなるの）

　……と内心でつっこんでいることはおくびにも出さず、イヴは口元に美しい弧を描いた。

「はじめまして公爵閣下。イヴと申します」

「おお、聖女様。私は昔から身体は丈夫な方でしてね。大きな怪我もせず、聖女様のお世話になることもなかったのですが、ベール越しでも伝わってくるお美しさ。唯一見える唇は可か憐れんで、これは仮病でも使って通いたくなりますな」

　世辞を並べて笑うモーガンに、イヴは「ありがとうございます」と笑みを深めつつ心の中で、

（強すぎ！）

　と驚愕していた。

（この邪気を背負っていても丈夫って、邪気耐性持ちの悪魔かなにかですか）

　今まで診てきた邪気持ち患者の多くは、オルフェのように身体に不調をきたしていた。しかし、モーガンの気は確かに問題なく巡っており、顔色も悪くはない。

　本人が困っていないなら余計なことは言わないでおこうと決め、イヴは微笑をキープした。

　大量の邪気を持っているなど露ほども知らないモーガンは、眦まなじりを下げたまま視線をオルフェへと戻す。

「ですが、残念ですなぁ殿下。聖女様のお力が陛下の病に効けば、殿下も摂せっ政しょうの役目から解放されるというものを」

　短い顎あご髭ひげを扱くモーガンから放たれた嫌みに、イヴは携えていた笑みを一瞬曇らせるも、口角を上げ直した。

　オルフェが眉をひそめて「モーガン卿」と眼光を鋭くする。

「俺は、役目から解放されたくて父の回復を願っているわけではない。それと、聖癒力が病には効かないのは何百年も前から周知の事実。あえて今その言い方をするのは侮辱ととれるが」

　自分だけではなく、イヴにも失礼であるとオルフェはモーガンを咎とがめた。

（私のことまで心を砕いてくれるなんて）

　一見クールなオルフェの優しさに触れ、イヴは心の中で感謝する。

　モーガンがイヴに「これは失礼を」と恭うやうやしく頭を下げた。

「しかしながら、殿下は昨日、また城を抜け出したと耳にしましたが」

「摂政としてすべきことはすべてしている。外で休息をとるのは、城にいてはこのように気が休まらないからですよ」

　オルフェとモーガンの間に見えない火花が散った。

　イヴは、目の前の刺とげ々とげしいやり取りを見て、ふたりの不仲を早々に察知する。

「いえいえ、街もなかなかに物騒でしょう。なにせ、三日前にも女性が行方不明になったとの報告も入っておりますし」

「またか……。警備を再度見直すべきか。守備計画の確認と兵の増員を」

「承知しました。後ほど指揮官に声をかけておきましょう」

「頼みます。では、俺たちはこれで。行こう、イヴ」

「はい。公爵閣下、失礼します」

　イヴは膝を曲げてお辞儀をし、オルフェの背を追った。

「あの……陛下のお加減はよくなっていないんですか？」

「……ああ」

　国王が半年ほど前から病で臥ふせっているのは、サンクチュアリで暮らすイヴも知っている。

　なぜならば。

「ヴァレイ様の煎せんじたお薬が効いてないんでしょうか」

　国王の専属薬師がヴァレイだからだ。

　大聖堂の神官たちは聖女の癒しに倣い、薬学や医学を学び、人々を助け尽くすことを喜びとしている。その技術と知識は長い間王家から重宝され、現在も才ある者らが王に仕えているのだ。

「ヴァレイ殿は手を尽くしてくれている。だが、なんの病かもわからないまま、日に日に弱る一方だ」

「そうなんですね……。私の力がお役に立てずにごめんなさい……」

　聖癒力で病を治せないことは、いつも歯がゆく感じている。どうしようもないこととはいえ、先ほどモーガンから言われたのもあり、胸に棘が刺さった心地だ。

　俯うつむいて肩を落とすイヴをオルフェが振り返る。

「モーガン卿が言ったことは気にするな。あの人は俺に嫌みを言わないと生きていけない体質なんだ」

「すごく迷惑な体質ですね」

　思わずつっこむと、オルフェは「だろう？」と辟易した様子で前を向いた。

「だから謝る必要はない。君は十分、人々の役に立ってる」

「はい、ありがとうございます」

　素っ気ない口調に滲にじむ気遣いに、イヴは頬を緩めた。

（愛想はないけど、なんだかんだ優しいのね）

　そしてそれは城内で働く者たちもわかっているのだろう。

　特に、侍女たちからは人気があるようで……。

「王太子殿下、おはようございます」

　すれ違う侍女たちの挨拶にオルフェが頷いて応えるだけでも、はにかみ胸元を押さえながら去っていくのだ。まるで恋する乙女のように。

　嬉しそうな侍女たちを目で追っていると、再びオルフェが振り返る。

「どうした？」

　気を取られていたせいで、いつの間にかオルフェとの距離ができていたらしい。

　イヴは小走りでオルフェに追いついた。

「ごめんなさい。お城は色々な発見があって」

「城も大聖堂も似たようなものだろう」

「そんなことないですよ。まず神官が全然いないです」

　大聖堂に限らず、サンクチュアリ内はどこを歩いていても神官たちの姿がある。

　彼らが見えないだけでも大分違うのだ。

「それに、サンクチュアリでは、さっきみたいな話を私の前では皆しないんです」

「どの話だ？」

「行方不明がどうこうって。そういう不穏な話題は、聖女に聞かせないよう配慮されていて」

「もしかして、そのベールと同じような理由か？　確か、穢れないように、だったか」

　オルフェの言葉にイヴはひとつ頷いた。

　聖女のベールは魔ま除よけのため。だが実はそれだけでなく、聖女を危険から遠ざける役目もあると、聖女になりたての頃にヴァレイから教えられている。

　聖女の正体を隠し、聖女の力を欲しがる者から守るのだと。故に、警備の行き届いている王城内であっても必ず着けるようヴァレイから言いつけられている。

「でも、噂好きの侍女たちから色々と聞いちゃっても、穢れたことは一度もないんですよね」

　イヴの場合は死に戻りを回避するため、歴代の聖女に比べてかなり世間の情報に通じているが、それでも問題はない。

「つまり、魔除けの意味はないわけだ」

「恐らくは」

　ただ、たとえ穢れるとしても、犯人捜しのために噂話はどんどん仕入れるつもりだ。穢れよりもループし続けなければならない方がやっかいだ。

「ところで、その行方不明者ってたくさんいるんですか？」

　イヴは、先ほどオルフェが〝また〟と言っていたのが気になって尋ねる。

「ああ。もう一年くらい経つが、月にひとりの頻度で行方不明者が出てる。しかも、決まって皆若い女性で、ここ半年ほどはなぜか娼館で働いている者の失踪が多い」

　行方不明者が女性ばかりと聞き、イヴはベールの下で眉をひそめた。

「女性を狙った誘拐事件……？」

　イヴの呟きにオルフェが相あい槌づちを打った。

「その線で調べている」

　事件が解決していないということは、犯人は随分と狡こう猾かつなのか。

（それにしても、そんな事件があるなんて知らなかった）

　サンクチュアリにいては得られない情報が山ほどある。

　自分のいた世界がいかに狭いか。

　昨日も感じたそれを、新任務初日にまたしても痛感したのだった。




　王城巡りを終え、夜も深まってきた頃。

「ううっ……調子に乗りすぎたかも……」

　イヴは、疲労で重くなった足を引きずるようにして、オルフェの護衛であるリカルドの背を追って歩いていた。

「大丈夫ですか、聖女様。随分お疲れのようですけど」

「は、はい……。すみません、お城がこんなにも広いとは思わず……」

　普段外出を禁じられているため、仕事に向かうオルフェと別れたあとも、張り切って城内散策を楽しんでいたのだが。

（足が過去最高にしんどい……！）

　見事に歩きすぎてしまい、湯あみで温めてマッサージした甲斐もなく足が棒状態だ。

　振り返ったリカルドが、労わるような笑みを浮かべる。

「明日はお勤めがあるでしょうし、今日はゆっくりお休みください」

「私よりも、王太子殿下が休めるでしょうか……」

　今、リカルドに案内されて向かっているのは、オルフェの居室。

　ついに、初の〝王太子寝かしつけ任務〟の時間がやってきたのだが……。

（ちゃんと力を使えるといいけど）

　イヴは今まで不眠症を治した経験がない。

　丘では成功したが、果たして今夜、オルフェをうまく眠りに導けるかどうか。

「昨日のようにできるならきっと」

　にっこりと笑ったリカルドが、実はあの丘にいたと知ったのは昨晩のこと。

　祈りの塔でオルフェに引き止められた際、リカルドもその場にいて、オルフェの護衛だと紹介された。

『はじめまして聖女様。なにやらオルフェ様がおもしろいご提案をなさったので、俺、ちょっと楽しいです』

　クールなオルフェとは違い、朗らかな性格のリカルドは話しやすく、城内に知り合いがいないイヴにとってありがたい存在だ。

（年は殿下と同じくらい？　殿下は確か二十一……のはず）

　そんな風に考えながら見ていたため、視線を感じたのだろう。リカルドが「なにか？」と首を傾げた。

「あ、不ぶ躾しつけにじろじろ見てごめんなさい。リカルドさんが話しやすい方でよかったって思って」

「ああ、よく言われます。聖女様も、想像してたより話しやすいですよね」

「私もそれ、よく言われます。聖癒力を持ってるだけで、他は全然普通なんですよ」

　聖女の力がなければ、自分は本当に平凡なのだ。

　とはいえ、神聖視される聖女はそんな普通の部分を見せすぎてはならないのだが。

　ベールの下で苦笑するイヴに、リカルドは「なるほど」と微笑みかけた。

「そういう飾らないところを気に入ったんですかね」

「え？」

　なんの話かと首を捻ると同時、リカルドは騎士たちが警備する部屋の前で立ち止まった。

「こちらがオルフェ様のお部屋ですよ」

　イヴが到着したら入れるよう騎士たちに伝えていたのだろう。

　リカルドが頷いて合図すると、騎士たちが扉を開いた。

「オルフェ様、聖女様をお連れしましたよ」

「ああ、入ってくれ」

　姿は見えないが、奥の方からオルフェの声が返ってきた。

「どうぞ、聖女様」

「はい。失礼します」

　促され、部屋に一歩足を踏み入れた時だ。

「ワフッ！」

　部屋の奥から一匹の黒い大型犬が駆け出てきた。

　犬は嬉しそうに飛び跳ねながら、リカルドにじゃれつく。

「はいはい、わかったから落ち着けウォレス。おすわり」

　ウォレスと呼ばれた犬は、指示に従い行儀よく座ると、尻尾を振ってリカルドを見上げた。

（ウォレスっていうんだ）

　初恋の彼と同じ名の犬に郷愁を感じ、イヴは柔らかく目を細めた。

「よし、よくできたな。すみません、聖女様。驚かしちゃいましたよね」

　リカルドはウォレスの頭を撫でつつ謝る。

「ウォレスは俺とオルフェ様が可愛がってる犬で、オルフェ様の寝かしつけ係です」

「ということは、私の先輩なんですね。はじめましてウォレス先輩。私は新人のイヴです。これからよろしくお願いします」

「ワフッ」

　相好を崩すイヴに、ウォレスが賢く挨拶を返した。

　そのやり取りを微笑ましく見守っていたリカルドは、イヴに一礼する。

「では聖女様、あとはよろしくお願いします。行くぞ、ウォレス」

「え……私だけ？」

　てっきりウォレスも一緒だと思っていたイヴは、少々狼狽うろたえて廊下に出たリカルドを振り返った。

「聖女様のお邪魔にならないよう、ウォレスはしばらくお休みです。俺も報告書の作成が溜まってるので今夜はこれで失礼しますね。どうか、オルフェ様の苦痛を癒してあげてください」

〝不眠症を治す〟ではなく、〝苦痛を癒す〟と表現したリカルドは、一瞬、眉を下げて微笑むと扉を閉めた。

（もしかしてリカルドさんは、殿下が不眠症になった理由を知ってる……？）

　てっきり邪気による不眠症かと思ったが、違うのかもしれない。

（だとしたら、祓って整えるだけではダメなのかも）

　イヴは思案しながら、オルフェの姿を捜して広い室内を歩いた。

　初めて入るオルフェの居室は、当然のことながらイヴが与えられている客室よりも広く豪ごう奢しゃだ。ロイヤルブルーを基調にゴールドをアクセントにした家具は優美で、壁にかけられたアートはどれも芸術的で目を奪われる。

　口を開けてベール越しに部屋を観察していると、「イヴ」と呼ばれて振り返った。すると、天蓋付きの大きなベッド脇に立ち、ナイトテーブルに置かれている水差しを手にするオルフェを見つけた。

　すでに寝支度は整っているようで、白い絹の夜着を纏っている。

　オルフェも湯あみをしたのだろう。洗いたての銀髪はまだしっとりと濡れていて、どことなく色っぽい。

「ウォレスも行ったか？」

「はい、リカルドさんと一緒に。とても賢い子ですね」

「もとの飼い主がよくしつけてたからな」

（もとの……？）

　誰かから預かっているのだろうか。

　僅かに首を傾げるイヴには気づかず、オルフェは銀のゴブレットに水を注ぎ、ひと口喉に流し込んだ。

「イヴも飲むか？　別のものがよければ用意させるが」

「い、いえ。おかまいなく」

　自分は優雅にお茶をしてきたのではなく、役目を果たすために来ているのだ。

　力を尽くし、オルフェが眠ったら邪魔にならないよう部屋に戻る。

　頭の中で順序立てていると、ゴブレットをサイドテーブルに置いたオルフェがベッドに腰掛けた。

「さっそくだが、頼めるか」

「は、はい。王太子殿下の寝かしつけ、頑張らせていただきます」

「俺は子供か。睡眠補助と言え」

　つっこみを受けつつ、ひとまずビロードのベッドに横になったオルフェに手をかざし、力を送ろうとしたのだが。

「……遠くないか？」

「あ、やっぱりそうですよね」

　広々としたベッドの中央に寝そべるオルフェとベッド脇に立つイヴ。

　昨日、丘で力を使った時よりも明らかに遠い。

「でも、届くかもしれないですし」

　まずはチャレンジしてみてから。

　ダメだったらもう少しこちらに寄ってもらえば……と思っていたのだが。

「届かなかったら無駄に力を使うことになる。だったら最初から近くでやってくれ」

　そう言って、オルフェは自分の隣をポンポンと叩たたいた。

（そ、そこでやれってこと!?）

　男性とひとつのベッドで過ごすなど、恥ずかしすぎるしはしたない。

　しかし相手は王太子で、これは仕事だ。

（そう、仕事。変に意識する必要なんてない）

　男性であろうと女性であろうと、聖女の仕事をするだけだ。

　イヴは平静を装い、笑みを浮かべる。

「わかりました。では、失礼しますね」

　内心ドキドキしながら膝をついてベッドに乗ると、肌触りの心地いいビロードがイヴを迎えてくれる。

（すべすべぇ……！　今すぐ横になりたい）

　自室のベッドも悪くはないが、そこでは味わえない魅力に一瞬で虜とりこになる。

　手触りを楽しみつつベッドの上を進んでいたら、あっという間にオルフェの隣に到着した。

　距離感は丘で過ごした時とさして変わらないが、場所が違うだけでひどく意識してしまう。

　イヴは緊張を紛らわすように咳払いをひとつし、「では、始めますね」と再び手をかざした。集中し、身の内に宿る聖癒力を手のひらに集めていく。

　しかし、聖紋は光るも、力の放出がうまくいかない。

　やはり昨日のはまぐれだったのか。

（触れてならできる……ううん、もしそれもできなかったらどうしよう）

　緊張と不安で焦るイヴに、オルフェはゆったりと口を開いた。

「そういえば、城を全部見て回ると張り切ってたが、どうだった？」

「殿下が仰った通り、全部は無理でした……」

　仕事に向かうオルフェとの別れ際、城を全部見るなら数日かかると言われたのだが、まさにその通りだった。

　オルフェに代わって案内してくれた侍女から聞いた話によると、ラジェール城には約千もの部屋があるらしい。それだけでなく、礼拝堂や兵の宿舎、大食堂の他にも様々な施設が点在しているとか。

「せっかくなので敷地内を全部回りたいんですけど、礼拝堂で仕事をしながらだとかなり時間がかかりそうです」

「全部となると、周りきるよりも、俺の不眠が解消される方が早いかもしれないな」

「それは……どうでしょう。今、全然力が送れてなくて」

　役立てず、申し訳なさにベールの下で眉を下げる。

　そんなイヴをオルフェは咎めるでも励ますでもなく「そうか」と静かに受け入れた。

「だが、昨日はできたんだろう？」

「はい。でも、いつもとは違うやり方なので、昨日はたまたま成功したようです」

「それなら、いつもと同じようにやってくれ」

「わ、わかりました。では、失礼しますね」

　小さく頷き、オルフェの手にそっと自分の手を重ねる。

　触れられると思っていなかったのだろう。オルフェは一瞬ピクリと手を強張らせたが、すぐに力を抜いた。

　イヴは今度こそと聖癒力を少しずつ放出していく。

　だが、相手が男性で、しかも王太子とふたりきりという緊張からか、いつも以上にうまくいかない。

　それでも諦めずに力を送り続けていると、いつの間にか瞼を閉じていたオルフェがぼんやりと唇を動かす。

「君の手は……今も温かいんだな……」

（ん？　今も……？）

　不思議に思っていると、重ねていただけのイヴの手を、オルフェの骨ばった男らしい手がきゅっと握った。

　ずっと不眠が続いていたのだ。やってきた眠気のせいで頭がうまく回ってないのかもしれない。

「えっと……他の女性と勘違いしてますよ」

「俺はそんなに軽い男に見えるか？」

　不機嫌そうな声で問われ、イヴはオルフェについて考える。

　サンクチュアリでは不穏な噂は聖女の耳には入ってきにくいが、恋愛の噂はゴシップ好きな侍女たちからよく聞いていた。遊び人と有名な男爵がまた新しい愛人を作ったとか、許嫁いいなずけがいる令嬢が屋敷のコックに惚ほれてしまい揉もめているとか。

　しかし、王太子の浮いた話は聞いたことがない。

「すみません……よく知りもしないのに」

　反省して謝罪するも、オルフェは深い溜め息をついた。

「やっぱり君は覚えてないのか」

「なにをですか？」

　そもそも、王太子に会うだけでなく、手など握られたら忘れるはずもない。

　絶対に勘違いをしている。

　けれど、オルフェはまだ話を続けた。

「俺が触れることを許した女性は君だけって話だ。……まあ、正確には母と妹以外になるか」

　オルフェの亡き母は、優しき国母と国民から慕われており評判が高かった人物だ。

「私は故王妃様にお会いしたことはないですけど、ヴァレイ様から女神様のような方だと聞きました」

「女神か。まあ、誰にでも公平で優しかったな。とりわけ、貧しい子供たちへの支援には熱心で、病で倒れてからも孤児院への援助は続けていたほどだ」

　孤児院と聞き、アスター村のイヴが育った孤児院でのことを思い出す。

（詳しくは覚えてないけど、とても偉い方が来るから失礼のないようにって忠告されたことは何度かあったかも）

　だが、そういう日にはウォレスが遊びに来ていたので、イヴは会ったことがない。

　偉い人と会うよりも、ウォレスと過ごす時間の方が大事だったのだ。

「……これもダメか」

「え？」

　呟いたオルフェにジト目で見られ、イヴは首を傾げる。

「はぁ……いや、なんでもない」

　……と言うわりには、どうにもご機嫌斜めといった様子だ。

　オルフェは気を取り直したように再び目を閉じる。

「多分、父にとっても母は女神だったんだろう。だから、母が亡くなってからは塞ぎがちで、ようやく立ち直ってきたと思った矢先、暗殺事件騒ぎで体調まで崩した」

　一年前の暗殺事件については、さすがのイヴも当時耳にしていた。

　複数名の暗殺者が城内に侵入。国王と王太子の命が狙われたが、護衛騎士たちの活躍によりかすり傷ひとつなかったと。

　ただ、首謀者は不明とのことで、皆不安そうに口にしていたのを覚えている。

「暗殺事件のことはサンクチュアリにも届いてました。患者さんの中には呪いかもしれないから祓ってやってくれって頼んでくる方もいて、皆心配してましたよ。本当に、陛下も王太子殿下もご無事でよかったです」

　励ますようにイヴはオルフェの手を握り返した。すると、長い銀色の睫毛に縁どられた双眸がゆっくりと開き、頭上の天蓋を見つめる。

「父と俺はな。暗殺者たちによって城の者は数名命を落としてる。俺の護衛もひとり、睡眠薬を仕込まれて眠りこける俺を庇って死んだ」

「そんな……」

　王族に被害はないが、王族以外に犠牲者がいた。

　そこまでの詳細はイヴも知らず、しかもオルフェの護衛とあってかける言葉が見つからない。

「……悪い、暗い話をした。イヴが相手だとつい気が緩む」

　嬉しい言葉だが、それはきっとイヴが聖女だからだ。そして今、少しずつ送っている力によって、リラックスできているからかもしれない。

「いいえ。話してくださってありがとうございます」

　微笑むイヴは、オルフェの不眠の原因が暗殺事件にあると感じた。

　悪夢は護衛を落命させてしまった自責の念が見せ、〝眠る〟という行為がトラウマとなったのでは、と。

　染みつく邪気は、暗殺を目もく論ろんでいる者の念か、あるいはオルフェの身の内に宿る悔かい恨こんか。

（どちらにしても、しっかり癒してあげたい）

　悪いのは暗殺を企てた者と暗殺者。

　自分を追い詰めなくてもいい……というのは、きっとオルフェもわかっている。

　わかっていても、割り切れないから苦しんでいるのだ。

　それは、自分も似た境遇なのでよくわかる。

「時間が戻せたらいいのに」

　死に戻りではなく、時間が巻き戻せるなら記憶が曖あい昧まいにならないかもしれない。

　そうしたら誰が犯人であるか判明する。

　自分だけじゃない。さらに巻き戻せたら、暗殺事件を未然に防げ、オルフェも大切な者を喪うしなわずに済むのだ。

　目を伏せ考えに耽ふけっていると、オルフェが繋いでいる手にきゅっと力を込めた。

「イヴも、色々とあるんだろうな」

　祈りの塔で、身投げするかのように見せかけたことを言っているのだろう。

　オルフェは痛みを打ち明けてくれたが、死に戻りについて話し、王太子の身を危険に晒さらすわけにはいかない。

　曖昧に笑みを浮かべるイヴを、オルフェはベール越しにまっすぐ見つめた。

「死を選ぶ者にはその者にとってつらい理由があるものだろ。話すにも勇気がいる。俺はそれを根掘り葉掘り聞き出す趣味はない。だが、君は俺のものになった。俺の許しなしに勝手に死ぬなよ」

　喪ったからこそ、命に関して敏感なのだろう。だからこそ昨夜、祈りの塔で引き止めてくれたのかもしれない。

　死ぬつもりはなかったので、少々心苦しいけれど。

「わかりました。お約束します」

　オルフェとの約束を違たがえないためにも、今度こそ死神の手から逃れてみせる。

　決意も新たに頷くと、オルフェは安堵したように微笑んだ。

　初めて見た柔らかな表情に、イヴの胸がときめいて跳ねると同時。

（あ、れ……？　なんだかちょっと似てる……気がする）

　もうぼんやりとしか思い出せないウォレスの面影が重なり、イヴはオルフェをじっくりと見つめた。

（髪の色が似てるせい？）

　朧おぼろげに覚えているウォレスの髪色も銀だったはず。

　森の中、廃はい墟きょとなった教会で、木漏れ日を浴びながらふたり過ごした思い出を引っ張り出し、ウォレスの姿を脳裏に描こうとするもうまくいかない。

　それどころか、オルフェが似ているかもと思ってしまったせいで、オルフェの顔に変換されてしまう。

（他人の空似……よね。だって名前が違うし。それに、王族が田舎の村にいるはずないもの）

　オルフェの魅力的な微笑にやられ、脳がパニックを起こしたのだ。

　一旦落ち着こう。

　深く息を吸って、吐いて。

　力を注ぐことに意識を集中させ、瞼を下ろしたオルフェの様子をうかがう。

「眠れそうですか？」

「どうかな……」

　呟くオルフェはやや眠そうだ。

（邪気がさっきより薄くなってきたし、そろそろ気も整ってくるはず）

　あえて声をかけず、引き続き聖癒力を送りながら見守っていた時だ。

「結局……俺だけが君を……好き……なんだ、な」

　うとうとと覚おぼ束つかない口ぶりで言って、眠りに落ちた。

「す――」

　大きな声を出しかけた口を、慌てて繋いでいない方の手で塞ぐ。

（す、好きっ!?　えぇっ!?）

　先ほどの手の温かさについてもだが、夢うつつといった様子だったので寝ぼけたのか。そうだ。そうに違いない。

「や、やっぱり別の女性と間違えてますよ、殿下」

　起こさないように小声で言って。

　繋がれている手が緊張と混乱に汗ばんでいく。

（ウォレスに似てるかもって思った人に好きとか言われたら、間違いでもなんかこう……ちょっと困ります殿下！）

　オルフェを強く意識してしまい頬を赤く染めたイヴは、これでは自分が寝不足になりそうだと眉を下げた。
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　ただ、意識が浮上する。

　オルフェにとってそれは久しぶりの感覚だった。

　目覚めた直後に感じる頭の重さもなく、眠ることができたのだと実感する。

　だが、まだ辺りは暗い。

　蝋ろう燭そくの灯が消えた室内を照らすのは、バルコニーから差し込む淡い月明かりのみ。

　しっかりと眠れた気がするが、時間はそれほど経っていないのかもしれない。

　このまま目を閉じたらまた眠れるだろうか。

　イヴの力に感謝しつつ寝返りをうとうとしたオルフェは、自分の手をしっかりと握る存在に気づき目を剥むいた。

（なっ……ぜ、ここに）

　てっきり自分が寝たら部屋に戻るだろうと思っていたイヴが、まるで添い寝をするようにオルフェの隣で横になっているではないか。

（疲れて寝てしまったのか？）

　聖癒力を使用すると激しく体力を消耗するのか、あるいは昼間の城見学が効いている可能性もある。

（どっちもかもしれないな）

　疲れさせて申し訳ないと思いながらも、目覚めた時にそばにいてくれたらという願望があったので、こうしてイヴが隣で眠っているのが嬉しくてたまらない。

　だが、ひとつだけ不満なことがある。

　オルフェはその不満を取り除くべく、イヴの顔を隠すベールをそっと持ち上げた。

（ようやく見れた）

　昨日は丘でも祈りの塔でもイヴの顔を見れていたが、今日は一度もきちんと目を見て話せていない。聖女として律りち儀ぎにヴァレイの言いつけを守っているようだが、自分がイヴに危害を加えるはずもないのに。

　部屋でふたりきりならば、外してもいいのでは……と思う。

（それに、隠さずとも俺は、聖女になる前から君を知ってるしな）

　陽に当たると柔らかく輝く薄桃色の髪も、オルフェの心を甘く溶かすはちみつのような瞳も。

　陶器のようになめらかな肌を、ほんのりと色づかせる血色のいい頬も。

　太陽のごとく眩しい笑顔も。

　オルフェは知っているのだ。

（まあ、六年も会ってなかったせいですぐに気づけなかったが）

　似ているとは思えど、リカルドから得た情報がなければ本人だという確信には至らなかっただろう。

　それに、以前は可愛らしいイメージだったが、成長したイヴは美しくなった。

　とはいえ、寝顔はあどけなく、出会った頃のイヴを思い出させる。

「可愛いな……」

　オルフェは横になったまま、イヴの寝顔を観察する。

　寝入る直前になにを話していたか。あえて孤児院の話を出したのは覚えている。だが、非常に残念なことに、なにかに気づいた様子はなかった。

（俺とは会ったことがあると打ち明けてもいいが……）

　できれば、イヴ自身で思い出してほしい。

　だからまだ明かさないと決め、イヴの寝顔を見つめる。

（俺を忘れているお仕置きだ。たまにヒントをやるから、俺のことを考える時間を増やせばいい）

　そうして、心をオルフェでいっぱいにしてほしい。

　願うと、イヴの唇がむにゃと動く。

「んー……クレープ……こんなに、いっぱい……幸せ……」

　ふふっと最後に小さく笑ったイヴに、オルフェも思わず頬を緩めた。

　暗殺事件の日からずっと、夜は苦痛の時間だった。

　眠っている間に、昨日まであったはずのものが消え、世界が一変してしまうのが恐ろしいのだ。

　だが今、隣にいるイヴが平和な寝言を呟いた。たったそれだけで、心が温かくなる。

「君はクレープが好きなのか」

　知らなかったイヴの好物。

　離れていた間、イヴがどんな風に過ごし、どんなものに触れ、なにを好むようになったのか。これからたくさん教えてほしい。

（明日の朝食はクレープを用意させよう）

　イヴの喜ぶ姿を想像し、ベールを戻す。

「おやすみ、イヴ」

　囁いたオルフェは、ベール越しの額にキスを落とし、再び目を閉じた。










【三章】王太子殿下の求めるままに




　朝の爽さわやかな空気を切って進む馬車の中で、イヴは盛大に溜め息をついた。

「寝かしつけるどころか添い寝してしまうなんて……！」

　失態を嘆きつつ向かう先は教会。

　今から聖女の勤めを果たしに行くのだが、頭の中は仕事ではなくオルフェのことでいっぱいだった。

『結局……俺だけが君を……好き……なんだ、な』

　昨夜、別の女性と間違えられた時の言葉がリフレインする。

　そう。間違いだ。自分じゃないとわかっている。

（わかってるのに、私の免疫のなさといったら！）

　男性に好意を伝えられた経験がない上、ウォレスに似ていることもあり動揺が収まらず、集中力が乱れに乱れた。

　当然、聖癒力のコントロールもうまくいかず。

　もとの調子に戻すのは時間がかかったが、どうにか落ち着いてきた頃――安堵し気が緩んだせいだろう。昼間の疲労も相まって、うっかり眠ってしまったのだ。

　こともあろうか、王太子殿下のベッドで、王太子殿下と手を繋いだまま。

　目覚めた時は驚愕のあまり声も出なかった。

　手を離すべきかどうかの判断もつかず、ひたすら固まってオルフェの美しい寝顔を見つめていたのだが。

『……ん……』

　オルフェの瞼が震えたのをきっかけに、慌てて手を離しベッドの上で正座した。

『お、おはようございます、殿下』

『イヴ……起きたのか』

『あ、ああ、あのっ、すみません！　私ったら寝てしまったみたいで……！』

　柔らかなシーツに額をめり込ませる勢いで土下座するイヴの頭を、特段驚く素振りもないオルフェの手がポンと優しく叩いた。

『気にするな。おかげでよく眠れた』

　どうやら聖癒力によってうまく睡眠をとれたらしい。

　オルフェは起き上がって軽く伸びをすると、どことなく清々しい顔でイヴを見た。

『朝食を用意させる。支度を終えたらサロンへ来てくれ』

　そうして、朝食まで一緒に過ごすことになり、イヴはそこでさらに羞しゅう恥ちに襲われることになった。

　テーブルに並んだのは、白いパンにえんどう豆のスープと、いくつかの肉料理の他、プラムに苺いちご、林りん檎ごなどのフルーツ。

　前日の食事も豪勢だったが、朝食も目移りするほど種類がある。

　どれから手をつけようかと悩んでいたイヴは、とある料理に釘くぎづけになった。

『わっ、クレープ！　私、クレープ大好きなんです』

　好物を見つけて目を輝かせるイヴに、オルフェが僅かに眦を下げる。

『ああ、知ってる。だから用意させたんだ』

『……私、クレープが好きって話しましたっけ？』

　首を傾げてクレープを手にしたイヴに、オルフェはからかうように眉を上げた。

『寝言でな』

　意地悪く上がった口角を見た瞬間、イヴの顔は火がついたように熱を持った。

　その時のことを思い出したイヴは、馬車に揺られながら顔を手で覆い、「うあ～っ」と呻く。

（一日目からこんなので、私大丈夫なのかな……!?）

　就寝中で不可抗力とはいえ、寝言を聞かれるなんて。

「今度は変なことを言わないように気を付けないと。……って、寝てたら気を付けようもないじゃない」

　自分しかいない馬車内でセルフつっこみをし、そのむなしさに冷静になる。

（そもそも殿下と一緒に寝るのが間違いなのよ。次はどんなに疲れていても、必ず部屋に戻ってみせるわ）

　反省しつつ意気込んでいると、馬車がゆっくりと止まった。

　王家の紋章が描かれた馬車の扉が開き、イヴはよく知る者の出迎えに顔を綻ばせる。

「ヴァレイ様！　おはようございます」

「おはよう、イヴ。王太子殿下より仰おおせつかったお役目はうまくいっているかい？」

　大聖堂に勤める神官たちを連れたヴァレイに微笑して尋ねられ、イヴはぎこちない笑みを浮かべた。

「は、はい。昨夜はお眠りになれたようです」

　オルフェのベッドで共に寝てしまったなどと言えるはずもない。

　余計なことは言わずに、ヴァレイのエスコートを受けて馬車から降りた。

「そう。聖癒力が殿下のお身体に作用したんだね」

「うまくできるか不安でしたけど、少しずつ邪気を浄化して、滞ってる気の巡りを促しています」

　それでも、力のコントロールが苦手なイヴにとって、浄化は簡単ではない。

　過去の聖女にはどんなに濃い邪気も一気に清められる者もいたようだが、その者と比べたらイヴの浄化はまだまだだ。幾重にも重なる薄い膜を、一枚一枚剥はがしていくような地道な作業をしているのだから、完全に浄化できるまでには時間がかかる。

　だが、そんな落ちこぼれ聖女でも頼ってくれるのなら、精一杯心を砕きたい。

「これからも誠心誠意、王太子殿下の不眠を解消してみせます！」

　気合い十分に笑顔を見せたイヴ。

　ヴァレイはゆっくりと頷いて相好を崩した。

「素晴らしい慈悲と献身の心。さすが聖女に選ばれた子だ。だが、聖女も人の子。なにか困ったことはないかい？」

（昨夜さっそくありました。殿下のベッドで朝までぐっすり眠ってしまいました。力を使って疲労しても、うっかり眠ってしまわない方法はありますか）

　……とはもちろん相談できないので、イヴはまた笑顔を作る。

「い、今のところは特にない、かなぁ？」

「だが、城での暮らしは不慣れなことも多いだろう。君さえよければ、エミリーを世話係としてそばにおけるか王太子殿下に嘆願しようか」

「エミリーを？　いいんですか？」

　実のところ心細かったイヴは、ヴァレイの提案に心が躍る。

「ああ。彼女も寂しがっているよ」

「嬉しいです！　ヴァレイ様、感謝します！」

「礼を言うには早いよ。まずは殿下の許可を得ないと」

　ヴァレイはクスクスと笑いながら、手放しで喜ぶイヴの背に手を添えて歩くように促す。

　眼前に堂々と聳そびえる立派な教会を前に、イヴは笑顔を咲かせた。

「すごい……！　なんて立派な教会なの」

　白いレンガ造りの優美な教会は、四つの尖塔に囲まれる空色の大きな円えん蓋がいが特徴的だ。朝の陽に照らされ荘厳さも漂わせており、サンフィオレ大聖堂とはまた違った迫力に圧倒される。

　教会の外壁を飾る数多くの彫像は天使だが、ファサードには初代聖女の降臨を思わせるような彫刻が施されている。

　イヴはそれらに目を奪われながら、ヴァレイや神官たちと共に教会の入り口に続く階段を上った。




「はい、傷は塞がりましたよ」

　礼拝堂にて、天井まで届くほどの美しいステンドグラスを背にしたイヴが、ベールの下で微笑みを浮かべる。

　本日、最後の患者である三十代半ばの女性が、太ふと腿ももにあった裂傷が繋がっているのを見て涙ぐんだ。

「ああっ、ありがとうございます。これで仕事を休まずに済みます」

　勢いよく腰を折ってお辞儀する女性に、仕事着であるオフホワイトの清楚なドレスを纏ったイヴは笑みを深める。

「お役に立ててよかったです。でも、無茶をすると傷が開くかもしれないので気を付けてくださいね」

「ええ、聖女様。本当にありがとうございました」

　何度も頭を下げて帰っていく女性の姿に、イヴの心は喜びに溢れていた。

　ヴァレイも口にしていた慈悲と献身の心。

　それは、アスター村の孤児院にいた頃から常にイヴの心にあったものだ。

　イヴが孤児院にやってきたのは、赤ん坊の時だ。雪のちらつく聖夜祭の前日、夜も更けた時刻のこと。孤児院の門前で、おくるみに包まれて泣いていたらしい。

　院長は『神様がイヴを遣わしたのよ』と話していたけれど、幼いながらに違うと感じていた。イヴのあとにも、育てられないからと孤児院を頼る親を見てきたからだ。

　それにイヴは目撃してしまったのだ。

　ある日、門前に赤ん坊を置き去りにした大人の姿を。

　その光景はイヴに大きな衝撃を与え、激しく動揺した。そして理解してしまった。

　自分は神様から遣わされたのではなく、あの赤ん坊と同じく親に捨てられたのだと。

『私のパパとママは、私がいらなかったんだ』

　部屋の隅で膝を抱え、ひとりで泣いていたイヴを見つけた院長が、目元の皺しわを深めながらこう話してくれた。

『あなたのご両親がどう思っていたのかはわからない。深い事情があったのかもわからない。でもね、私も、ここのみんなも、そしてこれから出会う人たちの中にも、あなたを必要とする人はたくさんいる。それをどうか忘れないで、イヴ』

　聖母のような眼差しをした院長の言葉は、幼いイヴの心にも響いて残った。

　子供たちに愛情を持って尽くす院長はイヴの憧れとなり、学ぶべき存在となった。

　そして、いつしか『自分を必要としてくれる人のために尽くそう』という気持ちがイヴの中に芽生え、深く根を張り、やがて大輪の花を咲かせたのだ。

　人々を救う、聖女という奇跡の花を。

（完璧に治してあげられなくて申し訳ないけど、こうして喜んでもらえるから毎日頑張れるのよね）

　落ちこぼれ聖女と呼ぶ者たちもいるが、多くの患者は皆こうして喜んで帰っていく。それで満足してはいけないが、ひとまず今日も多くの患者さんの痛みや苦しみを少しでも和らげることができて胸を撫でおろした時、入口から賑やかな声が聞こえた。

　そばにいたヴァレイが「おや……」と目を瞬かせた直後。

「いましたわ！　聖女様！」

　軽やかな若い女性の声がイヴを呼んだ。

　ベール越しに、ドレスの裾を上手にさばきながら早足で近づいてくる可憐な女性が見える。

　艶のある亜麻色の巻き髪を揺らして歩く女性の後ろには、気だるそうなオルフェの姿もあり、イヴはピンときた。

（もしかして、殿下が愛を囁き間違えた女性はこの方では!?）

　そして、イヴのところに来たとなると、考えられる理由はひとつ。

『このアバズレ女！　わたくしの殿下にどんな色仕掛けをしたのよ！』

　オルフェと共に寝てしまったのがバレて、修羅場というものが始まるのだ。

　サンクチュアリで働く侍女の誰かが以前語っていた、どこかの男爵がやらかした浮気話を思い出し、イヴは慌てて首を横に振る。

「聖女様、はじめまして。わたくしプリシラと申します」

「あの、誤解ですよ!?　殿下のベッドで眠ってしまったのは故意ではなく」

「これはプリシラ王女様。ご機嫌麗しく」

　ヴァレイが恭しく頭こうべを垂れ、イヴは「ん？」と固まった。

「おう、じょ、様？」

「そうだよ、イヴ。この方は王太子殿下の妹君、王女プリシラ様だ」

「い、妹君！」

　妹であれば修羅場にはならないはず。

　イヴはホッと安堵の息をつくも、うっかり昨夜のことを口走ってしまったことに気づき青ざめた。

　ちらりとヴァレイを見ると、笑みを浮かべ冷ややかな目でイヴを見ている。

（ひぃっ……こわ……）

　ヴァレイは柔らかな面差しから優しく見えるが、イヴには指導係として時に厳しく接することもある。

　あとで洗いざらい吐かされ、説教を食らうのは間違いないだろう。

「う、うふふー」

　ぎこちない愛想笑いでごまかすようにヴァレイから視線を外し、プリシラに膝を折って一礼する。

「お初にお目にかかります、王女殿下。イヴと申します」

「まあ、とても可愛らしいお声。お顔が拝見できないのが残念ですが、城に滞在なさっている間、仲良くしてくださると嬉しいですわ。どうか堅苦しい呼び方ではなく、プリシラとお呼びくださいませ」

　無邪気な笑みを浮かべ、イヴの手を両手で握るプリシラ。

　そんな彼女の隣に並んだオルフェが短く溜め息をついた。

「すまない。君に会わせろと騒いでうるさいから連れてきた。邪魔なようならすぐに出ていく」

「いえ、今日の勤めはもう終えましたから」

　イヴが好意的に笑むと、プリシラは白く美しい両手のひらをパチンと合わせた。

「まあ、それならぜひ少しだけでもお話をさせてください！」

「ええ、もちろんです。いいですよね、ヴァレイ様」

　念のためお伺いを立てるイヴに、ヴァレイは微笑んで頷いた。

「問題ないよ。ご挨拶が遅れて申し訳ございません。王太子殿下もご機嫌麗しく」

「ああ。ヴァレイ殿も」

　挨拶を交わすふたりのそばで、プリシラはイヴに夢中な様子で話しかける。

「わたくし、幼い頃から聖女様にずっとお会いしてみたかったんです。なのに、蝶ちょうよ花よと育てられてきたせいで怪我もせず、邪気ともご縁がなく。でも、お兄様の不眠症のおかげで、サンクチュアリから滅多に出ない聖女様とこうして会うことが叶いました！　お兄様、不眠になって、職権乱用してくださってありがとうございます！」

「おい、言い方」

　眉間に皺を寄せたオルフェが短くつっこんだ。

　イヴはクスクスと肩を揺らして笑う。

　マイペースで可愛らしいプリシラの言う通り、イヴがサンクチュアリから出られたのは、オルフェが王太子であり、摂政という立場でゴリ押ししたからだ。

　不眠が続けば国政にも影響が出るかもしれない。故に、聖女の力を借りるのは急務であり、サンクチュアリを出て王城に来てもらう必要がある。なぜならば、オルフェがぐっすり朝まで眠るには、普段過ごしている城の自室である方がいいから――と。

　その際オルフェは、イヴが祈りの塔から飛び降りようとしていたことを一切口にしなかった。ただひたすらに、聖女の力が必要であると訴え、協力を頼んだのだ。

　そんな真しん摯しなオルフェを信じてみたいと思ったイヴは、オルフェの隣に立ち、総大司祭に頭を下げた。

　オルフェの役に立ちたい。聖女として最善を尽くし、王国を守る手助けをしたいと。

　そこでようやく総大司祭は折れた。

『王国のため、国民の安あん寧ねいのため、王太子殿下のお力になりましょう』と。

　だが実のところは、オルフェの治療を拒むとなれば、サンクチュアリと聖女の評判も落ちる恐れがあると総大司祭が判断したのだ。

　そんな決断をさせるきっかけに、イヴの人生がオルフェのものになるというやり取りがあったなど、もちろん総大司祭は露ほども知らない。

「聖女様、今夜のお夕食はどちらで？」

　オルフェのつっこみを無視してプリシラが小首を傾げた。

「昨夜と同じく、私の部屋にご用意していただけるかと」

「でしたら、わたくしと一緒にどうですか？　あっ、一週間後のわたくし主催の夜会にもぜひご出席ください！　わたくし聖女様と一緒に過ごしたいですわ」

　煌きらびやかな世界の煌びやかなイベントに招待され、イヴは尻込んだ。

「や、夜会ですか？」

「はい！　普段ならご招待できないですけど、せっかくですもの。いいですか？　お兄様」

「イヴがいいならいいんじゃないか？」

　オルフェに判断を委ねられたイヴは、微笑しながら眉をハの字に下げる。

「お誘いは嬉しいのですが、私、そういった場所に着ていくドレスを持ってなくて」

　サンクチュアリでも晩ばん餐さん会が年に数度行われるが、聖職者たちは司祭服などが正装のため、イヴも聖女用の正装であるドレスで出席していた。

　しかしそれは、今着ている仕事着とあまり変わらず、王城の夜会で華やかに着飾る貴族令嬢の中にいては浮いてしまうだろう。

「なので、今回は」

「心配ご無用です。ドレスならわたくしのものをお貸ししますわ！」

　任せろと言うように、張った胸に手を当てるプリシラ。

　ふるりと揺れる豊満さを目の当たりにし、イヴは悲しくも悟る。

　ドレスを借りても、胸元だけぶかぶかになってしまうのでは……と。

「えぇっと……プリシラ様と私ではちょっとサイズが合わない気がするので……」

　どの部分がとは言わずに遠慮するイヴは、無意識に手を胸元に添えてしまう。

　目め敏ざといオルフェはそれを見逃さず「なるほど」と得心した。

「確かに余りそうだな」

　からかうような口ぶりで肯定され、イヴは腰に手を当てて唇を尖とがらせた。

「事実だけど私にすごく失礼です」

「ああ、うっかり口に出てたか？」

　小さく笑いながら眦を下げるオルフェ。

　楽しそうな兄の様子にプリシラは「まぁ……」と目を輝かせた。

　珍しいものを見たとばかりに、微笑むオルフェをこっそり観察している。

「失礼を働いたお詫わびに、イヴのドレスを用意させよう」

「えっ、そんな」

　高価すぎる詫びの品に戸惑うイヴの隣で、ヴァレイが「殿下」と声をかけた。

「申し訳ありません。大変恐縮ですが、イヴは貴族ではなく聖女ですので、そういった席への参加は控えさせていただきたいのです」

「だが、聖女は貴族にも引けを取らない立場のはずだ」

　オルフェの言う通り、聖女の癒しは国民の救いであり王国への貢献度も高いとされ、特別な立場を与えられている。

　貴族や騎士のように階級はないが、聖女に対して媚こび諂へつらう貴族諸侯もいるほどだ。

　だが、ヴァレイが言わんとすることもわかる。

　サンクチュアリから出てはいるが、それはあくまで役目のため。聖女としての生活は、サンクチュアリにいた時と同じようにすべきだと律しているのだ。

　故にヴァレイは譲らない。

「ですが、彼女は聖女です」

　だから出席はさせないと言うように、ヴァレイがイヴの肩を抱いた。

　オルフェの眉がピクリと上がる。

「わかった。それなら、聖女でなければ夜会に出てもいいんだな？　ヴァレイ殿」

「え、ええ」

　いったいなにを言いたいのかわからずヴァレイが頷くと、オルフェは腕を組んで自信に満ちた顔を傾けた。

「なら、そのベールを取り払い、ただのイヴとして参加すればいい」

「ええっ!?」

　大胆な提案にイヴは声をあげ、ヴァレイは眉をひそめる。

「ベールは聖女を守るものです。取り払うなどなにかあったら……」

「夜会の出席者は皆聖女の顔を知らない。こちらから言わなければイヴが聖女だとは誰も思わないだろう。それに、俺がいれば、たとえ酔っ払いに絡まれても問題ない、だろ？」

　オルフェがちらりとイヴを見る。

（一昨日の酒場でのことを言ってるのね。まあ確かに、殿下以外は私が聖女だって気づかなかったし……）

　そのオルフェも聖紋を見なければ、イヴが聖女だとはわからなかったはずだ。

「そうですね……。聖紋を手袋でしっかり隠せばバレないかも」

　イヴが賛同を示すと、ヴァレイが「イヴ！」と窘たしなめる声をあげ咳き込んだ。

「ヴァレイ様っ！　大丈夫ですか……？」

　慌てて寄り添うイヴに、呼吸を整えたヴァレイは厳しい目を向ける。

「大切な君の身になにかあったらどうするんだ。君はわたしのすべて。君がいてこそのわたしなんだよ」

　ヴァレイにとってイヴがどれほど大切かを訴え、なおも心配する様子を見たプリシラが笑みを浮かべた。

「んもう、大袈裟ですわ、ヴァレイ様。夜会といっても堅苦しいものではないですし、人数も多くはありませんの。気軽に食事を楽しみ歓談するだけです」

　出席者は顔見知りの貴族諸侯。警備も万全であるとプリシラは続けて主張した。

「それに、イヴにも息抜きは必要だ」

　オルフェの気遣う言葉に、緑溢れる丘で過ごした時間を思い出す。

　ベールのない景色は色鮮やかで、すべてのものが生き生きとして見えた。

「だが……」

　渋るヴァレイの様子に、イヴは葛藤する。

（ヴァレイ様を困らせたくはない。でも、もし夜会になにか手がかりがあったら？）

　貴族には情報通も多いはずだ。聖女でない自分なら、聖女を狙う者の噂など聞き出せるかもしれない。

（それに正直、王室の夜会がどんなものかちょっと興味があるし）

　自分の気持ち素直に従い、イヴは身体ごとヴァレイに向き直る。

「ヴァレイ様、心配かけてごめんなさい。でも私、今回だけでいいので、聖女じゃない私で過ごしてみたいです」

　胸の前で両手を合わせて懇願するイヴに、ヴァレイはとうとう根負けして溜め息をついた。

「わかった。いつも頑張ってる君のお願いだ。今回だけ、特別だよ」

「ヴァレイ様！　ありがとうございます！」

　許可が下り、イヴは喜びのままヴァレイに抱きついた。

　優しい眼差しで抱き止めたヴァレイがプリシラを見る。

「ただし、なにかあった時にフォローできるよう、わたしも同行させてもらってよろしいですか」

「ヴァレイ様も!?」

　驚くイヴにヴァレイは双眸を優しく細めた。

「王の専属薬師であるわたしが招待され、たまたま王都に来ている妹の君をプリシラ王女様の招待を受けて連れてきた……とすれば、紹介するにも都合がいいだろう？」

「なるほどですわ！　それでいきましょう！　ね。お兄様」

「フォローなら、俺がいれば十分だろ」

　心なしか不機嫌そうにオルフェが言うと、ヴァレイが「いえいえ」と微笑む。

「殿下のお手を煩わずらわせるなど恐れ多い。ああ、そうでした殿下。イヴのことでひとつお願いがございまして」

　ヴァレイはオルフェと向き合うも、その手はイヴの腰に添えたまま。

　指導係であるヴァレイとは、昔からこのような距離感なのでイヴは特に気にしていないのだが、オルフェの目は冷ややかだ。

「なんだ？」

　素っ気なく尋ねたオルフェとは対照的に、ヴァレイは柔らかな口調で伝える。

「彼女が慕っている聖女付きの侍女をひとり、そばに置かせてはもらえませんか」

「それは君の望みなのか？」

「はい。エミリーというのですが、彼女がいてくれたら心強いです」

　オルフェがつけてくれた侍女に不満はない。だがやはり、気心知れたエミリーがいてくれるならありがたい。

　そう伝えると、オルフェは「わかった」と首を縦に振った。

「あとで城の侍女長に伝えさせておく」

「ありがとうございます！」

　快諾してもらえ、深々とお辞儀する。

　しかしオルフェはいまだしかめ面のままだ。

（私、なにかしてしまった？）

　どこから機嫌が悪くなったのか。

　思い返そうとするイヴの手を、前触れもなしにオルフェが掴んだ。

「え？　あの？」

「ドレスを仕立てに行くぞ」

　左肩にかかるペリースをなびかせたオルフェは有無を言わさぬ口調で告げ、イヴの手を強引に引いて歩かせる。

「は、はい。プリシラ様、ヴァレイ様、失礼します」

　引っ張られながらも振り返るイヴに、プリシラは「お兄様ってば」とどこか楽し気に手を振り、ヴァレイは静かな微笑みを湛たたえて見送った。

　礼拝堂から出たふたりを迎えるのは、ステンドグラスから色とりどりの光が差し込む回廊だ。

　虹色に染まる床を進むオルフェの手は、昨夜よりも少し温かい。

「ヴァレイ殿とは、いつもあんな調子なのか？」

　半歩ほど前を歩くオルフェが視線を正面に向けたまま問うた。

「なにがですか？」

　治療でもないのに手を握られ、胸を高鳴らせつつも尋ね返す。

「くっついたりしてただろ」

　どうやら先ほどのハグについて聞いているらしい。

「そうですね。ヴァレイ様は孤児院育ちの私を聖女として一から育ててくれた指導係なんです。なので、兄のような存在で」

　知り合いもなく、聖女に選ばれた不安に押しつぶされそうだったイヴを温かく迎えてくれたヴァレイは、褒める時はいつも頭を優しく撫でてくれる。

　イヴはそんな彼に抱きついて喜びを表してきたのだが。

「兄、ね……」

　オルフェは微妙な反応を示した。

「あの……殿下とプリシラ様はあまりハグしたりしないんでしょうか？」

「プリシラが小さな頃はあったが、今は滅多にないな」

「そ、そうなんですね」

　イヴはそこでようやく、オルフェの反応に納得がいく。

　血の繋がった兄妹でさえあまりハグしないのなら、自分も控えた方がいいのかもしれない。

　そんな風に考えていると、オルフェが足を止めて横顔だけで振り返る。

「君に触れるのは……だけ……いいだろ」

　ぼそぼそと呟くオルフェの声は聞き取りにくく、イヴは首を傾げた。

「ごめんなさい、よく聞こえなくて」

「……いい。さっさと行くぞ」

　ほんのりと頬を赤く染めたオルフェ。

　その珍しくも新たな表情にイヴの心臓が大きく跳ねる。

（な、なにその顔！　なんて言ったのか気になるじゃないですか殿下！）

　しかし、いいと切り上げられた以上、しつこく尋ねるのもよくないだろう。

　聞きたい気持ちをこらえていた時だ。

　歩くタイミングが合わず、イヴの手を掴むオルフェの手が指先へとずれた。

「あ――」

（離れちゃう）

　そう思った瞬間、とっさにオルフェの手を引き止めるようにして繋ぎ直したのだが、イヴはすぐに我に返った。

（って、今は治療中じゃなかった！）

　昨晩も手が離れそうになったのでつい追いかけてしまったのだ。

　だが、今さら手を離すのもおかしい気がして、俯き顔を赤くしていると、オルフェの大きな手がしっかりと握り返してきた。

　まるで自分から繋ぎたいと甘えてしまったようで、羞恥が最高潮に達する。

（機嫌が悪そうな殿下に気を遣わせてしまったわ……）

　穴があったら入りたい。

　そんな気分で辿り着いた教会の扉前。

　待機していたリカルドがオルフェを見て眉を上げた。

「どうしたんですかオルフェ様。なんだか機嫌よさそうですね」

（えっ、不機嫌ではなく!?）

　もしかしてオルフェは、機嫌が悪そうな顔が機嫌がいいという特殊な人間なのか。

　珍しい人もいるものだと横からこっそり顔を覗き込み、イヴは驚いた。

　リカルドの言う通り、オルフェは先ほどとは打って変わって柔らかな表情をしているではないか。

（どのタイミングでこんなご機嫌に!?）

　わけがわからずひとり困惑しているイヴの手を握るオルフェは、馬車に乗ってもその口元に僅かな笑みを乗せていた。




　――ドレスの生地選びは控えめにいって最高な時間だった。

　採寸し、様々な色の布地を当て、自分だけに似合うドレスを作り上げていく。

　サンクチュアリにも時々仕立て屋が出入りしていたが、お願いするのは普段使いのワンピースや夜着ばかりだ。聖女用のドレスも新調されることもあるが、デザインが決まっているので心が躍ったことはない。

（出来上がりが楽しみ。殿下にも改めてお礼を言わなくちゃ）

　プリシラとの夕食も会話が弾み、時間があっという間に過ぎた。

（それにしてもプリシラ様、てっきり年上かと思ってたのに、まさか三つも年下とは……）

　自分よりも下の年齢であの豊満で魅惑的な身体つき。神様は不公平だと自分の胸元をちらりと見下ろし、溜め息と共に手にしている荷物を抱え直す。

「聖女様、やはりお持ちしましょうか」

　昨夜と同じく、イヴを案内するリカルドが振り返る。

「いえ、大丈夫です。見た目より重くないですし。お気遣いありがとうございます」

　白いナイトドレスを纏うイヴはにっこりと笑んだ。

　抱える箱の中には、今夜試そうと思っている様々な道具が入っている。

　とはいえ、一晩ですべて試せる量ではないので吟ぎん味みが必要だ。

「オルフェ様、聖女様がお見えになりました」

　リカルドが告げると、ウォレスと共にオルフェが寝室から顔を見せた。

「ワフッ！」

　ウォレスはひとつ吠ほえると、イヴが手にしている箱の匂いを嗅かぐ。

　オルフェも気になったようで、イヴの手元を見て首を傾げた。

「なんだ、それは？」

「安眠に効きそうなアイテムをお持ちしました」

　説明するイヴの後ろでリカルドが「失礼いたします」と頭を下げ、ウォレスを連れて扉の向こうに消える。

（色々試してもダメだったら、ウォレス先輩にも協力を頼もう）

　ウォレスとアイテムを組み合わせる方法も考慮しつつ、箱を丸テーブルに置かせてもらう。

　窓際のソファに腰を下ろしたオルフェが、長い足を組んで首を捻った。

「イヴがいるなら安眠のアイテムなんていらないだろ」

「今はそれでいいですけど、いつか私がサポートできなくなった時用に相性のいいものを見つけておいた方がいいと思って」

　そう、今はいい。しかし、イヴはいつまた死神の手に捕まるかわからないのだ。

　死に戻りの力も今までは使えているが、次も使える保証はない。

（もちろん死ぬつもりなんて毛頭ないし足あ掻がいてみせる。でも、もしもまたダメで、万が一戻れなかった時、少しでも殿下の助けになるものを見つけておきたい）

　その時、オルフェはきっとまた眠れなくなってしまうはずだから。

　オルフェのために選んだハーブや香油を箱から取り出し、テーブルに並べていく。

「そんなにヴァレイ殿のもとに帰りたいのか？」

「……え？」

　なぜここでヴァレイが出てくるのか。

　不思議に思ったイヴが目を丸くしていると、オルフェが我に返ったように口元を手で押さえた。

「なんでもない」

　オルフェはふいとイヴから視線を逸らし、茶色の小瓶を手に取る。

「これは？」

「リラックス効果のある香油です。それはラベンダーで、これがベルガモット。こっちはネロリとゼラニウムです」

　ラベルを確認しつつイヴが紹介するも、オルフェは「へぇ」とつまらなそうに短く相槌を打った。

「で、全部ヴァレイ殿が作って用意してくれたわけか」

　少々ぶっきらぼうな口調のオルフェにイヴは頭を振った。

「いいえ。私が作ったものを持ってきたんです」

「イヴが？　君は副業で薬師もやってるのか？」

　驚いたオルフェは一転、興味深げに小瓶を見つめる。

「副業ではないですよ。ただ、私は聖女として足りない部分もあるので、せめてそういう知識でもお役に立てたらと思って勉強してるんです」

　力で治しきれなかった怪我のサポートだけでなく、聖女には治せない病気の手助けもできたなら。自分を頼ってくれる人々を癒し助けたいと、イヴは神官たちと一緒に薬草の知識も学んできた。

「相変わらず人助けに全力だな、君は」

　ぼそりと口にしたオルフェが柔らかく微笑する。

　その言葉に引っかかりを感じるが、そんなことよりも今は心臓の心配が優先だ。

（殿下の微笑み……！　威力が半端ない……！）

　胸の高鳴りが心臓停止のカウントダウンに思えるほどのダメージを食らい、どうにか落ち着こうと他にも持参した安眠アイテムを紹介していく。

「こ、このへんはハーブティーの茶葉です。あとは薬草もいくつか持ってきました」

　手にした麻袋を持ち上げてオルフェに見せる。

「バレリアンと、ナツメの実、オウゴンバイカレンシスとか」

　どれも疲労回復や精神安定など鎮静効果を得られるものだと説明を加え、さらにもうひとつ麻袋を手にする。

「これは東方の国にしか咲かないアムアドニスです。よく効くんですけど、他の薬草との組み合わせによっては毒にもなるので注意が必要なものです」

「なるほど。毒にも薬にもなるというやつだな」

「そうですね。それで殿下、どれから試しましょうか？」

　好きなものを選んでという意味でイヴは両手を広げた。

　しかし、オルフェは首を横に振る。

「ここにあるほとんどのものは試した」

「どれか効果は――」

「なかったから君に頼ってるんだろ」

　イヴの声にオルフェは強い口調で結果を被せた。

「そうですよね。じゃあ、この中で試してないものがあれば教えてください」

「試す必要はない」

　きっぱりと言ってソファから立ち上がったオルフェは、おもむろにイヴを横抱きにする。

「ちょっ、で、でん、殿下っ!?」

　驚き動揺するイヴに構わず、オルフェは室内をすたすた歩く。

　そして、肌心地のいいベッドにイヴを下ろして寝かせると、自らも隣に寝転んだ。

「君の力が一番効くし、君がずっとそばにいてくれれば問題ない」

　まるで口説かれているようで、頬が猛烈に熱くなる。

（ず、ずっとって、殿下は毎晩私と過ごすつもりでいるってこと、よね？）

　もちろんオルフェが眠るまでの間の話だが、互いにそうもいかない日もあるだろう。

　例えばイヴは、聖女の仕事で一晩中祈りを捧げなければならない日がある。

　オルフェも公務で王都にいない夜もあるだろう。

（それにそうよ。いつか殿下もお妃きさき様を娶られるだろうし）

　そう考えた刹那、チクリと胸の奥が痛んだ気がした。

（……今の、なに？）

　僅かに苦しい気さえして視線をさまよわせる。

　六年前、ウォレスと会えなくなって感じていたのと似た痛みだ。

「どうした？　ずっと黙って」

「あ、い、いえ。お妃様を娶られる前には不眠を解消できるようにしないとなって」

「なんでだ？」

「い、言わせます？　その、殿下とお妃様がいちゃいちゃするのに私がいたら邪魔じゃないですか」

　まだ口づけさえ経験がないイヴは、ベールごと頬を両手で押さえて恥じらう。

　すると、吐息で笑ったオルフェがどういうわけか。

「いちゃいちゃって、こういうことか？」

　イヴの上に覆いかぶさった。

（う、うえぇえぇえぇ……!?）

　顔の横に両手をつき、イヴの身体を跨またぐようにして見下ろすオルフェ。

「そっ、そそっ」

（そうですけど、わざわざやらなくてもいいじゃないですか!?）

　予想していなかった状況に、イヴは言葉もまともに紡げず慌てふためくばかり。

「で、殿下っ……あの、どいて、いた、いただけないでしょうかっ……」

　いまだ頬に手を添えた状態でどうにか願うと、オルフェは薄く笑みを浮かべた。

「俺の願いを叶えてくれるならな」

「な、なんでしょうか……？」

　叶えられるかどうかはわからないがひとまず尋ねる。

　するとオルフェは「ベール」と短く言った。

「ここで俺とふたりきりの時は外してほしい」

「え……ですがこれは」

「聖女を守るためだってわかってる。でも俺はもう君の顔を知ってるし、隠す必要はないだろ？」

　本来なら、勤めの時間なので着けておくのが正解だ。

　しかしオルフェの言う通り、すでに顔を知られているので隠す必要性はない。

　ヴァレイにバレたら叱られるかもしれないが、夜会でベールを外すことを了承してくれた今なら見逃してもらえる可能性も高いだろう。

「わかりました」

　小さく頷いたイヴはそっとベールを上にずらし、まだ赤らんだままの顔をオルフェに見せる。

　塔の屋上ぶりにきちんと見たオルフェの顔はやはり見み惚とれるほど整っていて、この体勢で直視するのはすこぶる心臓に悪い。

（こ、これでいいですか？）

「殿下の顔がよすぎて死ぬかもしれない」

「それは困るから堪えろ」

「ああっ、嘘!?　緊張のせいで心の声の方が口に出ちゃいました！」

　羞恥にさらに赤く染まる頬を両手で包んで隠す。

　そんなイヴの初う心ぶな様子に、オルフェは瞳を優しく細めた。

「俺に必要なのは妃じゃなくてイヴだ。だから余計なことは考えず、毎晩俺の手を握っててくれ」

　まるで告白か求婚とも思えるようなオルフェの囁きに、イヴの心臓は口から飛び出そうなくらいに跳ねている。

（寝かしつけてくれって意味よね!?）

　今はまだいない王妃のことなど考えずに役目を果たせと言っているのだろうが、意味深な言い回しのせいで勘違いしそうになる。

「ということで、今日も頼む」

　約束通り、オルフェはイヴの上からどいて再び横に寝転んだ。そうして、イヴの手に骨ばった指を絡めて繋ぐ。

　昨日よりも親密さが増した繋ぎ方をされ、結局、胸の鼓動は落ち着きを取り戻せないまま。

　二夜目もオルフェに振り回されるイヴは、今夜の寝不足を確信しながら聖癒力を発動させた。










【四章】想いを伝えて




　朝の訪れを告げる鳥の囀さえずりに誘われ目を覚ましたイヴは、眼前にある美丈夫の寝顔に悲鳴をあげかけて呑み込む。

（また一緒に寝ちゃってるし！）

　しかも今回は手を繋いだままではない。

　なんと、オルフェの腕がイヴの背に回っているではないか。

（これっ……抱きしめられてる……！）

　きっとウォレスと寝ていると勘違いして腕を伸ばしてしまったのだろう。

　この体勢でオルフェが目覚めたら、互いに気まずくなるのは必至。

（今のうちに離れないと）

　イヴはオルフェを起こさないように気を付けながら、自分を包む腕から抜け出した。

　幸いオルフェの瞼はピクリとも動かず、イヴがベッドから降りても静かに胸を上下させて眠っている。

　聖癒力を送ってまだ三日だが、昨日よりも深く眠れているようでイヴは安堵した。

　オルフェの気の流れを視ると、邪気は昨日よりも確実に薄くなっているのがわかる。

（ただ、邪気は不眠を悪化させているだけで、すべて浄化できても不眠症が治るわけじゃない）

　病を治せないのと同じで、オルフェ自身が不眠の原因を解消できなければもとの木もく阿あ弥みだ。

　今こうして眠れているのは、イヴが気の滞りを聖癒力で癒しているからで、いわば応急処置を施しているのと同じ。

　昨夜オルフェが望んだ通り、毎夜イヴが共にいて整えれば眠ることはできるだろうが、それではいざという時にオルフェが困るのだ。

　まだ寝息を立てているオルフェに一礼し、ベールを着けて部屋を出たイヴは、廊下を歩きながら思案にふける。

（やっぱりなにか相性のいいアイテムを探さないと）

　本当なら不眠の原因を取り除く手伝いができればいいのだが、オルフェが望まないのなら余計なお世話だろう。

　オルフェのため、できることが他にないか。

　考えを巡らせ、辿り着いた自室の扉を押し開ける。

　すると、イヴのよく知った人物が笑顔で出迎えた。

「イヴ様！」

「エミリー！」

「本日からこちらでお仕えさせていただくことになりました。よろしくお願いいたします」

　綺麗な所作でお辞儀をするエミリー。

　彼女の手を取るイヴも満面の笑みで応える。

「こちらこそ！　来てくれてありがとう。また一緒に過ごせて嬉しいわ」

「私もまたイヴ様にお仕えできて嬉しいです」

　挨拶を交わし、朝の支度を整えるためイヴは鏡台の前に座った。

　エミリーが「お手伝いします」と後ろに立つと、他の侍女たちはイヴの顔を見ないように気遣い部屋から出ていく。

　城の侍女たちは、聖女の顔を見ていいのはサンクチュアリに勤める者のみと心得ているのだ。

　扉が閉まる音がして、ベールを外したイヴはエミリーを振り返る。

「そういえばエミリー。収穫祭はやっぱり帰らなかったの？」

「はい。ですが、ヴァレイ様からお城で勤めるお話を伺ってすぐに実家に手紙をしたためました。私が王城で聖女様にご奉仕すると知ったら、父や弟たちも喜んでくれるかと思って」

「きっと喜ぶわ。返事が楽しみね」

「ええ、とても」

　家族を大切にしているエミリーは微笑み、イヴの着替えを手伝う。

「ところでイヴ様、先ほど侍女たちに聞いたのですが、夜は王太子殿下の部屋でお休みになられてるんですか？」

　その問いかけにイヴは笑みを浮かべたまま固まった。

　休んでいないと全力で否定したいところだが、そう言えない。

　なぜならたった今、オルフェの部屋から朝帰りしてきたばかりだからだ。

　きっと侍女たちは、イヴが部屋にいない理由をエミリーに説明したのだろうが、いったいどう伝えたのかが少々気になる。

　ひとまず誤解のないよう、しっかりと冷静に説明せねば。

　イヴは、ナイトドレスの袖から腕を引き抜きつつ鏡越しにエミリーを見る。

「違うのよ？　結果的にそうなってしまってるだけでね、そんなつもりはまったくないの。でも今日も起きたら殿下の顔が間近にあって、またやっちゃったなぁって反省して」

「間近って、イヴ様！　殿下と同じベッドで寝てるんですか!?」

「え、ええと、つ、疲れてうっかり」

　嘘はつきたくないのでごまかさずに告げると、エミリーは驚愕し身体を小刻みに震わせた。

「ま、ままま、まさかとは思いますが、一線を越えられたご関係に……？」

「ない！　なってないわ！」

　昨夜はオルフェに組み敷かれ、手の繋ぎ方もまるで恋人のようだったが。

　深い意味はなく、断じてそんな関係にもなっていない。

「証拠を見せるから、この前の怪我を診せて！」

　イヴはまだ乙女であり、聖女の力を失っていないと証明すべくエミリーの手を掴んだ。そして、先日治療した傷をさらに治そうとしたのだが。

「え……増えてる」

　薄く走る傷の上に、さらに新しい引っかき傷ができていた。青あざも浮かんでおり痛々しい。

「っ……し、信じていますので、お力は使わなくても大丈夫です」

　一瞬、身体を強張らせたエミリーは、腕を掴むイヴの手をそっと外し、着替えの続きを再開させる。

「また猫に？」

「え、ええ、撫でたかったんですけど、威い嚇かくされてしまって」

　そう言ってエミリーが苦笑する。

（青あざはどこかにぶつけたりしたのかしら……）

　猫があざをつけるとは考え難い。

　イヴは心の中で首を傾げ、背後でコルセットを締めるエミリーに右手を差し出した。

「痛むでしょう？　前の傷と一緒に治すから診せて」

「見た目ほどではないので平気です。それよりも、イヴ様の方が大丈夫ですか？」

「な、なにが？」

　もしやまたオルフェと共に寝てしまっている話に戻るのか。

　ベッドで手を繋いで寝たなど、ヴァレイにバレたらもちろん大丈夫ではない。

　確実に叱られる覚悟をしているが、どうやらエミリーは別の心配をしているらしい。

「夜会にご招待されたとも伺いました」

「なんだ、そっちね。ドレスなら殿下が用意してくださるから心配しないで」

　安堵してイヴが微笑むも、リボンを結んだエミリーは「いいえ」と否定した。

「心配なのはドレスよりもダンスです」

「ダンス？」

「王女様主催の夜会はお食事だけでなく、ダンスもあると聞きました。となると、殿方に誘われて踊ることもあるのでは？」

「えっ……でも私、貴族令嬢じゃないし……」

　自分に声などかかるはずもない。

　だからダンスがあっても問題ないと踏んだのだが。

「わかりませんよ？　もしかしたら必要に迫られて……という場合もあるかもですし」

「そんなの困るわ！」

　テーブルマナーは一通り学んでいるが、ダンスは必要がなかったのでまったく触れてこなかった。

「どうしよう……。ちなみにエミリーはダンスを踊れたりは……」

「申し訳ありませんがしません……」

　エミリーの返事に絶望したその時、窓の外から上品な笑い声が聞こえた。

　誰がいるのかと窓際に立って朝露に濡れる中庭を見下ろす。

　すると、ドーム状のガゼボに入っていくプリシラが見えてイヴは閃ひらめいた。

「そうだわ！　プリシラ様に教えてもらえないか頼んでみるわ！」

　名案とばかりに目を輝かせ、急いで支度を済ませると中庭へ向かった。

　薔ば薇らが咲き誇る庭の中央にあるガゼボが見えてくる。

　そこにはプリシラともうひとり、美しい佇まいの女性がベンチに腰掛けている。

　どうやらふたりで紅茶を嗜たしなんでいるようだ。

　イヴに気づいたプリシラが、輝く宝石のごとき笑顔を見せる。

「聖女様、おはようございます。昨夜は楽しい夕食でしたわね」

「プリシラ様、ご機嫌麗しく。素敵な夜をありがとうございました」

　膝を曲げて一礼すると、プリシラの向かい側に座る女性が「まあ」と美しい所作でティーカップをソーサーに戻した。

「その方が聖女様なのですね」

　繊細な刺し繍しゅうで優美に魅せる濃紺のドレスと、金の髪を飾るダイヤモンドがあしらわれたティアラ。

　この方はもしやと予想した矢先、イヴの傍らに立ったプリシラが頷いた。

「ええ、王妃様。聖女イヴ様ですわ」

（やっぱりアンネリーセ王妃殿下！）

　イヴは背筋を正し、白いドレスのスカートを摘まんだ。

「王妃殿下、お初にお目にかかります。イヴでございます」

「オルフェ様の体調を整えてくださっていると聞いています」

「はい。微力ながら」

　頷いた直後、プリシラが長い睫毛に縁どられた目を見開いた。

「そうですわ！　お兄様の不眠を整えられるのでしたら、つわりはどうですか？」

「つわり、ですか？」

　イヴは瞬き、妊娠中の王妃を見つめる。

「もう安定期に入っているのですが、吐き気やだるさがまだ続いているのです」

　話しながら王妃がまだあまり出ていないお腹に手を添える。

「今もですか？」

「ええ。つわりを和らげるハーブティーを飲んでいますが、あまり効果はみられなくて。よければ診てもらえますか？」

「は、はい。では、失礼します」

　病は治せないがつわりではどうか。

　イヴは王妃の細く白い手を取り、聖癒力を使う。

「……どうですの？　楽になってますの？」

　プリシラが尋ねるも、王妃は首を横に振った。

「いいえ……特に変わってないわ」

　落胆する王妃を見て、イヴは申し訳なく眉尻を下げた。

「だとしたら、病と同じく癒せないのだと思います」

「ではこれも、神の与える試練なのですね」

　王国では昔から、病は神からの試練だと囁かれている。故に聖女も癒せない。

　新たな命を授かるという奇跡もまた神の贈り物。だからこそ、聖女の力では緩和できないのだろう。もしくは、自分の力不足のせいかもしれないが。

　イヴは気落ちしながら王妃から手を離した。

「少しでも癒せたらよかったのですが、お力になれず申し訳ありません、王妃殿下」

「聖女様のそのお心だけで元気が出る気がします。せっかくお力を使っていただいたので、部屋で休んでみますね。プリシラ様、聖女様、また」

「ゆっくりなさってくださいませ」

　プリシラの挨拶と共にイヴも頭を垂れ、侍女を伴い去っていく王妃の背中を見送る。

　その最中プリシラが「ストレスもあるのでしょうね」とこぼした。

「出産の不安……ですか？」

「それもあるでしょうけど、王妃様の場合、父君のせいですわ」

　王妃アンネリーセの父といえばモーガン公爵だ。前王妃の子であるオルフェとプリシラとの確執ならば想像に難くないが、実の娘とも不仲なのか。

　尋ねてもよいものか迷っていると、プリシラに座るように促されてガゼボのベンチに腰掛けた。

「聖女様はアンネリーセ王妃様のことをどこまでご存じ？」

「モーガン公爵閣下のご息女で、二年ほど前に陛下とご結婚されたということくらいしか……」

　サンクチュアリで聞いていた情報を口にすると、プリシラは「そうなのですね」とイヴ用の紅茶をカップに注いだ。

「王妃様は父と同じく再婚なんですの。十年前に旦那様と小さなお子様を事故で亡くして以来ずっと独り身だったようですが、三年ほど前、モーガン公が父に紹介し、二年前に婚礼となりました。父は気が進まなかったようですけど」

「つまり政略結婚なのですね」

　プリシラはひとつ頷いて紅茶を口に含む。

「モーガン家は統治している領土も広く、資源も潤沢。港も持っているので外交にも強いんですの。結婚すればメリットは大きい。ですが、野心家のモーガン公を危険視する貴族も多く、反対の声もあった」

　王妃の父という権力をモーガンに持たせるのは、強大な敵を作るのと同じでは、と。

「それでも結婚なさったのはどうしてですか？」

「アンネリーセ様が、亡くなった母に似ているから……かもしれないですわね」

「そうなのですね……」

　どこか寂しそうに微笑むプリシラに、イヴは労わる笑みを返す。

「というわけで、めでたく娘が王妃の座に君臨し妊娠となれば、モーガン公の野心はさらに燃え上がるというものでしょう？」

「陛下の子……男の子なら王位継承者、ということですね」

「そう。実はわたくし見てしまいましたの！　先日、王妃様がモーガン公に『必ず男児を産め』と脅すように言われていたのを」

　プリシラの話では、妊娠前から強いプレッシャーをかけられていた可能性もあるという。

「それと、ここだけの話、去年の暗殺事件もモーガン公が主犯ではとの噂があるのですわ」

　声をひそめたプリシラはさらに続ける。

「父上とお兄様を亡き者にし、アンネリーセ様を操って王権を手に入れるつもりだったのでは、と」

「それが本当なら早く追い出すべきでは？」

「そのための証拠がないのだとお兄様が」

　どうやらオルフェも疑っているようで、裏で色々と調べを進めているとプリシラが教えてくれる。

「王族はいつの世もどこの国でもこんなことばかりですの。神聖な存在である聖女様に危害を加える愚か者はいないでしょうけど、一応気を付けてくださいね」

（その愚か者がこの世のどこかにいるからループする羽目になってるのだけど）

　しかし、貴族たちにとってイヴの死にメリットはないだろう。

　聖女殺しは、王殺しに匹敵する大罪。容疑を受ければ斬ざん首しゅ、さらし首は免れない。

　残された家族も家名を汚され、末路は悲惨なものとなる。

　プリシラの言う通り、そんな危険を冒す者はそうそういない。それでも、王城に住まえば陰謀や権力争いに巻き込まれる危険性はある。

　イヴにつきまとう死神とは別の注意も必要だと肝きもに銘めいじ頷いた。

「そういえば、聖女様はお散歩でお庭に？」

「あっ……！　そうでした。実はプリシラ様にお願いがありまして」

「わたくしに？　頼ってもらえて嬉しいですわ。なんでも仰って！　全力でお応えしますわ！」

　イヴのためにと意気込むプリシラ。

　かくしてイヴは無事ダンスレッスンを頼むことができ、夜会に向けて猛特訓の日々がスタートしたのだった。




　――夜会当日。

　ヴァレイ・オムニア兄妹に特別に用意された控室にて。

　髪色に合わせた淡い桃色のオーガンジードレスに身を包んだイヴは、姿見の前で長い息を吐いた。

「苦しいですか？」

　コルセットをきつく締めすぎたかと心配したエミリーが、手袋の装着を手伝いながら眉をハの字に下げる。

「大丈夫。今の溜め息は不安と緊張のせいで出たの」

「大丈夫ですよ。たくさん練習して、すごくお上手になられたじゃないですか」

　エミリーの言う通り、イヴは今日まで聖女の勤め以外の空いた時間はすべて踊りのレッスンに費やしてきた。

　そのため、オルフェに力を送る夜には疲労がピークに達し、オルフェの言動にドキドキする間もなく寝落ちしていた。

「でも、練習と本番は違うもの。それに、ベールがないのがまた緊張を倍増させるというか……」

　イヴは姿見に映る、ベールのない自分の姿を改めて確認する。

　豪華なドレスに負けないよう、微細なパールで華やかにみせる目元。

　編み込んでサイドに流した髪は波打ち、花をモチーフにしたヘッドドレスをアクセントに可愛らしくも上品な装いに仕上げられている。

「とってもお綺麗ですよ。この方が私の敬愛する聖女様ですって大きな声で自慢したいくらいに」

「エミリーってば」

　褒められてイヴがはにかんだ直後、ノックの音が聞こえてヴァレイが顔を覗かせた。

「そろそろ時間だ。準備はいいかい？」

　ヴァレイに一礼したエミリーが「整っております」と一歩後ろに下がる。

「ヴァレイ様、今日は私の我儘に付き合っていただいてありがとうございます。体調は大丈夫ですか？」

「よく効く薬を飲んできたから心配ないよ。君の我儘で今夜を無事に乗り切れるのかは心配だけどね」

　肩をすくめたヴァレイに、イヴは少々居たたまれない気持ちで苦笑する。

「ヴァレイ様はいつもの司祭服でいらしたんですね」

「これがわたしの正装だからね」

　とはいえ、祭事などで着用する、紫の布地に金の刺繍が施されたストラを首からかけているので、厳密には少し違うが。

「君はいつもと違うドレスで新鮮だな」

「どうですか？」

　ヘッドドレスと揃いのイヤリングを揺らしくるりと回ってみせると、ヴァレイは優しく目を細めた。

「聖女の姿も清らかでいいけど、そのドレスもよく似合うよ。わたしの可愛いイヴは、本当に美しいレディに成長したね」

「そこまで褒められるとなんだかこそばゆいです」

「ふふ。いいかい？　夜会を退席するまでは兄妹として振る舞うように」

　くれぐれも聖女であるとバレないようにと念を押され、イヴはしっかりと頷いた。

「はい、ヴァレイ様」

「イヴ、呼び方」

　さっそくいつもの調子で呼んでしまい窘められたイヴは口を押さえる。

「そうでした！　では……お兄様？」

「ああ。行こうか」

　肘を曲げたヴァレイの腕に、イヴは軽く手を添えた。

「はい、お兄様」

「いってらっしゃいませ」

　一礼するエミリーに見送られ、イヴはいよいよ王侯貴族たちの夜会が行われる広間へ向かった。

　人数も多くない――プリシラがそう言っていた夜会は、イヴの感覚と違っていたらしい。

　シャンデリアが輝く大広間にはレッドカーペットが広がり、一挙一動に気品が漂う王侯貴族たちが歓談に興じている。

　その中を、イヴはヴァレイと共に進んでいたのだが、なぜか貴族たちの視線が集中しているのに気づいた。

「ヴァレイ様、めちゃくちゃ見られてますけど、もしかしてバレたなんて……」

　イヴは歩きながら声をひそめ、聖女であることがさっそく見破られたのではと心配する。

「皆、君の美しさに目を奪われているだけさ。あと、私は兄だよイヴ」

「奪われているのはヴァ……お兄様の美しさにだと思いますけど」

　実際、令嬢たちの視線はヴァレイに向いているので、それは間違いないだろう。

「まったく……君は自分がどれだけ魅力的か自覚がないのが困るね」

「なんだか今日はたくさん褒めてくれるんですね」

「いつも褒めているだろう。君は私にとって本当に大切で……特別な聖女なんだよ」

　どこか含みのある言い方だったのが気になり、ヴァレイを見上げたイヴにプリシラの明るい声がかかった。

「ヴァレイ様、本日はお越しくださいましてありがとうございます」

　振り向くと、プリシラだけでなくオルフェも共に並んでいる。

「王太子殿下、王女殿下、こちらこそお招きいただき光栄です」

　恭しく頭を垂れたヴァレイに倣いイヴも一礼する。

「あなたがヴァレイ様の妹君ですのね」

「はい。イヴと申します」

「とてもお美しい方。ねえ、お兄様」

　プリシラが会話を振るも、オルフェの唇は動かない。眦をほんのりと赤く染め、食い入るようにイヴを見つめているだけだ。

　その様子に、プリシラがにやにやと薄笑いする。

「お兄様ってば、一目惚れでもしたみたいに熱く見つめてますわ」

　妹から指摘され、我に返ったオルフェは火がついたように顔を紅潮させる。

「そ、そういうのではない。ただ、予想以上で驚いただけだ」

「ふふ、予想以上の美しさですってイヴ様」

「あ、ありがとうございます、王太子殿下」

　ドレスの生地や色を見立ててくれたのはオルフェだ。

　貴族たちに聞かれないよう「殿下のおかげです」と小声で伝えると、オルフェははにかんで頷いた。

　その様子を隣で見守っていたヴァレイが笑みを貼りつける。

「王太子殿下、わたしからも礼を。わたしのイヴの可愛さをお褒めいただけ、兄としても鼻が高いです」

　微笑みながら〝わたしの〟を強調するヴァレイに、オルフェは冷笑を返す。

「妹君の美しさは俺の聖女にも匹敵しますよ」

　今度はオルフェが〝俺の〟の語気を強めた。

（ふ、ふたりって喧けん嘩かでもしてるの？）

　状況が呑み込めずにオルフェとヴァレイを交互に見るイヴ。

　その様子をプリシラは、どこかわくわくした様子で眺めていたのだった。




　やがて、真っ白なクロスが敷かれた縦長のテーブルを貴族たちが囲むと、オルフェの挨拶と共に食事がスタートする。

　数日前、寝る前に聞いたオルフェの話によると、プリシラは月に一度、オルフェが懇意にしている貴族たちを呼んで夜会を開いているのだとか。

　親睦を深め、国益に繋げる。摂政として父王に代わり国を支える兄を助けたい。

　そんな思いから始めたようだ。

　王族用のテーブル席につくオルフェとプリシラは、代わる代わるやってくる貴族たちと挨拶を交わしている。

（家族って素敵だな……）

　自分には本当の家族はいないが、家族のように大切に思う人たちはいる。

　そのひとりである隣の席のヴァレイが「イヴ、そんなに食べて大丈夫かい？」と心配そうに眉を寄せた。

「大丈夫です。デザートは別腹ですから」

　夜会の料理はフルコースではなく、食べたいものを好きに選べるブッフェ形式だ。こちらに関してはプリシラが言っていた通り、堅苦しくなく気軽なもの。コルセットで少々苦しいイヴも食べたいものだけを選べてありがたい。

　給仕係が運んできてくれた二皿目となるエッグタルトにナイフを入れた時、向かい側に座る、ヴァレイよりも一回りほど年上の伯爵が話しかけてきた。

「それにしても、ヴァレイ殿。こんなに美しい妹君だと、求婚者もあとを絶たないのでは？」

　伯爵の隣に座る息子が、栗色の瞳でイヴをソワソワと見つめている。

（もしかしてこれ、探られてる？）

　貴族の夜会は、若い男女にとっては出会いの場だと耳にしたことがある。

　しかし、設定とはいえ聖職者の妹である自分がそういう対象になるとは思いもよらず、どうしたものかとヴァレイに視線で縋すがった。

　するとヴァレイは小さく頷いて伯爵に笑みを見せる。

「いえいえ、何分生家は田舎町にありまして、そういった話はあまり。それに、妹はこのように色気より食い気ですから」

「ちょっとお兄様！　確かに甘い物は好きですけど……」

　まるで食べてばかりの女みたいに聞こえて恥ずかしい。

　イヴが眉をひそめて顔を赤らめると、伯爵親子が笑って和やかな雰囲気に包まれた。

　夜会がスタートしてしばらく経ったが、この場にいる者たちはイヴが聖女だと疑っている様子はない。

　最初こそ、王都にはいつ来たのか、どこに滞在しているのか、普段はなにをしているのかなど質問責めにされ、イヴはボロが出ないかと冷や冷やした。

　しかし、前もってヴァレイと設定を決めておいたおかげで、特にトラブルもなく乗り切れている。

　名前もイヴのままだというのに、よくある名なので聖女と同じだと口にする者もいない。聖女がベールを外して皆の前にいるなど、誰も想像していないようだ。

　それはいいことなのだが、肝心の有益な情報についてはそれらしき話題すら聞こえてこない。積極的に聞き込みをすべきだろうが、あまり聞き回って怪しまれても困るので自重している。

（それにしても、お城のデザートってどれも美味しくてつい食べすぎちゃう）

　エッグタルトのサクサクとした生地と濃厚なクリームを味わい、込み上げる幸福感に眦を下げる。

（ほっぺが落ちそうって、まさにこれね）

　頬を手で押さえ、至福のひと時を堪能していると、王族用のテーブル席でワイングラスを傾けるオルフェと目が合った。

　瑠璃色の双眸が柔らかく細められたその時、向かいの席に座っていたはずの伯爵子息に背後から「レディ・オムニア」と声をかけられる。

「よろしければ一曲共に踊っていただけますか？」

　まだ食べていれば断る口実にできただろうが、皿は綺麗にたいらげられてなにも残っていない。

（ど、どうしたら）

　練習したのは、必要に迫られて踊らなければならなくなった時のためだ。

（これは断ってもいいのかしら……）

　だが、断るにも作法がわからない。

（よし、こういう時はヴァレイ様よ）

　なにかあればフォローしてくれると言っていた。

　ここは頼らせてもらおうと隣のヴァレイを振り返る。

「あの、お兄様」

「せっかく練習したんだ。踊っておいで」

　予想外にも勧められてしまい、イヴの逃げ場はついになくなった。

（ううっ……こうなったら仕方ないわね）

　教わった通りに踊れるか不安だが、練習の成果を披露せずに夜会を終えるのももったいない。

　気持ちを切り替えたイヴは「よろしくお願いいたします」と伯爵子息にエスコートされて、ダンスホールへと移った。

　大広間から繋がるダンスホールには楽団の生演奏が流れており、イヴは手を引かれるままホールの中央へ立たされる。

「あ、あの、私、踊るのは初めてで」

「そうなのですね。僕が最初のお相手になれて光栄です」

　柔和な口調で言ってお辞儀する伯爵子息の胡桃くるみ色の髪が優しく揺れる。

　イヴが彼の肩に左腕を回し、自分の背に子息の手が添えられるとダンスが始まった。

　練習した甲斐はあり、曲に合わせて踊ることはできている。しかし、相手とのタイミングが微妙に合わず、足がもつれてふらついてしまう。

　だが、彼はそんなイヴに気づかない。

「レディ・オムニアは薔薇はお好きですか？」

「え、ええ、好きです」

「では次の休日に出かけませんか。素敵な薔薇園にご案内します」

　イヴに気を配るより、約束を取りつけることに夢中のようだ。

「あ……えっと、明日には王都を出るので……」

　話しながらステップを踏むのは難しく、相手の足を踏まないように気を付けていると、さらにわけがわからなくなってくる。

「では、出発の前に少し時間は取れませんか？　お迎えに上がりますのでぜひ僕と過ごしてほしいのです」

　必死な誘いにイヴは答えあぐねた。

　はっきりと断るべきなのだろうが、ダンスに誘われた際ヴァレイが止めなかったということは、伯爵の顔を立てている可能性がある。

　となれば、今ははっきりと断らず、返答はヴァレイに委ねるべきだろう。

　それになにより。

（私、どうして……）

　伯爵子息の手を取ってからずっと、イヴの脳裏にオルフェがちらついていた。

　手の大きさ、温度、声、瞳。

　目の前の伯爵子息を見て、感じる度に、オルフェとは違うと考えている自分がいるのだ。

　まるで、求めているように。

「難しいでしょうか？」

　尋ねる声に我に返ったイヴは、急ぎ笑みを貼りつけた。

「私の一存では決められないので、兄に相談してからでもいいでしょうか？」

「ええ、もちろん」

　伯爵子息が快諾すると同時に、曲が終わって互いに一礼した。

　ぎこちなくはあったが、どうにか踊りきれて安堵の息をつく。

　すると、イヴのそばに別の青年が立った。

「次はどうかこのわたしと踊っていただけませんか？」

　優雅に差し伸べられる手。

　彼はヴァレイと親交があるのか否か。

　返事に迷っていると、青年の背の奥で令嬢たちに囲まれているオルフェを見つけた。

　華やかに着飾った彼女たちは皆、熱い眼差しをオルフェに向けている。

　だがオルフェは興味がないといった様子で令嬢たちの包囲網を抜け、人波を割りながらイヴのもとまでやってきた。

「悪いが、次は俺が予約を入れている」

　オルフェはイヴに手を差し出している青年の肩を軽く叩いた。

「で、殿下！　こ、これは失礼を！」

　慌てて下がる青年に代わって、オルフェはイヴの前に立つ。

「私、殿下と踊るお約束しました？」

　誘いを受けた覚えがないイヴは、長い睫毛を瞬かせ小首を傾げた。

「いいから付き合え」

「は、はい」

　オルフェに手を取られ、再び中央へ導かれたイヴは、皆の注目を浴びていることに気づいて身体を強張らせる。

「あの、すごい見られてます」

「俺が女性を誘って踊るなんて滅多にないからだろうな」

　そう言った彼が楽団に目で合図すると演奏が始まった。

　オルフェと間近で向かい合い、緊張しながらも最初の一歩を踏み出す。

（ああ、殿下の手だ）

　毎晩繋いで寝ているせいか、重なる手の温度に不思議と安堵する。

　けれど、オルフェの瞳と視線が絡むと気持ちは落ち着かず、心臓は早鐘を打つばかりだ。

「滅多にないのに、令嬢でもない私を誘ったら私まで注目されちゃうじゃないですか」

「でも、聖女だとバレはしないだろ」

「そっちも心配ですけど、どちらかというとうまく踊れないので見られるのが恥ずかしいんです」

　ドレスの裾を揺らしてターンすると、オルフェがしっかり受け止める。

「だったら、俺が先に失敗してやろうか。こうやって」

「わっ……！」

　オルフェがわざとステップを多めにして手を引っ張ったため、イヴはよろめいてしまう。

　それでも倒れないのは、オルフェが支えて誘導してくれるからだ。

　失敗しているのではなく、失敗しているように見せかけてうまく踊っている。

「ほら、次はこっちだ」

「ちょっ……殿下！」

　右へ、左へ、揺れて回って。

　ふざけた踊りにホールの貴族たちは何事かと別の意味で注目を始めたが、悪いた戯ずらをする子供のように微笑むオルフェを見ているとだんだんどうでもよくなってくる。

　おかげで身体から余計な力が抜け、イヴは自然と笑みを浮かべていた。

「私、まさか殿下とこんな風に踊る日が来るなんて想像もしてなかったです」

　収穫祭の日、サンクチュアリを抜け出さなかったら、オルフェとは出会えていなかった。これまで何度もループしたが、こんなにも胸がときめくような日々は今回が初めてだ。

「まだ、命を捨てたいと思うか？」

　ステップがもとに戻り、ゆったりと踊りながら問われる。

「私はいつだって生きたいと願ってますよ」

　オルフェのリードに身を任せ、柔らかな笑みを浮かべる。

「それは、あの日の行動と矛盾してないか？」

「そうですね。あの日は、たまには死神に反抗してみようと思ったんです」

「死神？」

　怪け訝げんそうな顔をしたオルフェを見て、ついつい余計なことを口走ってしまったと反省する。

「ごめんなさい。この話は忘れてください」

　イヴはオルフェを巻き込まないよう話題を終了させた。

　だが、忘れるつもりなどないらしいオルフェは、まっすぐにイヴを見つめる。

「俺は、今のイヴを知りたいし、君にも今の俺を知ってほしいと思ってる」

　だから死神について聞かせてほしい、ということか。

　けれどイヴは話すつもりはない。

　それよりも。

（〝今の〟って……前も同じように言われたような……）

　あれは確か、初めてオルフェの寝室に訪れた日だ。

『君の手は……今も温かいんだな……』

　ベッドに横たわるオルフェが、うつらうつらとしながらこぼした言葉。

　あの時は誰かと勘違いしていると思ったが、今はイヴの名をはっきりと告げていた。

　まるで、過去のイヴを知っていて、今のイヴを知りたいと言っているようにも聞こえ、違うと否定した可能性が再び芽生える。

　イヴは、忘れかけているウォレスの面影をオルフェに探して見つめた。

「殿下は……前から私のことを知っているんですか？」

　思い切って問うと、オルフェの双眸が僅かに見開かれて輝く。

「イヴは、俺と会った記憶があるのか？」

　逆に質問され、会ったことがないので小さく頭を横に振った。

「でも、殿下といると、ある人を思い出すんです」

「それは誰だ？」

「私がまだ聖女になる前に時々会っていた、ウォレスという少年です」

「ウォレス？」

　なぜか怪訝そうに首を傾げたオルフェは、突如ハッと眉を上げた。

「あ、ああ……そうか……そうだったな……」

　そして今度はクスクスと笑う。

「殿下？　あの……？」

「悪い。すっかり忘れてた」

　いったいなんの話をしているのか。呑み込めず瞬きを繰り返すイヴに、オルフェは目を優しく細めた。

　今夜は機嫌がいいのか、オルフェが見せる柔らかな表情にイヴの心臓は高鳴ってばかりだ。

「イヴ、少しふたりで話そう」

　オルフェはそう言と、まだ曲が終わらないうちにイヴの手を引いてホールから出た。

　連れてこられたのは、明かりが灯ともる夜の庭園が眺められるバルコニーだ。

　実り多き収穫祭の時期が過ぎた夜風は肌寒い。

　ぶるりと身体を震わすイヴの肩に、オルフェは「着てろ」と脱いだジャケットをかけた。

「ありがとうございます」

　柔らかく残る体温とオルフェが纏うシトラスの爽やかな香りがイヴを包み、抱きしめられているような心地になって鼓動が甘く跳ねた。

「で、イヴはそのウォレスのことをどのくらい覚えてるんだ？」

　オルフェは白い柵に肘をかけて背中を預ける。

「顔はもう朧げですけど、なにをしたかはたくさん覚えてますよ」

「例えば？」

　イヴは脳裏に懐かしい日々を思い浮かべ、花が咲き誇る庭園を見つめる。

「お家から持ってきたという宝石を見せてもらいました。私の瞳と似ているからって」

　ウォレスが持つ琥珀を青空にかざし、陽に透かして煌めくのを『綺麗だね』とふたりで微笑み合った。

「あとは、私だけの秘密の場所でよく過ごしてました。そこにはたくさんの花が咲いていて、ウォレスは花冠の作り方を教えてくれたんです」

　色とりどり花々を繋げ、互いの頭に被せた。

　枯れてしまうのがもったいないと思いながら、部屋に飾っていたのを思い出していた時、オルフェがふと眦を下げる。

「森の中の古びた教会で？」

　紡がれたそのひと言に、イヴはこぼれ落ちるほど目を丸くした。

「なん、で」

　オルフェがそれを知っているのか。

　あの朽ちかけた教会を知っているのは自分とウォレスだけ。

　いや、もし他の者も知っていたとしても、イヴがそこを秘密の場所としているのはウォレス以外知らない。

　だとすれば、オルフェは。〝彼〟に似ていると思ったのは。

「俺だと気づいてほしかったけど、偽名を使ったのを忘れてた俺も悪いしな」

「ぎ、偽名……って」

「君には王太子じゃないただの俺として接してほしかった。だからとっさに思い浮かんだウォレスの名前を使ったんだ」

　オルフェと言いかけたところ、『オ……ゥ……ウォレス』とごまかすようにして。

「じゃあ、殿下がウォレス？」

「そうだよ、イヴ」

　思い過ごしではなく、オルフェがウォレスだったのだ。

　ずっと会いたいと望んでいた初恋の人が目の前に立っている。

　喜びがこみ上げるのと同時に、自責の念に駆られて瞳が濡れていく。

「あ……わ、私、ごめんなさいっ……ずっとウォレスに謝りたくて」

　あの日、ウォレスに直接言わなければならなかった言葉を、ようやく伝えられる。

　イヴは一歩オルフェに近づき、涙目で見上げた。

　今にも泣き出しそうなイヴの様子に、オルフェは戸惑いを隠せず瞳を揺らす。

「謝るってなんのことだ？」

「怪我をさせてしまったのに、ちゃんと謝れないまま会えなくなってしまって」

　語りながら思い出すのは六年前、暑さが少し和らぎ始めた初秋のある日のこと。イヴは教会へと続く獣道を、ウォレスと共に歩いていた。

　木々のトンネルから差し込む木漏れ日の下、ウォレスが『あれは』と声をこぼし足を止めた。

『どうしたの？』

『あの花、マルティウスに似てると思って』

　ウォレスが指差したのは、ほとんど崖に近い斜面の下だ。

　覗き込むと、小川の際に薄紫色の花が咲いているのが見えた。

『マルティウスって初めて聞いたかも』

『マルティウスの花びらを煎じた薬を飲めばどんな病気も治るらしい。まあ、眉まゆ唾つば物ものの話だけど』

『本物かな？』

『図書館で見た絵には似てるかな。でも多分違う。そもそも実在するかもわからないらしいし』

　そう言って、ウォレスは教会に続く道を再び歩き出した。

『でも本物なら、ウォレスのお母さんの病気がよくなるかもしれないんでしょう？』

　ウォレスに教会の場所を教えた日、土埃で汚れたステンドグラスを眺める彼が吐と露ろした母の病。

　不治の病だと聞いたが、どんな病も治るというなら手に入れるべきではないのか。

　実在するかわからないなら、実在している可能性もある。

　イヴはウォレスのため、ウォレスの母のため、近くにあった木の棒を手にした。

『かも、だよ。あくまで言い伝えだ。それよりイヴ、今日はうまいお菓子をお土産に買ってきた……って、イヴ！』

　ウォレスが驚きの声をあげたのは、イヴが斜面を下りようとしていたからだ。

『採ってくるから待ってて！』

　以前、小川の水が欲しくて似たような斜面を下った経験があったイヴは、その時と同じように木の棒を支えにして下れば行けると思った。

　しかし、いざ足を踏み出してみれば、土は前日の雨を受けて湿っていて。

『イヴ、危ないから戻っ――』

『きゃっ！』

　ずるりと足が滑り、バランスを崩した刹那。

『イヴ！』

　お菓子が入った袋を投げ捨てたウォレスが、手を伸ばしイヴの腕を掴んだ。だが、引き上げることは叶わず、共に急な斜面を転げ落ちてしまう。

　やがて、身体を襲う衝撃が収まり、イヴが最初に感じ取ったのは水音。次いで、ウォレスの微かすかなうめき声が聞こえて、イヴは無意識にきつく瞑っていた目を開いた。

『ウォ……レス……？』

『イヴ……怪我、は？』

　掠れた声で尋ねられ、状態を確かめるべく身み動じろいだ時、自分がウォレスに抱きしめられていることに気づいた。

　守ってくれた。だから身体に大した痛みを感じないのだ。

『わ、私よりウォレスは!?』

　慌てて上体を起こすと、背中に回っていたウォレスの腕が力なく解ほどけ、だらりと土の上に落ちた。

　嫌な予感に、ウォレスの顔を覗き込む。

『ウォレス……？』

　瞼が下ろされている美しい顔は、まるで深い眠りについているようにぴくりとも動かない。

　鼓動がどっと速まる。

　もう一度声をかけようと口を開きかけ、イヴはあるものを見つけ喉をひゅっと鳴らした。

　横たわるウォレスの頭から、大量の血が流れているのだ。

『あ……う……』

　意味をなさない言葉が漏れて、涙が溢れる。呼吸の仕方がわからなくなったかのようにうまく息ができず、浅い呼吸を繰り返した。

　震える手で、意識を失っているウォレスの顔に触れる。

『だ、だめ……だめ。ウォレスお願い、起きて』

　自分のせいで、ウォレスに大怪我をさせてしまった。

『ごめんなさいっ……ごめんなさいウォレス……！』

　このままでは死んでしまう。大好きな人が、自分のせいで。

『神様お願い。ウォレスを連れていかないで。代わりに私の命をあげるから、ウォレスを助けて』

　血に濡れるのもかまわず、ウォレスの傷口を右手で押さえ、泣きながら希こいねがったその時だ。イヴの右手の甲に聖紋が浮かび上がり、眩まばゆい光がウォレスを包んだ――。




「あの時力が目覚めてなかったら、私はきっと殿下を死なせてしまったと思います。本当にごめんなさい」

　頭を下げると、オルフェの手が肩に添えられる。

「イヴのせいじゃない。花の話をして、優しい君に無茶をさせた俺が悪い。だから気にするな」

　淡く笑み、イヴの肩から落ちそうになるジャケットをかけ直す。

「でも、そうか。俺の怪我がきっかけでイヴは聖女になったんだな」

「はい」

　力が目覚め、ウォレスの傷を癒してからの記憶はところどころ曖昧だ。

　覚えているのは、意識の戻らないウォレスを抱きしめながら必死に声をあげ続けたこと。そして気づけば、大勢の大人たちに保護されていた。

　ウォレスの正体を知った今、思えばあの大人たちはオルフェの従者たちだったのだろう。なにがあったのか尋ねられ、激しい疲労を感じながらとつとつと答えたあと、イヴは倒れてしまった。

　目覚めた時にはウォレスの姿はすでになく、そうして会えないままイヴは孤児院を去り、聖女としてサンクチュアリに赴くことになったのだ。

　顔を上げたイヴは、オルフェの後頭部を覗くように首を傾げる。

「あれから、怪我の具合は大丈夫でしたか？」

「ああ、傷跡もほとんど残ってない」

「よかったです……！」

　心から安堵して、イヴは笑みを浮かべた。

　すると、オルフェが眩しそうに目を細め、改めてイヴに向き直る。

「事故のあと、目覚めると城にいて、母からは、聖女が癒してくれたと聞かされた。てっきり引退間近だった前代の聖女のことだと思ってたんだが、イヴが助けてくれたとは知らず、礼も言わないままで悪かった」

「いえ、そんな……」

「俺を救ってくれたこと、感謝してもしきれない。ありがとう、イヴ」

　いつもの素っ気ない口調ではなく、柔らかな声で紡いだオルフェは、イヴを引き寄せ包むように抱きしめた。

　シトラスの香りがぐっと濃くなり、身体がかっと熱くなる。

　ベッドの上で癒すのとも、ウォレスと間違われるのとも違う、オルフェの意志を宿した抱擁に、胸が高鳴って騒がしい。

「き、気にしないでください。さっきも言いましたけど、私のせいなので」

　きっかけがどうであれ、無茶をしたのは自分だ。

　ウォレスはそんなイヴを全力で助けてくれたから怪我をした。

「私の方こそ、助けてくれてありがとう。ウォレス」

　殿下ではなく、あえてウォレスに礼を告げる。

「ああ……懐かしいな。なんだか昔に戻ったみたいだ」

　六年前、共に過ごした日々に思いを馳はせているのか、オルフェは抱きしめる腕に力を込めた。

「ようやく、イヴと再会できた気がする」

　感慨深げに呟いたオルフェは、イヴを堪能して腕を解かない。

「あの、殿下？　そろそろ離していただけると」

「断る」

　きっぱりと却下されてしまい、イヴは狼ろう狽ばいする。

「で、でも、ちょっと恥ずかしいので」

「この腕から出たら、イヴはホールに戻るんだろ？　そうすればまた、君を狙う男どもが群がる。だから離さない」

　まるで駄々をこねるような口ぶりに、イヴは思わず頬を緩めた。

（母親をとられたくない子供みたい）

　孤児院でも院長にべったりな子が似たことを言っていたのを思い出し、イヴは宥なだめるようにオルフェの背に腕を回す。

「それなら一緒に戻りましょう。殿下がそばにいてください」

　背を優しく撫でてやると、オルフェは長い溜め息をついた。

　そして、戒いましめはそのままに僅かに身体を離す。

「イヴ……わかってないな？」

　呆れ半分、苛いら立だち半分。そんな表情でイヴを見下ろすオルフェ。

　イヴは「なにがですか？」と首を捻った。

　しかしオルフェはすぐに答えを口にしない。

「君は鈍いな……」

　軽く愚痴をこぼし、少し迷った素振りを見せてから息を吐く。

「つまり、俺はイヴのことが今でも好きで、他の男に少しでも触れさせたくないってこと」

　独占欲を吐露し、目元をうっすら赤らめたオルフェの言葉。

　その意味を、イヴはうまく噛かみ砕けず長々と固まる。

　瞬きも忘れて見上げ続けていれば、オルフェはいよいよ耳まで赤くなった。

「え……？　す、き？」

〝すき〟とは〝好き〟の意味で合っているだろうか。

（だとしたら、今でもって、それって六年前から……？）

　それを尋ねる必要はなかった。

　自分を見つめるオルフェの双眸は切なげに揺れ、頬は赤みを帯びて、答えを、想いを、イヴに伝えてくれていた。

「離れてしまっていた間も？」

「そうだ。俺は六年前からずっと、イヴのことが忘れられなかった。ずっと、好きだった」

　まっすぐな想いと熱のこもった眼差しを向けられて、イヴの呼吸が一瞬止まる。

（ウォレスが……殿下が……私を好きでいてくれた）

　忘れずに思い続けてくれていたことが嬉しくて、胸の内が歓喜に震える。

　そして、ふいにすべてが繋がった。

『結局……俺だけが君を……好き……なんだ、な』

　別の女性と勘違いしていると思っていたオルフェの言葉は、イヴに向けられたものだったのだ。

　思い返してみれば、心当たりはある。

『君の手は……今も温かいんだな……』

　早く早くと急せかしてオルフェの手を引きながら森の中を歩いたし。

『相変わらず人助けに全力だな、君は』

　オルフェの力になりたくて、オルフェの母の病に効くかもしれない花を採るべく無茶をしてしまった。

　違和感のあった言葉はすべて、イヴと過ごした日々の中でオルフェが感じていたものなのだ。

「私、本当に鈍いですね。殿下はずっと伝えてくれてたのに」

「ようやく気づいたか」

「すぐにウォレスだと気づけなくてごめんなさい」

　反省して告げると、オルフェは「本当に遅いんだよ」と悪態をつきつつも柔らかく笑い、再びイヴを抱きしめた。

「でも、俺が聞きたいのは謝罪じゃない。イヴの気持ちだ」

　耳元で囁くように乞こわれ、イヴの鼓動が強く跳ねる。

「わ、私は……」

　自分は、オルフェをどう思っているのか。

　初恋の相手であるウォレスへの想いは淡く残っている。

　そして今、王太子であるオルフェと出会い、共に過ごしているうちに、彼を意識するようになったのは確かだ。

　しかもオルフェがウォレスだったと判明し、そのことを喜んでいる自分がいる。

　こうして抱きしめられていると、くすぐったいような安心するような不思議な心地なのは、オルフェに恋をしているからか。

　答えあぐね、続きの言葉を紡げずにいると。

「やっぱり答えなくていい。すぐに出ないってことは、気持ちが定まってないってことだろ？」

　悟ったオルフェがイヴを腕の中から解放する。

　そうして見上げたオルフェの顔は、どこか寂し気に見えた。

「今はそれでもいい。でも、考えといてくれ」

　オルフェへの気持ちが、恋なのかどうかを。

「はい、殿下」

　急かさずにいてくれる優しさに感謝して頷く。

　すると。

「オルフェ」

「え？」

「これからは殿下じゃなくオルフェと呼んで、昔みたいに気軽に接してくれ」

　呼び方を変えるように頼まれ、イヴは一瞬返答に迷った。

　王太子の名を呼び捨てるのは本来なら不敬に値する。恐らく、王国中を探しても家族以外に呼び捨てにする者はいないだろう。

　なにより、そんな高貴な相手に気軽に接するなど、聖女として振る舞いを疑われかねない。

　だが、先ほどオルフェは、王太子として扱われるのを嫌がり偽名を使ったと話していた。故に、昔のようにと望むのなら、できる限り応えたい。

「それなら、ベールと同じで、今みたいにふたりきりの時だけっていうのはどうですか殿……じゃなくて、オルフェ……様」

「様がついてるが」

「ウォレスなら呼べるんだけど、オルフェ様の名前はちょっと慣れなくて」

　それを証拠に、今もウォレスの名を出しただけで口調も昔に戻っていた。

　これはもう無意識であり、癖にも近い。

　そして、オルフェという名はイヴにとって王太子のイメージが強く、彼がウォレスだとわかっていても少々抵抗があるのだ。敬称を省くというのも難易度が高い。

「仕方ないな。じゃあ、慣れるまでは様がついてもいいが、話し方は今みたいに気軽にしてくれ。その方が俺も落ち着く」

「頑張ってみます。でも、ふたりきりの時だけですよ？」

　念を押すとオルフェは嬉しそうに目を和らげ、唇の前で人差し指を立てた。

「わかった。ふたりだけの秘密だな」

（そ、その言い方だといけないことしているような気が……）

　王太子と聖女の秘密の関係。スキャンダルにでもされそうな言い回しだ。

（サンクチュアリの侍女たちが好きそう）

　心の中で苦笑していると、オルフェが「そうだ、イヴ」と月明かりに淡く照らされた瞳でイヴを見つめた。

「三日ほど、聖女の勤めを休むことはできるか？」

「お休みについては、ヴァレイ様か総大司祭様に聞いてみないとわからなくて」

　国民の休日と義務付けられている日曜日は聖女も休みなのだが、それ以外の日に休むのはイヴの一存では決められない。

　その答えはオルフェにも予想できていたようだ。

「やっぱりそっちか」

「なにかあるんですか？」

「イヴも知ってると思うが、もうじきスフィーダで騎士たちの騎馬試合が行われる」

　スフィーダとは、王都の南西部に位置し、別名〝騎士の街〟といわれている城塞都市だ。

　王都を守る王国騎士たちは、スフィーダの要塞と王都の要塞を拠点として活動しており、スフィーダの要塞は堅けん牢ろうにして鉄壁。

　ラジェール王国の建国以来、戦で一度も敵を通したことがないと伝えられている。

　そんな騎士の街スフィーダでは、年に一度、騎士たちが集まり腕試しを行う。それが騎馬試合だ。

　馬上で武器を手に戦い、己の腕を競い合うのだが、毎年怪我人が出るのでイヴが忙しくなる時期でもある。

「今回、俺が陛下の代わりに行くことになってるんだ」

　毎年国王は騎馬試合を観戦し、優勝者にトロフィーを授けている。だが、体調が芳しくない国王の代わりに、今年は摂政のオルフェが赴くことになった。

「ではその間、寝かしつけのお役目はなし……ということですか？」

「だったらイヴが休めるか聞かないだろ。というか、いい加減子供を相手にするような言い方はやめてくれ」

（殿下はスフィーダに。でも寝かしつけは継続。そして私の休みをとる）

　ということは、つまり。

「わ、私も寝かしつけ係として行くんですか!?」

「睡眠補助な。だが、それだけでなく騎士たちの怪我も診てもらえたらと考えてる」

　なるほどとイヴは納得する。

　今までは騎馬試合で怪我をした騎士たちは、サンクチュアリまで足を運んでいた。

　痛む手を押さえ、足を引きずり、それはもう大変そうに。

　だが、現地に行けるなら、痛みをこらえて来てもらわなくてもいい。

　騎士は王国の守り手。早急に治療できれば、それだけ国のためにもなるだろう。

「それに、街を囲む要塞は無骨な印象だが、滞在する城は緑に囲まれていて空気もうまい。不眠のサポートも続けてもらいたいし、リフレッシュがてら一緒に来てほしい」

　オルフェと共にスフィーダに。

　アスター村と王都しか知らないイヴにはこの上なく魅力的な誘いだ。

「ぜひ！　行きたいです！」

　休めるかどうかはともかく、素直な気持ちを口にするイヴにオルフェは頷いた。

「なら、俺の方から総大司祭殿に話をつけておく」

　ヴァレイよりも大聖堂のトップに話した方が早い。

　オルフェの決定に従い、イヴが頭を縦に振った時だ。

「殿下、そうやってイヴをあちらこちらに連れ出されては困ります」

　イヴを捜していたのかヴァレイが姿を現した。

「バルコニーのことか？　それとも、話を盗み聞きしていたということか？」

　イヴに向けていた柔らかな表情はどこへやら。

　オルフェは目を鋭く細め、少々棘のある聞き方をする。

「おや、人聞きの悪い言い方をなさいますね。ここへ来たらたまたま聞こえて、話が終わるのを待っていただけです」

「ヴァレイ様、あの、どこから聞いて……？」

　秘密がすでに秘密でなくなったのでは。

　そんな心配を胸に、イヴは引きつった微笑み浮かべて尋ねる。

「スフィーダで騎馬試合が行われる、という辺りからだよ」

　どうやら想いを告げられたり抱きしめられたりしていた部分ではないようで、イヴはホッと胸を撫でおろした。

　しかし、その様子を目め敏ざとく見ていたヴァレイは、威圧するようににっこりと笑む。

「聞かれたらまずいことでも話していたのかな？」

　勘繰るその笑みは、イヴがなにかやらかした時に浮かべるものだ。

　普段なら正直に白状するが、今回はオルフェとの複雑な関係もあり、「いいえ」と笑顔でごまかした。

　だが、ヴァレイは笑みを崩さない。

「わたしの可愛いイヴは、わたしに隠し事をするのかい？」

　温和な声がふと低くなり、イヴは縮み上がる。

（ヴァレイ様、すごく怒ってる）

　叱られたことは何度もあるが、腹の底が冷えるような心地になるのは初めてだ。

　どう答えたらいいのか。

　迷い、唾を呑み込むイヴを背に庇うようにオルフェが立った。

「今のイヴは聖女じゃない。ヴァレイ殿にいちいち報告する義務もないはずだ」

「……そうですね、ベールのない今は。では、話を戻しましょう。本来イヴはサンクチュアリで勤めを果たす聖女です。城で殿下を癒すのも特例な上、他の街に連れていくなどさすがに勝手が過ぎるかと」

「だが、騎馬試合では怪我人が出て聖女に頼る者も増える。ならば、現地で癒しても同じだろう。それに、聖女の力を必要としていてもサンクチュアリまで来られない者たちもいる。その者たちにはありがたいはずだ」

　確かにそれは、イヴも何度か考えたことがあった。

　聖女の力を借りたくとも借りられない者は大勢いるはず。彼らのもとへ行ければ、もっと多くの人々を助けられるのではと。

　しかし大聖堂は、世界にひとりしかいない聖女を危険から守るためにも、サンクチュアリでの治癒が望ましいとしている。

　歴代の聖女たちもそうしてきたとなれば、逆らえるはずもない。

　そう考え、掟に従ってきたイヴだった――が。

「ヴァレイ様、私はスフィーダに行きたいです。聖女の力を必要としている人の役に立ちたいです」

　新しい道の先に、ループしなくてもいい道があるかもしれないなら、なおさら。

　ヴァレイは深い溜め息をついた。

「君は、殿下のお役目に就いてから変わったね」

「変わっていませんよ。サンクチュアリの外の世界にはずっと憧れていましたし、もっとたくさんの人のため、サンクチュアリの外に出るべきだとも考えてましたから」

　あえて胸に納めていただけだ。

「なるほど。殿下は君に羽を与えたのか。わたしのもとから飛び立つ羽を……」

　寂し気に呟いたヴァレイの瞳が一瞬かげる。

（今日のヴァレイ様はどこかおかしい気がする……）

　薬は飲んだと言っていたが、体調が芳しくないのか。

　心配になったイヴがヴァレイのそばに寄ろうと一歩踏み出した時だった。

「ここにいたんですのね、ヴァレイ様。先ほどのお話、もっと聞かせてくださいませ」

　プリシラの声がして、皆の視線がそちらへと向かう。

「プリシラ様。そんなに薬草の調合にご興味がおありで？」

　尋ねたヴァレイにプリシラは「ええ、とっても」と頷いて応える。

「わたくしでも、お父様を元気にしてあげられるかもしれませんでしょう？」

　ヴァレイの様子が気がかりだったが、父想いのプリシラに感かん銘めいを受けたイヴは、祈るように手を合わせた。

「お優しいですね、プリシラ様」

「お兄様が頑張ってるんですもの。わたくしも研けん鑽さんを積むのは当然ですわ」

　純粋な笑顔を見せ、プリシラは「さあさあ」とヴァレイの背を押して中に戻るよう促す。

「イヴ、俺たちもそろそろ戻ろう」

「はい、殿下」

　イヴはオルフェの半歩後ろを歩きながら、ヴァレイの様子をそっとうかがった。

　プリシラと話すその顔は、いつもと変わらない柔らかな笑みを携えている。

（大丈夫そう……？）

　夜会に出席して少し疲れたのかもしれない。

　それならばヴァレイのため、早めに退席させてもらおう。

　心に決め、イヴは賑やかな演奏の流れるホールへと戻ったのだった。




「イヴ様、今夜はお戻りになられますか？」

　夜会も終わり、寝支度を整えたイヴはエミリーに尋ねられて狼狽えた。

「あ、あのねエミリー、私はいつもそのつもりでいるのよ」

「けれど寝てしまうんですよね？」

　エミリーの言う通り、イヴは王城に来てからというもの、一度も自室で眠ったことはない。

　……そうなのだ。結局イヴは、今日まで毎晩オルフェと共に寝てしまっていた。

　ダンスの練習で疲れ果てているところに聖癒力を使うと、気づけば朝というコースを繰り返している。

　今朝聞いた話によれば、昨夜はあろうことかオルフェより先に寝てしまったらしい。そのせいでしっかりと力を送れず、オルフェは寝不足だったようだ。

（今夜はちゃんと力を送って眠らないようにしないと）

　夜会に出た疲れもあるので少々不安は残るが、今夜はいけるはず。

　なぜなら、オルフェがウォレスだと発覚し、彼の気持ちを知ったからだ。

　自分を好いてくれている相手と共にベッドにいて、緊張しないわけがない。

「大丈夫。今夜こそ戻れるわ！」

　絶対寝ないと確信し、エミリーに伝える。

「わかりました。では、お休み前にリラックスできるハーブティーをご用意しておきますね」

「ありがとうエミリー」

　オルフェの部屋で寝てしまう件は、数日前、ヴァレイから尋問を受けてこってり叱られ済みだ。だが、明日は胸を張って『ちゃんと自室で寝ました』と言えるだろう。

「それじゃあ、行ってくるわね」

「はい。いってらっしゃいませ」

　エミリーに見送られ、蝋燭の明かりが点々と灯る廊下に出る。

　いつもは部屋の前で待機しているリカルドと共にオルフェのもとに向かうのだが、もう道を覚えたので三日ほど前からひとりで通うようになった。

　所々で警備する衛兵たちに頭を下げて挨拶しながら広い廊下を歩く。

　やがて、分かれ道に差しかかり、イヴはいつものようにオルフェの寝室へ向かう道を進もうとした。

　しかしふと、普段は使わないひんやりとした廊下の先に、誰かと話すヴァレイらしき姿を見つけ、イヴは反射的に足を止めた。

　ベールをずらして確かめる。

（やっぱりヴァレイ様だ）

　夜会後、サンクチュアリに帰ったものと思っていたが、まだ城に残っていたらしい。

（あれって、モーガン公爵閣下よね）

　挨拶をすべきか、邪魔せずにオルフェの部屋に行くべきか。悩んでいると、風に乗ってモーガンの声が聞こえてくる。

「ならば……が好機ですな」

「では……させて……。は……の方で、いつものように」

　モーガンになにやら答えるヴァレイの横顔は、笑みもなく見たことのない冷たさだ。

（……ううん、違う。バルコニーでもあんな顔してた）

　顔というよりも瞳だが、纏う仄ほの暗ぐらさは似ている。

　対するモーガンは腹の底が読めないうすら笑いを浮かべ、一礼して歩き去っていくヴァレイを見送った。

（モーガン公爵閣下のことが嫌いだとしても、あからさますぎ、よね）

　ヴァレイはどんな相手に対しても穏やかに微笑し対話している。

　むちゃ振りをするオルフェには少々辛しん辣らつではあるが、その件に関してはサンクチュアリの掟があるので仕方ないだろう。

　ではやはりモーガンに対して腹に一物抱えているのか。

　視線を足元に落とし、考えに耽っていた時だ。

「これは、聖女様」

　いつの間に近くまで来ていたのか。モーガンに声をかけられたイヴはびくりと肩を跳ねさせた。

「おや、驚かせてしまいましたか」

「すみません、ぼんやりしていて気づかず。モーガン公爵閣下、いい夜ですね」

「ええ、今宵は月も星もよく見えます。聖女様はこれから王太子殿下の寝所へ？」

「はい。あの、ヴァレイ様はなにかあったのですか？」

　すでに姿はないが、ヴァレイが去った方を見ながら尋ねる。

「なにかとは？」

「ここから見えたヴァレイ様の様子がいつもと違っていたので」

　この場に立っていて見ていないふりをする方が怪しく思われる。ならば隠さずに聞いてしまおうと、イヴは思い切って聞いてみた。

　モーガンはにこりと微笑み皺を刻む。

「体調が優れない様子でしたが、そのせいでしょう」

「そう、ですか……」

　今夜はやはり無理をさせてしまったのかもしれない。明日には少しでも回復していればいいのだが。

「ところで、聖癒力では病は治癒させられないはずですが、王太子殿下の不眠症には効果が出ているのですかな」

　探りを入れているのか、それとも単純に疑問を抱いているのか。

　モーガンの問いに、イヴは「はい」と首を縦に振った。

「治癒というよりも邪気を清めつつ力を流してるんです。まだ夜中に何度か起きてしまいますが、以前よりは眠れているようです」

　病とはまた別物だと示しつつ説明すると、モーガンはふむふむと頷いた。

「順調のようでなにより。ですが、もう少し警戒された方がいい」

　声のトーンを落としたモーガンは意味深に目を細める。

「なにに対してですか？」

　いったいなにが言いたいのかわからず、モーガンに言葉の先を促す。

　するとモーガンは、上半身をイヴへと傾け、内緒話をするように声をひそめた。

「悲しいことに、口さがない者たちは私が暗殺事件の首謀者ではと噂しているようですが、ある者たちはこうも噂しております。王太子殿下が自分も暗殺されると見せかけ、陛下の命を狙ったと」

「それはありません！」

　思わず声を荒らげてしまい、イヴは唇を引き結ぶ。

「そうムキにならずとも。まだただの噂です」

　そんなイヴにモーガンは肩をそびやかした。

「でしたら、殿下のためにその噂は否定すべきです」

　ベール越しにまっすぐモーガンを見据える。

「殿下は苦しんでいます。大切な人を喪って以来、夜も眠れないほどに」

　だからイヴがここにいる。

　そして、プリシラやオルフェの推測が正しい場合、その原因は、今、イヴの目の前に立つ男によるものかもしれないのだ。

「それが演技という可能性は？」

「ありません。実際、気も滞っています」

「なるほど、聖女様だからこそわかると」

　モーガンは小さく首を縦に振り、顎髭を指で撫でる。

「ですが、大切な者を喪ったのはアクシデントで、それのみを悔いている可能性もある。邪魔な私を消したいが故、あえて噂を流させていると考えたことは？」

　しつこく揺さぶりをかけられ、イヴは眉をひそめた。

「考えるまでもありません」

　むしろ、今の言葉をそのままモーガンに返したいくらいだ。邪魔な国王陛下とオルフェを消したいがため、オルフェに罪を被せようとしているのでは、と。

「ご忠告ありがとうございます、閣下。申し訳ないのですが、殿下が待っていますので、私はこれで失礼いたします」

「ええ、お引き止めして申し訳ない。今宵も殿下が眠れることを祈っておりますよ」

　疑いをかけた口でオルフェのために祈ると言われても胡う散さん臭く聞こえるだけ。

　イヴは笑みを貼りつけ一礼し、再び廊下を進みながら唇を噛んだ。

（殿下のことあんな風に言うなんて！　いっそ不敬罪で罰せられればいいんだわ）

　オルフェが黒幕などと、なぜわざわざイヴに話したのか。

（不信感を煽あおって、殿下のサポートをやめさせたい……とか？）

　イヴをオルフェから引き離し、不眠症の悪化を望んでいる？

　はたまた、聖女がいては次なる暗殺の邪魔だと感じているのかもしれない。

（モーガン公爵閣下が摂政補佐だなんて、殿下も気が休まらないでしょうね……）

　イヴも死に戻っていると自覚してから数回は、ひとりになるのが恐ろしかった。就寝時は毎晩怯えていたので、オルフェも同じであれば気持ちは痛いほど理解できる。

　もしモーガンが黒幕だとしたら、まだ諦めていないのだろうか。

「なにもなければいいけど……」

　オルフェの身を案じ、胸が塞がる思いで大きな窓の向こうに浮かぶ下弦の月を見上げる。

（……もうすぐ私が死ぬ頃ね）

　イヴが死神に手を掴まれるのは、いつだって新月の夜。

　だが、もしもオルフェと共にスフィーダに行くことになれば、その日イヴは王都にはいない。

　つまり、ひとまずは犯人から逃れられ、越えられなかった日を迎えられる。

　犯人がそこで諦めてくれれば、イヴはついにループから解放されるかもしれない。

（どうか、運命が変わりますように）

　希望を胸に、イヴは足早にオルフェのもとへと向かった。




◇　　◇　　◇




　ソファにて長い足を組んだオルフェは、隣で寛くつろぐウォレスの頭を優しく撫でる。

　うっとりと目を細めるウォレスを見つめながら思い返すのは、バルコニーでの逢おう瀬せのこと。イヴからウォレスの名を聞いた時、イヴが気づかなかった理由を得て心の中で手を打った。自分が偽名を使っていたことなどすっかり忘れていたのだ。

　そうして足りなかったパーツが判明し、ようやくイヴと思い出を共有できた。

（俺は、聖女として覚醒したイヴに命を救われた。知っていたら、すぐサンクチュアリに会いに行ったのにな）

　母もイヴが聖女として力を使ったのはきっと知っていた。

　オルフェに隠したのは恐らく、イヴに聖女の責務を全うさせたかったからだろう。

（母上は聖女の婚姻を反対していたしな）

　授かった聖なる力は、自然と衰える日まで民のために使い尽くすべき。

　奉仕を生きがいにしていた母なら考えそうだ。

　小さく笑ったオルフェは、まだ開かない扉を見た。

「今夜は遅いな」

　夜会で疲れ、支度に手間取っているのか。もしくは、オルフェに想いを告げられたため、緊張してなかなか足が進まないのかもしれない。

（緊張してるのは俺もだけどな）

　想いを胸に秘めなくてもよくなった今、果たしてベッドの上で冷静でいられるかどうか。

（いや、手は出したらダメだ）

　想いを告げたばかりか、イヴの気持ちはまだ自分に向いていない。

　深呼吸し、心を落ち着かせながらイヴの来訪を待つ。

「本当に遅いな。なにかあったのか？」

　疲労に負けて寝てしまった……というだけならいいが、なにかトラブルに見舞われていないだろうか。

　心配になり、ウォレスを見つめる。

　不安な気持ちと呼応するように脳裏に浮かぶのは、暗殺事件で喪った護衛であり幼い頃からの友でもあったアッシュの姿。

　ウォレスは、イヴと出会う少し前にアッシュが拾って飼っていた犬だ。

『犬は鼻が利くだろ？　てことは、殿下の役に立つこと間違いなしだ』

　だからアッシュが護衛の任に就いている時は、ウォレスも必ず一緒だった。

　そしてあの夜、ウォレスはなにもできない自分の代わりに、アッシュと共に戦ってくれた。

　太陽のようなアッシュの笑顔を脳裏に浮かべ、頼もしいウォレスの頭をもう一度撫でる。

（もう、喪うのはたくさんだ）

　扉の向こうにはリカルドが控えているはず。

　様子を見に行くように頼もうかと考えた時、ウォレスの耳がピンと立った。

　その直後、ノックの音が聞こえ、扉が開いたのだが。

「殿下！　私は殿下を信じていますから！」

　珍しく鼻息を荒くしたイヴが飛び込んできて、リカルドの入室を促す声を遮ってオルフェに迫った。

「ど、どうした？」

　勢いに思わず立って迎えることも忘れ、オルフェは瞬きを繰り返す。

　ウォレスはイヴを見て嬉しそうに尻尾を振ったが、リカルドに呼ばれてソファから飛び降りた。

「ええっと、なにがあったのかはわかりませんが、なにかあればお呼びください」

「あ、ああ、わかった」

　いつものようにリカルドがウォレスを連れて退室する。

「とりあえず座れ」

　ポンポンとウォレスがいた場所を叩けば、イヴは素直に腰を下ろした。

「で、何事だ？」

「ここに来る途中、モーガン公爵閣下とお会いしたんです。そこで少し話したんですけど、暗殺事件の黒幕は殿下かもしれないって言われて……」

　聞いた瞬間、オルフェは鼻で笑う。

「なるほどな。イヴに不信感を与えて俺から引き離す算段か」

　モーガンとしては、オルフェに不調でいてもらった方が都合がいい。

　いっそ国王と同じように床に臥してもらいたいのだろう。

「それで、うまくかわせたか？」

「ばっさり否定してやりました」

「……は？」

「そうしたら今度は、殿下が苦しんでいるのは演技かも、なんて言い始めたので、それも否定しました。私には殿下の不調がちゃんと視えますって」

　適当に合わせてかわせばいいものを、モーガンに噛みついたと知りオルフェは声を出して笑った。

「で、殿下？」

　今度はイヴが驚いて首を傾げる。

「ああ、悪い。今頃モーガンは舌打ちしてるだろうな」

　自分の思い通りにならず、地団駄も踏んでいるかもしれない。

「本当、意地の悪い人ですよね」

　城に来てからイヴもモーガンについて色々と見聞きしてきたのだろう。

　憤りと呆れが入り交じった口調で言うイヴのベールをオルフェは持ち上げ、琥珀色の瞳をまっすぐに見つめる。

「イヴは俺を信じてくれてるんだな」

「もちろんです」

　淀よどみない純真な信頼を滲ませた双眸に、オルフェの眦が自然と和らぐ。

「ありがとう。俺も、イヴのことは信用してるよ」

　王族には敵が多く、気の置ける者は少ない。

　そんな中でもイヴは特別だ。

　オルフェはイヴの白く華奢な手を取り、両手で包む。

「再会して日は浅いが、イヴの人柄はよく知ってる」

　困っている人を放っておけず助けに入ったり、患者でもない男の不調を内緒で癒したり。そして、自身の危険を顧みず、誰かの命を優先する。

「だから信じられる。六年前の君も、今の君も」

　離れていた間でさえ、心の拠より所にしていたほどに。

「あ、ありがとうございます、殿下」

　はにかむイヴが、緊張で身を固くしたのがわかった。

　モーガンのせいで、オルフェに想いを告げられたのを忘れていたのだろう。

　それを今、オルフェに触れられて思い出し、意識してしまった……というところか。

「ちなみに、さっきから殿下って呼んでるぞ」

「あっ……そうでした。ごめんなさい、気を付けますね」

　約束がすっかり頭から抜けていたらしい。

　オルフェは苦笑して、包んでいた手を解放した。

「イヴ、もし俺のせいで集中できそうにないなら、今夜は部屋に戻ってもかまわない」

　自分を意識して戸惑うイヴは可愛らしくていいが、聖癒力のコントロールには集中力が必要不可欠だ。

　想いを告げたことに後悔はない。だが、イヴを困らせたいわけじゃない。

　もともと、イヴの様子次第で部屋まで送り届けるつもりでいたオルフェは「たまにはひとりでゆっくり寝るのも必要だろ」と戻りやすいように伝えた。

　しかし。

「い、いえ！　今夜もおそばにいさせてください！」

　今度はイヴがオルフェの手をギュッと握った。

「お気遣いはとても嬉しいです。でも、寝かしつけのお役目はちゃんとやらせてください」

　自分の都合より困っている誰かを優先する。そんなイヴをオルフェは好ましく思っているし、その優しさに救われ、まっすぐさに惹かれている。

　だが今は少々複雑だ。

「それに私はオルフェ様のものでしょう？　遠慮なんてしないでください」

　まるで、そばにいるのは責務だからと言われているようで。

　祈りの塔で、オルフェがイヴの人生をくれと言ったから尽くしてくれているのではと邪推してしまう。

「イヴ、俺は、君を縛り付けたいわけじゃない。無理に役目を果たさなくてもいい」

「無理はしてません。オルフェ様こそ、しっかり睡眠をとっておかないと、スフィーダで倒れたら大変ですよ」

　スフィーダについてはイヴの言う通りだ。父の代わりを務めるからには、できる限り体調を整えておきたい。

　加えて、モーガンに付け入る隙を与えないよう配慮しなければ。

「わかった。君がいいなら今夜も頼む」

　伝えると、イヴは笑みを浮かべて立ち上がり、いそいそと香の準備に取りかかる。

「今夜はラベンダーにしましょうか。ハーブティーはどうしますか？」

「頼む。今夜の入眠は苦戦しそうだからな」

「もしかして体調でも悪いですか？」

　それなら症状に合ったハーブティーか薬を用意しましょうかと心配するイヴに、オルフェは頭を緩く横に振った。

「体調は悪くない」

　むしろイヴがそばにいてくれるだけでよくなる気がする。

　ではなぜと言いたげにイヴが首を捻り、オルフェは両眉を上げて微笑んだ。

「イヴに手を出さないよう我慢するのは、なかなか骨が折れそうってことだよ」

「えっ」

　頬を染めるイヴを見て、オルフェの忍耐がさっそく試される。

　想いを伝えると、理性はこうも揺らぎやすくなるものなのか。

（これは本当に眠れないかもしれないな）

　それも、不安や苦しみではなく、恋心が理由で。

「悪い。冗談」

　からかったことにしてベッドに横になったオルフェは、今すぐイヴの手を引き組み敷きたい気持ちを必死にこらえるのだった。










【五章】目を覚ます恋心




「イヴ」

　オルフェの声に導かれ、微睡まどろむイヴの意識が夢の国から連れ戻される。

　どうやらいつの間にか眠っていたようだ。

　臙えん脂じ色の大きな車輪がガラガラと回る音を耳に、ぼんやりと馬車内を眺めていると、「まだ眠いか？」と尋ねるオルフェの頭が自分の頭頂部にそっと寄りかかった。

　そこでイヴは、自分がオルフェの肩にもたれて寝ていたことに気づき瞠どう目もくする。

「ご、ごめんなさいっ！」

　慌てて離れると、オルフェは「問題ない」と微笑した。

「それよりイヴ、もうスフィーダが見える」

　到着を楽しみにしていたイヴは、身体を前のめりにして窓の外を覗いた。すると、馬車のすぐ横で黒毛の立派な馬に乗るリカルドと目が合った。リカルドはイヴの意図を悟り、あちらですよと畑や牧場が広がるのどかな田舎町の奥を指差す。

　そこには、王国内でも一二を争う堅牢な城塞都市スフィーダが、崖の上から堂々とイヴを見下ろしていた。

　崖の周りは高い城壁がぐるりと囲んでおり、街ごと守っている。

　まさに難攻不落の様相だ。

「スフィーダは第二の王都とも呼ばれてて、王都になにかあれば王族は皆スフィーダに避難するんだ」

　だが、幸いにもラジェール王国は、同盟を結んでいる隣国とは何百年にもわたり友好関係を保っており、五十年ほど前に起きた内乱も王都に被害はなく、王族がスフィーダに避難したことは一度もない。

「騎馬試合は今日の午後から始まるんでしたっけ？」

「ああ。俺も毎年父上と一緒に見学に来ているが、広いコロシアムでする馬上槍やり試合とは違って平原を利用するんだ」

「以前、試合に参加された患者さんから、実戦訓練も兼ねてるって聞きました」

　実際の戦いと同様に剣や槍を使っての試合となれば、大怪我になる者もいて当然。

　当時のイヴは、騎士の傷を必死に癒しながら深く納得したものだ。

　オルフェは、農作業に精を出す農人たちの仕事ぶりを目にしながら答える。

「そうだ。騎士団でも集団戦の訓練はあるが、大会では勝利したチームに報奨金を与え、目覚ましい活躍をした者は、王専属の近衛騎士団に所属できる権利も得られる」

　それは騎士にとっても名誉であり、国王にとっても、国の盾と矛である騎士の中でも秀でた者らを見極める機会でもあるとオルフェは続けた。

「つまりオルフェ様は今回、陛下の騎士に相応しい者を選ぶお仕事もあるんですね」

「そういうことだ」

　そうやってスフィーダや試合について話している間に馬車は緩やかな坂を上り、跳ね橋を渡ると石造りの大門をくぐって城下町へと入った。

　窓の外に広がるレンガ色の街並みは、紅葉した木々と相まって風情がある。

　石畳で舗装された道を進むと民衆は皆端に避よけ、馬車に向かって一礼した。

　それはスフィーダ城に着くまで続き、城門からは整列した騎士たちが敬礼してオルフェを迎える。

「すごいですね」

「騎馬試合は国家行事だからな。というか、聖女は神官たちにこうして出迎えられたりしないのか？」

「あります。でも、就任と退任の時だけです」

　列をなす神官たちに見守られながら大聖堂の祭壇まで歩き、総大司祭から祈りとティアラのついたベールを捧げられた就任の儀を思い出す。

　あの頃の総大司祭は、まさかイヴが城に滞在し王太子の睡眠をサポートする役目を務めたり、王都を出て直接騎士たちを癒しに行くなど想像もしていなかっただろう。

　今回のスフィーダ行きについても危険だと渋ったらしいが、国を守る騎士たちのため、ひいては王国のためと、またしても許してくれたことに深く感謝する。

（これを機に、聖女の在り方も変わるといいのだけれど）

　サンクチュアリの大聖堂で待つのではなく、たまにはこうして出向けるようになればいい。苦しむ人をひとりでも多く癒せるように。

　イヴは願いながら、オルフェと共に馬車から降りた。

　レンガ造りのスフィーダ城は、質実剛健といった様相だが、エントランスに入ると印象は一変。吹き抜けの天井からは美しいフレスコ画がイヴを見下ろし、豪華な調度品があちらこちらに飾られている。

　その豪奢なホールの中央で、筋骨隆々とした褐色肌の男が一礼する。

「オルフェ殿下、聖女イヴ様、お待ちしておりました」

「ルギド侯爵……いや、団長と呼ばれる方がいいんだったか？」

「ええ。聖女様もどうぞ、気軽に団長とお呼びください」

　ルギドは爽やかに言って、渋く精せい悍かんな顔に笑みを浮かべた。

「は、はい。ええっと……」

　ルギド騎士団長でいいのかどうか。鎧よろいを纏っていないため呼び方を迷うイヴの様子に男は目を見開いた。

「おっと申し訳ありません！　ご挨拶が先でした。聖女様、私は王国騎士団長のシェン・ルギドと申します。この城の管理も任されておりますスフィーダの領主です。この時期は騎士たちが聖女様に世話になっておりますが、今年は特例で聖女様がいらしてくださるとのことで、皆、存分に怪我ができると感謝しております」

　物騒なことを清々しく言うので、イヴは思わず笑ってしまう。

「ふふっ、怪我はしない方がいいですけど、騎士の皆さんが思う存分戦えるならよかったです」

「存分に戦えるということは、力を余すことなく発揮できる。発揮できれば憧れの近衛騎士になれると意気込んでますよ」

　白い歯を見せて笑みを深めたルギド。

　気持ちのよい人柄に、少々緊張していたイヴの肩から力が抜ける。

　ルギドと向かい合うオルフェも、王城内を歩く時よりリラックスしているようだ。

「ああ、今年も楽しみにしている」

　頷き微笑したオルフェを、ルギドは「ほほぅ」と興味深そうに見つめた。

「な、なんだ？」

「いえ、噂は本当だったのかと」

「噂？」

　オルフェが眉を僅かに寄せ、ルギドがにっこりと笑う。

「聖女様が殿下の不調を癒されるようになってから、殿下の雰囲気が柔らかくなったと騎士たちが口にしていますよ」

「なっ……」

　動揺を隠せずに目尻を赤く染めたオルフェの隣で、イヴはなるほどと納得する。

（言われてみれば、丘で再会した時のオルフェ様と最近のオルフェ様はどこか違うかも。というか……）

　イヴとふたりきりの時は雰囲気が柔らかいものに変わる。

　それが自然と人前でも出ているのだとしたら。

（オルフェ様が私を想ってくれているから……とか？）

　そう思うとくすぐったい心地がしてはにかんだ。

　すると、オルフェの数歩後ろに控えていたリカルドが、ここぞとばかりに口を開く。

「そうなんですよー。オルフェ様ってば、聖女様と一緒だとご機嫌な時が多いので、お願い事をするなら今がチャンスです、団長」

「なるほど。では、兵宿舎の増築を」

「去年やったばかりだろ」

「ありがたいことに志願が増えてるのですよ。にしても、殿下の不調だけでなくお心まで癒すとは、さすが聖女様ですね！　ハッハッハッ！」

　大口を開けて笑うルギドにオルフェはいよいよ耳まで赤くした。

「無駄口はいい。仕事をするぞ」

「承知しました、殿下」

　厳しい言い方だが、オルフェは明らかに照れていて。

　そんなオルフェをルギドはまだ少しからかうように恭しく頭を垂れた。

「イヴ、すまないがこれから一時間ほど団長と会議がある。その間、城でゆっくりしててくれ」

「それなら城内を少し歩いて見学させてもらってもいいですか？」

　王城だけでなく、他領の城にも入れるなど滅多にない。せっかくなので、試合会場へ出発するまでの間にぜひ見て回りたい。

「かまわないが、歩きすぎてへばるなよ？」

　片眉を上げてからかうオルフェに、覚えがありすぎるイヴは空笑いする。

「さすがに今日はそんな無理はしません」

　試合が始まれば、立て続けの治療となるだろう。

　体力を温存しておかねば、今夜、オルフェに力を使う前に寝落ちしかねない。

「リカルド、城内でイヴが迷わないように案内してやってくれ」

「はーい。承知しました」

「では、またな」

　ルギドと共に騎士の広間へ向かうオルフェを見送り、イヴはリカルドの案内で城見学へと赴いた。

「じゃあ、どこから見て回りましょうか」

　にこにこのリカルドと共に最初に見て回ったのは、華麗で贅ぜいが尽くされた宴の間だ。

「この広間は名前の通り、祭典や夜会など様々な宴が催される場所です。騎士たちが祝いなどで使うこともあります」

「ルギド騎士団長様が管理してるって仰ってましたけど、普段は誰も住んでないんですか？」

　イヴはよく磨かれた大理石の床の上を歩きながら、後ろに控えているリカルドを振り返った。

「住んでないですね。騎士たちは会議や武器庫の使用で普段出入りしますけど、来客なども王室の許可がない限りはルギド団長の屋敷で対応しているんです」

　リカルドの説明によると、王族がスフィーダを訪れるのは年に片手で数えられる程度。滞在期間も、ひと月を越えることはないらしい。

　そうやって、リカルドからスフィーダ城について聞きつつ、謁見の間、衛兵控えの間、厨ちゅう房ぼうや武器庫などを案内してもらった。

「武器庫って初めて入りました」

「聖女様にはご縁もないですよね。ラジェール城にも武器庫はありますけど、こっちの方が種類も量も勝ってますね」

　城もスフィーダの要塞の一部として機能するということなのだろう。

　感心するイヴに、リカルドは「そろそろ休憩しましょう」と言って、三階のテラスに案内した。いつの間に用意させたのか、赤いクロスが敷かれた丸テーブルに、紅茶と焼き菓子がある。

「どうぞ、召し上がってください」

「ありがとうございます！　リカルドさんもぜひ一緒に」

「お気持ちだけ。俺のことは気にせずゆっくりしてください」

　リカルドとしては、案内も仕事の一環なのだろう。

　だが、自分だけ食べるのも気が引ける。

　そんな困惑がリカルドに伝わったのか、彼は眉尻を下げて微笑んだ。

「では、紅茶だけいただいてもいいですか？　実は喉が渇いていて」

「はい！　ぜひ！」

　イヴは笑みを浮かべ、控えていた侍女がふたり分の紅茶を淹いれる。

「ここから街が見えるんですね」

　スフィーダ城は街の中でも小高い丘に建っており、テラスからは堅固な城壁も望める。また、城壁の東西南北にはそれぞれ要塞があり、肉眼で北以外が確認できた。

「エミリーも一緒に来られたらよかったのに」

「ヴァレイ殿の手伝いがあるんでしたっけ？」

「はい。あ、エミリーはもともとヴァレイ様の侍女だったんです。それを私が奪いました」

「奪った」

　言い方をつっこむようにリカルドが言ってイヴは笑う。

「前の聖女付き侍女が急に辞めてしまって、その時に誰か希望する侍女はいるかと聞かれたので、仲良くしてくれていたエミリーを指名したんです」

　ヴァレイは快諾し、エミリーを聖女付き侍女に任命した。

　けれど、今もヴァレイはエミリーに仕事を頼むことがあり、時々呼び出されている。そのため今回もスフィーダ行きをヴァレイから止められたようだ。

（オルフェ様がつけてくれた侍女がいるから問題はないけど、エミリーはまた別なのよね）

　侍女だけれど、友人のような、姉のような。

　イヴにとってヴァレイ同様、信頼している相手なのだ。

『ぜひお供したかったです』と残念そうなエミリーを思い出しつつ紅茶を飲み景色を眺めていたイヴは、ふと思いついた疑問をリカルドに投げかける。

「そういえば、リカルドさんは騎士なんですか？」

　剣を振るっている姿を見たことはないが、護衛というからには腕が立つのだろう。加えて、オルフェの護衛に任命されるには信頼できる立場でないとならないはず。

　予想通り、リカルドは「ええ、そうですよ」と微笑んだ。

「というか、王族の専属護衛は騎士じゃないと務められないんです」

「そうなんですね。配属先は団長さんが決めるんですか？」

「通常は。でも、俺とアッシュは殿下の指名です」

「アッシュ？」

　現在、オルフェ専属の護衛はイヴの知る限りリカルドしかいない。もうひとりいたのかと首を傾げると、一瞬、リカルドが寂しそうに笑ってイヴは悟った。

「もしかして、亡くなった護衛の……？」

「はい。俺とアッシュは、殿下の護衛でもあり幼い頃からの友人でもあるんです。俺にとってもよき友で、信頼できる相棒でした」

　リカルドはティーカップをソーサーに戻し、静かな声で語る。

「アッシュを喪ってから、オルフェ様はあまり笑わなくなった。いや、もともと愛想のいい人じゃないですけどね」

　アハハと笑うリカルドを見て、イヴはなるほどと得心する。

　リカルドがオルフェに対し、こうして軽口を叩いたり気さくな接し方をするのは、昔からの友だからなのだと。

「それでもアッシュがいた頃はもっと覇は気きがありました。まあ、眠れない影響もあるんでしょうが、このままだと本気でモーガン公に乗っ取られるんじゃないかと冷や冷やしてたんです。でも、あなたがオルフェ様の前に現れてくれた」

　リカルドは感動と安堵が入り交じった笑みを浮かべる。

　聖癒力により、オルフェの不眠は少しずつだがマシになってきている。だが、まだ力を送らずに眠るのは難しいのが現状だ。成果は出ているが完治には至っていないので胸を張れないが、役に立てているのだと感じイヴも微笑する。

「ゆっくりペースで申し訳ないですけど、お力になれてよかったです」

　紅茶を口に含み、鼻を抜けていく香りを楽しんでいると、リカルドは緩く頭を横に振った。

「そっちもですけど、聖女様としてではなく、イヴ様としての意味ですよ」

「私として……？」

　どういう意味かと首を捻るイヴに、リカルドは小さく頷いてみせる。

「オルフェ様から聞きました。聖女になる前におふたりは出会っていて、オルフェ様にとって命の恩人でもある大切な女性なのだと」

「それは私の方こそですよ。殿下が助けてくれたから、今生きてるんです」

　オルフェにも伝えた言葉を話すと、リカルドはにこにこと笑みを深めた。

「では、互いに助け合った関係なんですねー。で、イヴ様はオルフェ様にとって特別な人だからこそ、団長や周りの者たちが気づくくらいに雰囲気が変わった」

「戻った……ではなく？」

「ではなく。前よりもいい感じです。イヴ様がいてくれればラジェールは安泰ですよ～。本当にありがとうございます。という、俺の独り言でした」

「めちゃくちゃ会話してましたけど」

　突如独り言のていにされ、つっこまずにはいられない。

「それはたまたま聖女様の独り言とうまくかみ合っただけです」

　つまり、今した話はオルフェにはなるべく内緒にということなのだろう。

　イヴはクスクスと肩を揺らして笑った。

「わかりました、独り言ですね。たまたま聞こえてしまったけど、他言はしませんので安心してください」

「さすが聖女様。ありがとうございます。ちなみに、ウォレスはアッシュが飼っていた犬で、今はアッシュの代わりにオルフェ様をお守りしてるんですよ」

「ウォレス先輩が！」

「ただ、オルフェ様は団長が本気で騎士団にスカウトしたがっているほどお強いので、俺やウォレスがいなくてもご自分の身を守れるでしょうけど」

　戦争では、王や王太子も戦場に身を置き、騎士や兵を鼓こ舞ぶして共に戦う。そのために剣技を磨くのは王族として当然なのだろうが、そこまで強いと知りイヴは感心する。

「殿下ってそんなに強いんですね」

「はい。十六から三年間、ここで騎士たちと共にみっちり訓練もなさいました。国を、民を、守れる力を得るために。だから、敵の罠にはまり、アッシュを喪ったことを深く悔いてるんです」

　もしも自分が眠ってなどいなければ、アッシュと共に戦い、アッシュは今でも自分の護衛として働いていたはずなのに――と。

　イヴはオルフェの無念と苦しみを慮おもんぱかり、切なく締めつけられる胸をそっと手で押さえた。

「アッシュさんはきっと、命をかけて殿下を守ると決めて、敵と対峙したんですね」

　それが、アッシュが選んだ結末。

　どう生きて、どう死ぬかを自分で選び取ったのだ。

　リカルドが強く確かに頷く。

「アッシュが命をかけて守った殿下を、俺も命をかけて守ると、息を引き取る直前のアッシュに誓いました」

「そうだったんですね」

「あ、これも殿下には内緒で。変に背負ったら困りますから」

　イヴは静かに、けれどしっかりと頷いた。

（私も死ぬなら、選びたい）

　よくわからない相手に身勝手に命を奪われるのではなく、意味のある生の終わりを。

　そして幸運にも、イヴは死に戻りの力により、選び取れるチャンスがある。

　もし、死神から逃れられないのなら、せめて納得のいく最後にしたい。

　だがそれは最後まで足掻きつくしてからだ。

　なによりオルフェと約束をした。

『だが、君は俺のものになった。俺の許しなしに勝手に死ぬなよ』

　だから、生きることを諦めない。

　死に方を選ぶのは、精一杯生きてから。

　後悔のない生き方をしてからだと心に強く刻み、少し冷たい秋風が吹き抜けるスフィーダの空を仰いだ。




　いよいよ試合の時刻が迫り、イヴは小高い丘に設置された観客席から平原を望んだ。

　緑の草を埋め尽くすかのごとく、何百頭もの馬が主人である騎士を背に整列している光景は圧巻のひと言。

　そんな彼らの前に、白馬に跨またがるオルフェが現れた。

　ルギドを従えたオルフェは、背に王家の紋章が描かれた紅色の外套をなびかせ、騎士たちと向き合う。

「貴公らが日夜研鑽を積むのは王国のため、守るべき家族や大切な者たちのため。しかし今日は、その成果を己の目指すもののために発揮する日だ。武器を持ち、誇りを胸に、ラジェールの誉れ高き騎士の姿を見せよ」

　力を尽くし、最高の名誉を掴み取らんとする騎士たちを鼓舞せんと、オルフェは腰から剣を抜き、空へと突き上げる。

「オルフェ・クロフォードの名において、開戦を宣言する！」

　ラッパの音が鳴り響き、騎士たちも武器を掲げ、歓声をあげた。

　空気がびりびりと震え、観客席にいる者たちを圧倒し、興奮させる。

　その熱量を肌で感じながら、イヴの目はオルフェに釘付けだった。

　多くの観衆と騎士たちの視線を浴びても堂々とした姿は、まさに一国を支え導く次期国王に相応しい風格。

　凛り々りしさに目を奪われ見惚れていると、馬の手綱を引いて旋回したオルフェと視線がぶつかった。

　その刹那、微笑まれてベールの下の顔が真っ赤に色づいてしまう。

（この感じ、やっぱり私、オルフェ様のこと……）

　胸が高鳴り、息苦しいような感覚には覚えがあった。六年前、ウォレスと共にいた時も今と同じように、鼓動が忙しなく跳ねていたのだ。

　好きとは。恋とは。

（こんなにも、胸が熱くなるものだったかな）

　ベールの隙間から手を潜り込ませ、そっと頬を押さえる。

「聖女様、始まりますよ」

　護衛の騎士たちと共に後ろに立つリカルドが耳打ちして知らせた。

　平原では二チームに別れた騎士たちが距離を取って向かい合い、それぞれの陣形を形作っている。

「治療の準備はまだしなくても大丈夫ですか？」

「試合が終わる頃で大丈夫です。この試合では医療班の訓練も兼ねているので、聖女様は彼らが手の回らない怪我人の治療を。その者たちは救護室に待機させる手はずになってますので、その時になったらご案内しますね」

「わかりました」

　やがて試合開始の角笛が響き渡り、騎士たちは馬を走らせ勢いよくぶつかり合った。




　――騎馬試合において、守るべきルールがいくつかある。

　その中でもっとも重要なのが、〝死者を出さない〟ということだ。

　騎馬試合はあくまで試合であり、本物の武器を振るうが殺し合うのが目的ではない。

　腕に巻かれたリボンを取られるか、落馬したら脱落。指揮官が破れたらチームの負けが確定し、試合はそこで終了となる。

　そして、万が一死者が出た場合、殺した者がいるチームは問答無用で負けとなる。

　よって、医務室で治療にあたるイヴのもとにも、死の瀬戸際にいるような重症者はおらず……。

「いやー、実は先月、王都にいるうちの母が聖女様のお世話になったらしいんです。まさか親子で世話になることになるとは、これって運命でしょうか」

「偶然だよボケ。さらっと聖女様口説いてんじゃねーよ。てかお前、治療終わったんなら早くどけ。俺の怪我が悪化するだろ。聖女様、俺の怪我もよろしくお願いします」

　和気あいあいとした雰囲気に包まれていた。

　その光景を、イヴの少し後ろで見守っているオルフェが眉をひそめつつ眺める。

「気のせいか、例年より怪我人が多くないか？」

「団長の話によれば、聖女様に癒してほしくてわざと怪我しに行ったり、医療班の手当をあえて断った者たちがわんさからしいです。普段、女っ気がないせいですかね～」

　共に様子を見ているリカルドの報告に、オルフェは眉間の皺を深めた。

　イヴは背後からピリピリした気配を感じつつ、代わる代わる椅子に座る騎士たちの治療に懸命にあたる。

（ちょっとペースが遅れてるかも）

　ありがたくも騎士たちが気さくに話しかけてくれるおかげで緊張せず力を使えているのだが、代わりに集中できない事態に陥っていた。

　これには、いつも横に立つヴァレイがいない影響が大きい。

　代わりに、スフィーダの礼拝堂から派遣された数名の神官らがサポートしてくれているが、治療に関係のない会話が多いのが問題だった。

　大聖堂でもこういったことは度々ある。しかし、常にヴァレイがうまくとりなしてくれていた。

　コントロールが苦手なイヴにとって、今の状況は焦りが生まれる。

「聖女様、ずっとスフィーダにいてくださいよ。僕らがお守りしますので」

「ずっとは無理ですけど、また来年の試合も行けないか総大司祭様に相談してみますね。はい、傷は塞がりました。でも、数日は無理せずに過ごしてくださいね」

　ベールの下で微笑むイヴの口元を見た騎士は破顔する。

「ありがとうございます。僕、聖女様をお守りできるよう必ず強くなって、王都に勤務します！」

（守るのは私じゃなく、陛下や国民では？）

　内心でつっこみ、微笑んで見送る。

　そうして次の患者が椅子に座り、肩の傷を癒していると。

「聖女様は恋愛してもいいんですか？」

「えっ？」

　軽薄そうな笑みを浮かべた若い騎士の質問に、イヴは動揺してさらに聖癒力のコントロールができなくなる。

「最後の一線を越えなければ問題ないんですかね？」

　ずっと疑問だったんですよねと際どい問いかけを続ける騎士に、いよいよオルフェがイヴの隣に立った。

「おいお前、聖女にセクハラを働いていいと思ってるのか」

　こめかみに青筋を浮かべたオルフェは苛立ちを込めた低い声で、抜き身の剣先を軽薄な騎士の眼前に向ける。

「ひぇっ、殿下！　いつからそこにおら、おられ……!?」

　目を剥いた騎士は、ひどく狼狽えてうまく口が回らない。

「さっきからいた」

　冷たい一いち瞥べつをくれながら親指で背後を指すと、騎士の顔がこれ以上ないほどに青ざめる。

　どうやら皆、聖女に夢中で、オルフェがいたことに気づいていなかったらしい。

　それを証拠に、たった今、室内にいる騎士たちの背筋がピンと伸びた。

「お前たち、変な質問をして聖女を困らせるようなら治療は中断するからな」

「申し訳ありません、殿下！」

　窘められた騎士たちの声が重なり、こんな状況ではあるが統率力を発揮したことにイヴは思わず笑う。

　そして、先ほどまでとは一変、騎士たちは無駄口をやめ、真面目な顔で治療を受けるようになった。

　集中できるようになったイヴは、オルフェを見上げる。

「ありがとうございます、殿下」

　小声で礼を述べると、僅かに目元を優しく細めたオルフェは、治療が終わるまでイヴの隣で騎士たちを牽けん制せいし続け、そんな主人の姿をリカルドはにこにこしながら見守っていた。




「はぁ～……疲れた……」

　スフィーダ城の豪華な客室にて、湯あみを済ませてひと心地ついたイヴは、ベッドに腰掛けて息を吐く。

　本日癒した騎士の人数は、普段とあまり変わりない。しかし短時間で行ったせいで、体力と精神力をかなり消耗していた。

「聖女様、こちら、疲れの取れるハーブティーをご用意しました」

　侍女が「よろしかったら」とナイトテーブルにティーセットを置き、イヴは笑みを浮かべる。

「お気遣いありがとうございます。いただきます」

　さっそくひと口飲んで喉を潤す。

「美味しい……優しい味ですね」

　香りがよく舌触りもまろやかで、ふにゃりと肩が下がるイヴを見て侍女は微笑した。

「気に入っていただけてよかったです。聖女様、わたくしどもは今夜はこれで失礼いたします。なにかありましたら、部屋の前で警護している衛兵にお声がけください」

「はい。遅い時間までありがとうございました」

　お辞儀をすると侍女たちも一礼して応え、しずしずと部屋を出ていく。

　再び紅茶に口をつけたイヴは、カップをソーサーに戻してベッドに背を預けた。

　仰向けの体勢で、シルクカーテンが設えられた天蓋をぼんやりと眺める。

（今日はいい経験ができたな……）

　現地で待機したことにより、試合で怪我をした騎士たちをすぐに癒すことができた。

　王都で治療を待つ患者もいるが、やはりこうした催しがある際は出向いて治療するのもよさそうだ。

（あとは、街にも治療が必要な人がいるなら癒してあげたいけど、許可をもらっていないしダメかな）

　総大司祭には、騎馬試合に出場する騎士の手当を目的としたスフィーダ行きを許可されている。あまり勝手なことをすれば、今後の交渉もできなくなる恐れがあるのでこらえるべきだろう。

　とはいえ、許可されたのはオルフェの力が大きい。イヴひとりの説得では簡単には頷いてもらえないだろうが、話し合う価値のある提案なので諦めはしない。

（私、足掻くのが癖みたいになってきたかも）

　これもループの影響か。

　死神に追われるのは困るが、死に戻ることで得られたものもある。

　それは考え方や行動力だけでなく、出会いもそうだ。

　オルフェに再会できたことを改めて嬉しく思い、目を閉じる。

（明日は新月……）

　どうか逃げられますように。

　祈るイヴは、疲労からくる睡魔に手招きされ、あらがえず眠りに落ちた。




　――ゆらゆらと、昏こん冥めいを揺蕩たゆたう。

　空から舞い落ちる羽根のように。絶え間なく打ち寄せる波に、身を任せるように。

（ここはどこ……？）

　疑問に思った瞬間、自分という感覚を取り戻した。

　刹那、身体が形作られイヴになる。

（夢、なのかな）

　非現実的な空間を見渡すと、暗闇だと思われた世界にいくつもの光がうっすらと浮かんでいるのに気づいた。

　近づき、温かそうなそれに手を伸ばすが、掴む前に消えてしまう。

　では他の光を、と再び触れようとするも、直前で霧散した。

　――求めても手に入れられない。

　まるで死に戻りを続ける自分の運命のようだと感じた直後。

『ついに君の命を使う時がきた』

　ノイズがかかったような濁り声が聞こえて身の毛がよだつ。

（この言葉、どこかで聞いた気がする）

　どこだったかと思い出そうとすると、邪魔をするように辺りが一変。

　暗い水底へと場所が移り、イヴは慌てて口元を押さえた。

　夢の中だというのに呼吸ができない。

　誰か助けて。誰か、誰か。

（オルフェ様……！）

　――ごぽり。

　気泡を吐いて見上げる水面は遠く、それでもイヴは諦めまいと水を蹴った。




「……ぷはっ！」

　カッと双眸を見開き、イヴははぁはぁと呼吸を荒らげながら天蓋を凝視する。

（現実、よね？）

　今のは本当にただの夢だったのか。

（聞こえてきたあの言葉……命を使うっていったいなに？）

　まだ少々混乱している頭で考えながら、口から取り込んだ空気を肺いっぱいに満たしていると。

「やっと起きたか」

　いつからいたのか、イヴに寄り添うように横になったオルフェが、片肘をついてイヴを見下ろしていた。そしてその右手はなぜか、イヴの鼻をむんずと摘まんでいる。

「な……なんです？」

「なかなか俺の部屋に来ないから訪ねてみたらグースカ寝てたんで、優しく起こしてやったとこだが？」

　わざとらしく微笑んだオルフェは、手をパッと離して鼻を解放する。

「優しさの意味が迷子になってます」

　思わずつっこみを入れつつ、イヴは内心で安堵した。

　夢の中で苦しかったのは、オルフェが戯たわむれていたからだと。

（死神が夢にまで追いかけきたのかと思ったけど、そうじゃなくてよかった）

　もしくは、追いかけられていたが、オルフェが引き上げてくれたのかもしれない。

「でも、オルフェ様の優しさのおかげで助かりました」

　イヴは身体を起こして正座すると、オルフェに向かって一礼した。

「うっかり役目をサボらずに済んだだろ？」

「はっ、ごめんなさい。それもありましたね！」

　夢見が悪かったせいで頭からすっかり抜けていたが、オルフェはイヴが来ないからとわざわざ部屋まで来てくれたのだ。

「起こしてくれてありがとうございます、オルフェさ――」

　言葉を紡ぎ終えようとしたその時、オルフェの手がイヴの腕を引いて、視界が急速に動いた。そして気づけば。

「あ、あれ……？」

　オルフェに手首を押さえつけられ、ベッドに組み敷かれている。

「すっかり俺のことを忘れていたようだし、これはお仕置きが必要そうだ」

　形のいい眉を上げるオルフェの美しい笑みは、圧が加わっていて恐ろしい。

「ご、誤解です。怖い夢を見たので、ほんの一瞬だけ頭から抜けてただけです」

「だが寝てた」

　図星を指され、イヴは「うっ」と言葉を詰まらせる。

「寝ちゃったのは睡魔に負けてしまったからで、忘れて寝たわけではないですよ」

　そもそも、毎晩一緒に過ごしているのに忘れるはずもない。ただ、ほんの少し気が緩んでいたのは否めないが。

　そんな罪悪感が顔に滲み出ていたようだ。目敏く察知したオルフェが、不服そうな眼差しを向ける。

「本当、君はひどいよな。治療中は騎士たちにセクハラさせ放題だったし」

「い、言い方！」

「でも事実だろ。特にあの恋愛がどうのって奴。俺が止めなかったらどうするつもりだった？」

「え、ええっと、大聖堂にお問い合わせください？」

　実はまだ聖女になりたての頃、プライベートな質問に答えてしまったことがあり、ヴァレイから叱られたことがあった。

『素直なのは君の長所だが、聖女は清く尊い存在だ。聖女らしからぬ印象を与えかねないプライベートな質問には軽々しく答えないように』

　以来、そういった質問はヴァレイや神官たちがうまくかわすので下手に答えるなと口酸っぱく言われているのだ。

「それだと弱い。もっときっぱり拒絶しないと、ああいう手合いは引かないぞ」

「でも、実際そう対処するように言われてるんです。というか！　今のオルフェ様も似たようなものじゃないですか」

「俺があいつらと同じ？　全然違うだろ。あいつらは聖女への邪な興味であーだこーだ言ってたが、俺はイヴのことが好きだからな」

「す、好きでもダメだと思います」

　堂々と想いを告げられ、ドギマギしながらも窘める。

　しかしオルフェに悪びれた様子はない上……。

「嫉妬させる君が悪い」

　胸に宿る嫉しっ心しんまでさらっと打ち明けた。

　オルフェは普段はどこか素っ気ないが、夜会でも今も、イヴに対して真摯に気持ちを伝えてくる。

　そのあまりにもまっすぐな想いに耐えきれず、イヴの頬は熱を持ち、城を囲む紅葉樹のごとく染まった。

「顔が茹ゆでダコみたいだぞ」

「オルフェ様のせいです。あと、ベールを勝手に取らないでください」

　寝てしまう前には着けていたはずのベールがないことに今さら気づいたイヴが文句を言うも、オルフェは悪びれた様子もなく「悪いな」と小首を傾げた。

「でも、俺とふたりきりの時は外すんだし、問題ないだろ？」

「大ありです。恥ずかしいのに隠せないもの」

　ぼそぼそと呟いて、せめてもの抵抗で顔を横に逸らす。

　すると。

「なぁ……今そういう可愛い態度するの、反則だろ」

　弱々しい声がして、ちらりとオルフェを確認したイヴは後悔した。

　影がかかっていてもわかるほどに頬が赤く色づき、イヴを見つめる瞳は熱っぽく濡れているのだ。

　ただでさえ整った顔だというのに、色気まで纏われてしまえばイヴの心臓は騒いで仕方ない。

　だんだんと甘やかな空気に包まれるのに耐えきれず、再び視線を逸らしてしまう。

　しかし、まだ許さないというように、手首を縫いつけていた手が、手のひらに重なって互いの指を絡めた。

「力を送るには、こうして手を繋ぐ方がやりやすいんだったな？」

　改めて確かめられ、イヴは「は、はい」と頷いてオルフェとまた見つめ合う。

　すると、まだ赤らんだ顔を飾る凛々しい口元が小さく開いた。

「じゃあ、口づけたら？」

　囁くように問われ、とんでもない質問にイヴは目を瞬く。

「し、知りません。したこと、ないですし」

　聖女になる前も、なってからも、イヴは誰にも唇を許してはいない。

　故に当然、唇で力を……など、微み塵じんも考えたことはなかった。

　ひとり動揺していると、イヴの手を握るオルフェの手に力が込められる。

「そうか……まだ、したことないんだな」

　呟くオルフェは、瞳に静かな歓喜を滲ませた。

「それなら、俺がしてもいいか？」

　吐息交じりに請われ、イヴの心臓は大きく跳ね、頭が沸騰しそうになる。

「た、試すために、ですか？」

　聖癒力を送れるかどうか。

　そんなお試しで口づけるのなら、頷くわけにはいかない。

　だが、オルフェは怪訝そうに眉をひそめる。

「君はそのためだけに受け入れられるのか？　俺はただ、イヴにもっと触れたいからしたい」

　想い焦がれ、求めているのだと伝えたオルフェの唇が触れ合う寸前まで迫り、今までにない距離で見つめ合う。

「許してくれるか？」

　オルフェの吐息が唇を掠め、イヴは息が止まりそうになった。

　頷いたら、唇が重なるだけではない。きっとそれがオルフェへ返事になる。

（許して、いいの？）

　鼓動がひどく高鳴る中、イヴは自身に問いかけた。

　許すのか。オルフェを想っているのか。

　脳裏にまだ少年だった頃のウォレスと、今、自分を求めるオルフェの姿が重なる。

「イヴ」

　切なく名を呼ばれた途端、胸を満たしたのはいつかの淡い恋わずらいよりも明確な熱い恋慕。

（ああ……私やっぱり……）

　恋に落ちていた。

　いつの間にか、こんなにもオルフェを好きになっていた。

　ようやく気持ちを自覚したイヴは、想いを告げようと口を開く。

「オルフェ様……私も」

　――ゴンゴンゴンゴン。

　突如、乱暴なノック音が聞こえ、イヴは身体を強張らせた。

「失礼します！　オルフェ様はこちらにおられますか！」

　扉越しに聞こえるリカルドの焦った声。

　名を呼ばれたオルフェのこめかみにうっすらと青筋が浮かぶ。

「あの、リカルドさんが呼んでます」

「いい、無視だ。それより続きを」

「オルフェ様っ！　いるのはわかってますよ！　俺がお邪魔なのもわかってます！　ですが火急の知らせです！」

　切羽詰まった声で告げられては知らんぷりできず、オルフェは身体を起こして長い溜め息をついた。

「リカルドの話を聞いたら、仕切り直すからな」

「は、はい」

　オルフェが扉へと向かう中、イヴもベッドから起き上がり、急いでベールを着ける。

　それを横目で確認したオルフェは、扉を開けてリカルドを迎え入れた。

「いったい何事だ。事と次第によってはただじゃ――」

「大変です、オルフェ様！　王都にてプリシラ様が行方不明になったそうです」

　その報告に、オルフェは動きを一瞬止めたが、すぐに厳しい顔つきになる。

「王都に戻る。馬の準備を」

「はっ」

「イヴ、悪いが」

「私も一緒に行かせてください」

　きっと自分は先に戻ると言いたかったのだろう。

　だが、プリシラが行方不明と聞いて、スフィーダでのんびりなどしていられない。

　強い意志を宿したイヴに、オルフェは微笑んで頷く。

「共に来てくれと言うつもりだった。急いで支度してくれ」

「はい！」




　それから三十分後。

　イヴはオルフェが手綱を取る白馬に跨ってスフィーダを出た。

　夜の闇の中、リカルドと数名の騎士たちと共に馬で駆けていく。

（どうか、プリシラ様が無事でいますように）

　祈るイヴの頭上にはうっすらと細い月が浮かび、一行の行く手を頼りなく照らしていた。










【六章】未来を希って




　王都に着いたのは一夜が明け、太陽が天辺を過ぎた頃だ。

　プリシラが行方不明になった話は、すでに城中に伝わっているのだろう。

　皆どこか不安な面持ちで帰還したオルフェに一礼した。

　そして、休む間もなくオルフェに連れられて向かったのは国王の居室だ。

「父上、失礼します」

「ああ、戻ったかオルフェ」

　豪奢なベッドの上、寄り添っている王妃に支えられて身体を起こした国王は、やつれた顔に疲労を滲ませ、腕を伸ばし息子を抱きしめた。

「プリシラは」

　しっかり抱きしめ返したあと、真剣な顔で尋ねるオルフェに国王は弱々しく頭を横に振る。

「まだ見つかっていない。姿を消したのは、お前がスフィーダへ出立した翌日だ。王女付きの侍女が言うには、離宮でゆっくり過ごすと言って部屋を出ていったらしい」

　やはり体調がよくないようで、国王は話し終えると少々つらそうに息を吐いた。

「ひとりでですか？」

　オルフェが確かめると、王妃が代わりに答える。

「ええ。供は必要ない、ひとりになりたいと言われたようです」

　離宮は城の敷地内に建つ、避暑や静養などで利用する小さな館だ。

　イヴは遠目にしか見たことがないが、衛兵も巡回して警備していたはず。

　もし誘拐されるとしても、誰かの目につきそうなものだが……。

　少し離れた場所で話を聞きながら不思議に思っていると、王妃が続ける。

「ですが警備していた衛兵たちの話によると、プリシラ様は離宮へ来ていないと……」

「衛兵の中に怪しい者は？」

　そのあたりについて王妃にはわからないようで、再び国王が唇を開く。

「今探らせている。ところでオルフェ」

　ちらりと国王の視線が自分に向き、イヴは姿勢を正す。

「すみません。ご紹介が遅れました。彼女が聖女イヴです」

「イヴと申します、陛下」

　イヴは緊張しながらも膝を曲げてスカートを摘まんだ。

「おお、そなたが。息子が世話に、ぐっ……はぁ……」

　胸を押さえる国王の背を王妃がさする。

「すまない、そろそろ薬を……」

「ええ陛下、すぐにお持ちします」

　そう言って立ち上がろうとする王妃を、イヴは「そのままで」と止めた。

「王妃様もどうか無理をなさらず。薬は私がお手伝いしますね」

　身重の王妃を気遣ってイヴは微笑んだ。

「まあ、聖女様、ありがとうございます。テーブルの上にあるのがそうです」

「わかりました」

　つわりも病も癒してあげられないが、できる限り役に立とうとテーブルに用意されているティーポットを手にした。

　先に煎じられているようで、ティーポットの横に出がらしになった薬草がガーゼの上に置かれていた。

（捨て忘れたのかな？　それとも煎じたという目印？）

　そんな風に考えながら、くたくたになった薬草から視線を外そうとしたのだが。

（これって……）

　その違和感に気づき、グラスに薬湯を注ぐのも忘れて凝視する。

「イヴ？　どうかしたか？」

　薬を見つめるイヴに異変を感じ、オルフェが怪訝そうに首を傾げた。

「あの……陛下。これは、胸の痛みや苦しさを落ち着ける薬ですか？」

「ああ、そう聞いている」

「でしたら少し配合が間違ってるみたいです。すぐに新しいものを用意させますので、これは飲まずにお待ちください」

　ガーゼで包んだ薬草を手にしたイヴが一礼すると、オルフェも「一度失礼します」とイヴを追って共に廊下に出た。

「イヴ、新しい薬をヴァレイ殿に頼むのか？」

「はい。エミリーに持ってきてもらうようお願いしてきます。私はその間に、陛下のお身体を少しでも癒せるよう色々と試してみますね」

　オルフェのために持ってきた安眠グッズの中に、いくつか役に立ちそうなハーブなどもあったはず。

　それらを取りに戻るためにも、イヴは一度部屋に向かうことを伝えた。

「わかった。リカルド」

「はい、オルフェ様」

　廊下に控えていたリカルドが一歩前に出る。

「騎士隊長たちに騎士の塔に集まるよう伝えてくれ。プリシラの捜索について話し合うと」

「御意のままに」

　緊迫した空気の中、表情を引きしめたリカルドが足早に去っていく。

「プリシラ様はどうしてひとりになったんでしょう」

　オルフェに護衛がいるように、プリシラにも必ず専属の侍女や護衛がついているのが常だ。イヴも、プリシラを見かけるといつもそばに誰かいた記憶がある。

　それがなぜ、その日に限ってひとりになったのか。

「ひとりになるように仕向けられた可能性もあるな」

「誰にですか？」

「それがわからないから調べるんだ。行方不明といえば、街で続いている事件もある。まさかとは思うが、その線も洗うべきだろうな」

　勘繰るオルフェが、部屋まで送っていくと言って歩き出す。

　その隣に並びながらイヴはハッと目を瞠みはった。

（そういえば今夜は新月……）

　前回までの人生では、王女が行方不明になったという話を聞いた記憶はない。

　箝かん口こう令れいが敷かれていた可能性もあるが、もし、今回だけだとしたら。

（私が王都から離れたせいで、死の運命がプリシラ様に移ったなんてことは……）

　あってはならない恐ろしい予想に、イヴの呼吸は知らぬ間に浅くなる。

「話を戻すが、イヴ、父上の薬だが」

「は、はい」

「よく配合が違うと気づいたな」

「色でわかったんです」

　先ほど国王は胸を押さえていたので、肺か心臓に負担がかかっているのだとイヴは察した。

　ならば、使う薬で一番効くのはヴァレイが飲んでいるものと同じものだ。

　使う薬草の色味は茶、白、黄が特徴。似た効能を発揮する薬だとしても、色合いは変わらない。

　だが、調合された薬は違った。明らかに入ってはいけない紫の薬草があったのだ。

　イヴは手のひらを広げ、薬草を包んだガーゼに視線を落とす。

「オルフェ様、前に薬の副作用について話したのを覚えてますか？」

「ああ、組み合わせによっては毒性のあるものになる、だったか？」

　だから注意が必要だと、以前イヴはオルフェに教えた。

「これ、まさにそれなんです」

「毒性があるのか？」

「はい……。鮮やかな紫の花、アムアドニスが入ってます。ただ、量としては今すぐ問題になる量ではないです」

　それでも飲み続けた場合は、ひどい脱力感に苛さいなまれ、いずれは心臓麻ま痺ひを起こす可能性が高くなる。今の健康状態で国王が摂取するのは特に危険だ。

「でも、ヴァレイ様が間違うなんて……」

　もしかしたら、ヴァレイの体調もあまりよくないのかもしれない。

　それでうっかり間違えたということはないだろうか。

「なんにせよ、イヴが気づいてくれて助かったな」

「勉強は嫌いですけど、頑張って覚えておいてよかったです」

　薬草学は人の役に立てるものだからと学んだ甲斐があった。

　やがてイヴの部屋の前に到着し、オルフェと向かい合う。

「大変な時に送ってくださってありがとうございます」

「大変だからこそだ。念のためイヴも気を付けてくれ。もしプリシラが攫さらわれたのだとしたら、犯人がどこをうろついているのかわからないんだ」

　正体不明の誘拐犯が大胆にも城内にいるかもしれない。

　そしてもし、その犯人がイヴの命を狙う者と同一人物だとしたら。

（私の代わりにプリシラ様が犠牲になるなんて絶対にダメ）

　そんなことになるくらいなら、自分が犠牲になる方がいい。

　自分ならループして戻ることができるのだから。

（でも、また死ぬのは怖い）

　最後の瞬間は覚えていなくとも、目覚めた時に引き継いでいる恐怖と痛みを思い出し、身体がぶるりと震えた。

「悪い。怖がらせたか」

　黙り込んだイヴを心配して眉尻を下げたオルフェは、イヴの手を取って自らの手を重ねる。

「大丈夫、君のことは俺が必ず守る。だが、万が一ということもあるから慎重にな」

　出歩く時は必ず護衛を。

　オルフェは扉の前の衛兵にも入念に指示する。

（……もし、同一犯だとしたら、オルフェ様も巻き込んでしまうかもしれない）

　リカルドからオルフェの強さを聞いてはいるが、犯人がどんな人物かわからない以上は万が一ということもある。

（オルフェ様を喪うなんて考えたくもない）

　恋心を自覚した今、イヴにとってオルフェは誰よりも大切な存在だ。

　想いを胸に、オルフェの手を握り返す。

「オルフェ様も気を付けてくださいね」

「ああ、それじゃあまたあとで」

　イヴの手に優しい口づけを落とし、踵きびすを返すオルフェを見送る。

（あとで、か……）

　この時が最後の別れとなるのか否か。

　イヴは、迫る運命の夜を前に、不安と切なさに締めつけられる胸を、オルフェの温ぬくもりが残る手でそっと押さえた。




「エミリー、遅いな……」

　夕刻、イヴは部屋の窓から夕陽に染まる庭を眺めてひとりごちた。

　至急サンクチュアリに戻り、ヴァレイから新しい薬をもらってきてほしい。

　エミリーにそう頼んでからもう四時間以上経過しているが、彼女はまだ戻ってきていない。

　馬車を使ったはずなので、もうとっくに着いてもおかしくないのだが、なにかトラブルがあったのか。

　国王には、効果のありそうなハーブティーを用意し、他の侍女に頼んで持っていかせた。だが、あくまで症状を和らげるだけなので、早めに薬湯を飲ませた方がいい。

（そういえばエミリー、元気がなかった気がする）

　プリシラが行方不明になって怯えているのかもしれないが、薬の話をした時、顔が真っ青になっていた。

　具合が悪いのかと聞いても問題ないと答え、薬を取りに出発したのだが……。

（本当はつらくて、どこかで倒れてしまってる？）

　だとしたら自分が無理をさせたせいだ。

　それに思い返してみれば、ここ最近のエミリーは気もそぞろで顔色が冴えなかった。

　サンクチュアリでも、猫に引っかかれたり、家族の待つ家に帰らなかったり。

　なんだかいつもと違っていた気がする。

　悩み事でもあって、心の負担が身体にも影響を及ぼしているのかもしれない。

（……決めた。心配だし、サンクチュアリに行ってみよう）

　すっくと立ち上がったイヴは「今からサンクチュアリに行きます」と侍女に告げる。

「聖女様、エミリーさんのことでしたら、別の者にお任せしてはいかがでしょうか」

　今の状況で聖女自ら行くのは危険なのでは――。侍女たちはイヴの身を案じてそう提案した。

　しかしイヴは譲らずに首を緩く横に振る。

「サンクチュアリなら私が行った方が融通がききますから」

　別の誰かに頼んでも、サンクチュアリの中には入れない上、こちらで探して連絡すると言われ帰される可能性も高い。

　それなら自分が行って捜し回った方が早くて確実だ。

「わかりました。では、すぐに護衛と馬車を手配しますね」

「ありがとうございます」

　そうしてイヴは三人の護衛に守られ、西へと落ちる太陽を背にサンクチュアリへ赴いた。

　――懐かしい。

　サンクチュアリの大門をくぐったイヴが最初に感じたのは郷愁だった。

　まだひと月ほどしか経っていないのだが、それだけ王城での生活はイヴにとって刺激に溢れ、オルフェとの時間も濃いという証なのだろう。

　護衛の兵と共にかがり火が照らすメインストリートを進む。

　大聖堂は閉堂し、その他の施設も多くが閉館している時間だからか、途中、すれ違う神官たちの数は少ない。

（この時間だと、修道院の自室に戻ってるか食堂だものね）

　だが、イヴに頼まれた用事があるエミリーはどちらにもいないはず。

　薬をもらいに行くとしたら、まずは大聖堂の一階にあるヴァレイの執務室だ。

　大聖堂に到着すると、武具を身に着けているため入堂を許されない護衛を入口で待たせ、ひとりヴァレイの執務室へ向かった。

　閉堂した大聖堂は静かで、自分しかいない廊下に恐怖を感じ、足早になる。

（大丈夫。執務室まであと少し）

　ヴァレイは閉堂後も執務室に籠っていることが多い。皆が食堂で腹を満たしている時間も机に向かい、寝静まる頃にようやく修道院に帰宅することもざらだ。

　病もあるため無理はしないでほしいとイヴが心配しても、ヴァレイは『ありがとう。でもその病を治すためにも知識を深めなければ』と言って聞かず。

　だからきっと今日も執務室にいるだろう。

　ほぼ確信して、ヴァレイの執務室の前に立ったのだが。

「ヴァレイ様？」

　ノックしても声をかけても反応がない。

　隙間からランプの明かりが漏れているので、帰宅したわけではなさそうだ。

「……まさか」

　倒れているのではないか。

　焦ったイヴは「失礼します！」と扉を勢いよく押し開けた。

「ヴァレイ様!?」

　ぐるり、視線でヴァレイの姿を捜すが姿はない。

　彼の人柄を表しているような整然とした部屋は、廊下同様、静寂が漂っているだけ。

「少し席を外してるだけかしら……」

　机の上を見ると、書類が綺麗に積み上げられており、仕事途中で席を立ったわけではなさそうだ。

　机の隣に並ぶ作業台には、皿のついた天てん秤びんや薬草を細かく切る裁断機などと一緒に、蓋ふたが開いたままの薬箱が置いてある。

　この薬箱には研究中の薬が保管されていると以前聞いたが、今は空のガラス瓶がおさまっているのみだ。

　明かりがついているのなら、ヴァレイは戻ってくるはず。

　ここで待つか、それともエミリーを捜しに移動すべきか。

　迷いながらなんとなく見つめていた机に、分厚く古めかしい本が置かれているのに気づいた。

　近寄り、黒い表紙に刻まれているタイトルを読み上げる。

「黒の秘法書……」

　そうやって声にしてからイヴは驚愕した。

「これ、もしかして黒魔術の本!?」

　黒魔術は、悪あしき目的のために行われる不道徳で残酷な呪術だ。人の血肉や命をもって儀式が行われることも多く、その残虐性からラジェール王国では絶対禁忌とされている。

　術者にいかなる理由があろうとも、儀式を執り行った者は処刑を免れない。

　本自体を持つのも危険視されるのだが。

「どうして、ヴァレイ様が……？」

　誰ともなしに呟いた直後、背後からにゅっと伸びてきた布を持つ手に口元を押さえつけられ目を剥いた。

「……んうっ!?」

　本に気を取られすぎていて、気配にまったく気づけなかった。

　パニックに陥るイヴの鼻び腔くうを刺激するのは、胸が焼けるほどの甘い香り。

（この、香りは……）

　以前、薬学の勉強で嗅いだのはもっと薄められたものだが、確か麻酔に使う薬品だ。

　犯人なのか。いったい誰が。

　せめて死ぬ前に顔だけでも確かめようと、崩れ落ちながらもどうにか横顔だけで振り向く。

　そうして見えたのは。

「っ……ごめんなさい……」

　戻ってこなかったエミリーの、悲しみに歪ゆがんだ顔だった――。




　ポタリ、ポタリと頬を叩いて濡らす感覚に、イヴは瞼を震わせた。

　身体がだるく、指一本を動かすのもやっとの中。

「……ま……」

　遠くからなにかが聞こえた気がして、イヴはゆっくりと双眸を開いた。

「せい……ま」

　弱々しくはあるが、耳心地のいいそのソプラノには聞き覚えがある。

「聖女様」

　確かめようと冷たい床から起き上がろうとするが、後ろ手に縄で縛られているようでうまくいかない。

　芋虫のように這いつくばりながら、どうにか声のする方を見やると。

「大丈夫ですか？」

　仄暗い向かいの牢に、プリシラが囚とらわれていた。

　そこで自分も牢に入れられているのだと気づく。

「プリシラ様、ご無事でよかったです……！」

「ええ、牢に入れられてますけれど」

　苦笑したプリシラから軽くつっこみが入り、イヴも力なく笑った。

「無事だけど無事じゃないですね」

　プリシラに指摘されたイヴは、視界のクリアさにベールがなくなっていることに気づく。だがこんな状況で気にしている場合ではない。

　ざらついた岩壁の牢内はどんよりとしていて空気が重苦しい。

「プリシラ様、ここはどこですか？」

「わたくしにもわかりませんの。ヴァレイ様とお薬についてお話ししていたら、気を失ってしまって……気づいたらここに」

「ヴァレイ様と？　プリシラ様は離宮へおひとりで向かったんですよね？」

「ええ。実は、ヴァレイ様に無理を言って、サンクチュアリの図書館に入らせてもらえることになったんです。ですが、誰にも内緒でとの約束でしたので、離宮に行くふりをして城を出ましたの」

（報告の通り、離宮には行ってなかったのね）

　どうやら衛兵の話に偽りはなかったようだ。

　そして、プリシラが続けた話によると、薬草についての文献は王立図書館より聖堂図書館の方が数が多いらしい。

　だが、聖堂図書館の本はすべて貸し出し厳禁な上、部外者は立ち入り禁止。

　それでも父王のため食い下がったところ、ヴァレイは『内緒で一度だけなら』と了承したようだ。

「プリシラ様も意外と行動派ですね」

「あら、聖女様もですの？」

「実は私、サンクチュアリから抜け出した先で、オルフェ様と出会ったんです」

「まあ、運命ですのね！」

　プリシラは、牢屋の柵越しにウフフと笑う。

　のんきに話している場合ではないのだが、気を使ってかもともとの気質なのか、マイペースなプリシラのおかげでパニックにならずに済んでいた。

「もしかして、その恰好は変装したんですか？」

　いつもはドレスを纏っているプリシラだが、今はイヴもよく知る神官服を身に着けている。

「ええ。大聖堂の神官着を、エミリーさんが用意してくれたんですの」

　意図せずプリシラが口にしたエミリーの名に、イヴは気を失う前の光景を思い出して息を呑んだ。

「そうだ……。私、エミリーに薬の匂いを嗅がされて、気づいたらここに……」

　見間違いであってほしいが、一年間、ほぼ毎日共にいて、家族のように思っている侍女を見間違えるはずもない。

「もしかして、プリシラ様もエミリーに？」

「いえ、わたくしはヴァレイ様と紅茶を飲みながらお話をしていたはずが、気づけばこの牢でしたわ」

　さらにプリシラが言うには、牢に食事を運んでくる者がいるが、ローブを目深に被っていて顔はよく見えないとのこと。

　もしそれがエミリーなら。

「いったい、なにがどうなってるの……」

　不安から縛られた手をギュッと握った時だ。

「その問いには、わたしが答えようか」

　いつからいたのか。

　聞き覚えのある声が聞こえて、ハッとなる。

　そうしてその者が姿を現した刹那、イヴは瞠目し、混乱し、言葉を失った。
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　濃紺の夜空を星々が彩り始めてどのくらい経っただろうか。

　騎士たちを伴い城下を巡回したオルフェは、ラジェール城に戻るや真っ先にイヴの部屋を目指し廊下を急ぎ歩いた。

　表向きの用件は父の薬がどうなったかだが、プリシラが失踪した今、イヴの身が気がかりで仕方ないのだ。

（妙な胸騒ぎがする。杞き憂ゆうであればいいが……）

　そうであってほしい。

　だが先ほどから、祈りの塔の屋上に立っていたイヴの姿が脳裏にちらつく。

　イヴが命を絶とうとしていた理由はいまだ不明だ。

　夜会で死神がどうのと話していたが、なにか関係があるのだろうか。

（死神か……）

　もしもそんなものが本当にいるのだとしたら、それはオルフェの大切な者たちの命を奪っていった。

　病で母を。

　暗殺で友を。

　そしてこのままでは、父と妹まで喪うかもしれない。

　そんな恐怖に苛まれているせいか、イヴのことが心配でたまらなくなる。

　早くイヴの姿を見て安心したい。

　腕の中に閉じ込めて離したくないという衝動が湧き上がり、イヴの笑顔を脳裏に描いていた時だ。共に歩いていたリカルドに「オルフェ様」と硬い口調で呼ばれた。

「なにか様子がおかしいです」

　リカルドの視線は、イヴの部屋の前にいる者たちに注がれている。

　落ち着きなく扉の前を行ったり来たりする侍女と、眉間に皺を寄せる衛兵。

　胸騒ぎが膨らみ、オルフェは声を張った。

「何事だ」

「殿下！　実は、聖女様が戻られておりません」

　衛兵の報告に心臓が速度を速めて暴れる。

「どこへ行った？」

　顔に焦燥を滲ませた侍女が口を開く。

「サンクチュアリに向かった聖女様付きの侍女が戻らず、様子を見に行くと仰られ、護衛を連れて出ていきました」

「いつの話だ」

「夕刻なので、三時間ほど前です」

　三時間。さすがにもう戻ってきてもおかしくないが、エミリーがまだ見つからずに捜し回っているのか。

　もしくはすでに見つけたが、寄り道でもしているのかもしれない。

　そうであってほしい。だが、頭の中で警鐘が鳴り響く。

「……嫌な予感がする」

　オルフェがこぼした声に、リカルドは眉をひそめた。

「まさか聖女様も？」

　あってほしくない予想を耳にしたオルフェは急ぎ踵を返す。

「オルフェ様、どちらへ？」

「サンクチュアリだ」

　リカルドに短く答えたオルフェは、得体の知れないなにかが鎌首をもたげて笑っているような気がし、拳を強く握ると足早に厩きゅう舎しゃを目指した。




　サンクチュアリに到着すると、門番の兵と深刻な面持ちで話している騎士がオルフェに気づいて駆け寄り敬礼する。

「殿下！」

「イヴの護衛にあたっている者だな。イヴはどうした」

「二時間前に大聖堂に入ったきりお戻りになられず、神官たちに確認してもらったのですが、聖堂の中にはいないとのことで、現在サンクチュアリ内を捜索中です」

　当たってほしくない予感ほど的中するものなのか。

　イヴまでが消えてしまったと知り、心が壊れてしまうような感覚と共に息苦しさを覚え俯いた。

「オルフェ様」

　気遣うリカルドの声に、唇を引き結ぶ。

（冷静になれ。まだ喪ったわけじゃない）

　それにイヴは約束をした。

『だが、君は俺のものになった。俺の許しなしに勝手に死ぬなよ』

『わかりました。お約束します』

　そして自分も誓った。

『大丈夫、君のことは俺が必ず守る』

　決意を胸に、深く息を吸って顔を上げる。

「総大司祭殿やヴァレイ殿に報告はしたか」

「総大司祭殿には神官らが報告に。ヴァレイ大司祭殿は行方を掴めず、こちらも現在捜しているようです」

「ヴァレイ殿も？」

　イヴはエミリーに薬を持ってきてもらうと言っていた。そのエミリーが戻らず、イヴも消え、ヴァレイもいない。

　イヴが大聖堂に向かったのは、十中八九、ヴァレイの執務室を訪ねるためだろう。

　きっとエミリーもそうだ。

　しかしふたりが戻ってこなかったとなれば。

「オルフェ様、例の報告はやはり」

　声をひそめたリカルドにオルフェは頷く。

「ひとまずヴァレイ殿の執務室を調べる。悪いが君は総大司祭殿にその旨を伝えてくれるか」

　許可を取ってからでは手遅れになる可能性もある。

　騎士が「御意のままに」と一礼し去っていくと、オルフェもまたリカルドと共に大聖堂へと走った。




　たまたま居合わせた神官に案内を頼み、ヴァレイの執務室へ入ると、そこには誰もいなかった。

　オルフェとリカルドは部屋を見回す。

「サンクチュアリは確か、有事の際の避難場所になっていたな」

「ええ。なので、王城と同じく隠し通路もあるかと」

　敵から身を守るための秘密の通路。城の場合は王族と側近のみが入口を把握しており、いくつかの通路は城下町まで繋がっていて脱出も可能だ。

　イヴは大聖堂から出てきた様子もなく姿を消した。そして隠し通路が存在しているとなれば、そこにいる可能性は高い。

　だが、あくまでも可能性であり、そもそもここにその入口があるかもわからない。故にこれは勘だ。しかし、巡回中に受けた〝例の報告〟という裏付けがあっての勘。

　オルフェは城にある隠し通路の入り口に倣い、怪しい場所を探していく。

　本棚が可動するか。床に扉がないか。

　リカルドも額縁の裏などを念入りに調べる。

「……オルフェ様、これってもしかして」

「見つけたか？」

　オルフェは振り返り、壁際にしゃがみ込むリカルドを見やる。

　リカルドが見つめるのは柱の下部。そこには、ひらひらとした白い布のようなものが挟まっていた。

「これは……イヴのベールだ」

　レースがあしらわれたそれは、イヴが身に着けていたもの。

　まるで柱に食われたかのような状態で、ここになにかがあると知らせていた。

　よく見ると柱の一部に窪くぼみがあり、リカルドが指を引っかけて引くと柱が扉のように静かに開く。

　オルフェは全貌を見せたイヴのベールを拾い上げ、リカルドに渡した。

「それを総大司祭殿に見せて、隠し通路の捜索許可をもらってくれ」

　指示してさっそく通路の中に足を踏み入れたのだが。

「いやいや、まさかおひとりで行くつもりですか」

　驚きと呆れの入り交じったリカルドの声に引き止められる。

「ふたりで入って閉じ込められたら分が悪い。だからお前は許可を得たら護衛たちを連れてきてくれ」

「通路が複雑だったら？」

「どうにかなる。不安なら地図でももらえ」

　それよりも早くイヴのもとに駆けつけなければ。

　そんなオルフェの苛立ちを悟ったのだろう。

　リカルドは溜め息をついて「わかりましたよ」と了承した。

「ただし無茶はやめてくださいよ。オルフェ様になにかあったらモーガン公の思うつぼです」

「わかってる。うまくいけばアッシュの敵討ちができるかもしれないこともな」

　これですべてがうまく収まるとすれば、イヴとの再会は導きだ。

　そんな明るい未来を切に願い、リカルドと別れたオルフェは螺ら旋せん状の通路を下った。
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「ど、どういうことですか……」

　これはなにかの冗談か。

　イヴは強張った笑みを浮かべ、声を震わせて尋ねた。

　鉄格子の向こうから、黒曜石を思わせる瞳で自分を見下ろすヴァレイに。

　向かいの牢屋に閉じ込められているプリシラも、ヴァレイが現れたことに驚いているようで、困惑し、眉根を寄せている。

「わたしの可愛いイヴ。君は最後の手段にするつもりだったんだよ」

　最後の手段とは、いったいなんの話なのか。ゆったりと微笑みかけるヴァレイの言葉が理解できず、イヴは激しく瞬きを繰り返す。

「だが、君は気づいてしまった。陛下が飲んでいる薬がおかしいと」

「は、はい。アムアドニスが入ってました。あの組み合わせでは、陛下の心臓に逆に負担がかかります」

「そう、正解だ。君は勉強嫌いだが、人に尽くすための努力は惜しまない。聖女になるべくしてなったのだとわかるよ」

　ヴァレイは優しい笑みを湛え、イヴの成長を喜んだ。

「飲めば負担がかかる。飲み続けたら陛下は死んでしまう。だから君は、正しい薬を手に入れるためエミリーをわたしのもとによこした。そして私はそれを利用した」

「利用……？」

「言っただろう？　君は気づいてしまったと。だから、今夜プリシラ様で足りなければ、戻ってきた君を予定通り使うことにしたんだ」

　説明するヴァレイの笑みが、にわかに怪しく歪む。

「ヴァレイ様……さっきからなんの話をしてるんですか？」

「エミリーが戻らなければ、優しい君は心配して必ずここへ来ると思ったよ」

　イヴの問いには答えず、ヴァレイは悦に入って頷くだけ。その不穏な言葉と雰囲気に、今まで黙って様子をうかがっていたプリシラが口を開く。

「ヴァレイ様、いまいち要領を得ないのですけれど、聖女様をおびき寄せるためにわたくしを攫ったり、父上の薬をわざと間違えたということですの？」

　ヴァレイがプリシラを振り向くと、編み込んだ藍色の髪が肩から落ちて揺れた。

「いいえ、王女殿下。陛下の薬はもうずっと間違えたもののままです」

「なん、ですって？」

　プリシラが愕然と呟き、イヴも衝撃の事実に耳を疑う。

「わたしはわたしの目的のため、ある方と取引をしています。その方からの依頼は、病にみせかけて陛下に死んでいただく、というものです」

　嘘か真まことか。

「心苦しいですが」と、ヴァレイは愁うれいを帯びた表情で告げた。

「その者は誰ですの」

「申し訳ありませんがお教えできません。それと、イヴの件とあなたが囚われているのは無関係」

「で、ではなぜですの？」

　腑ふに落ちない顔をするプリシラにヴァレイは「ご説明しましょうか」と微笑んだ。

「あなたは薬について興味を持たれている。陛下のためにと知識を身につけることは素晴らしいことです。ですが、あなたに詳しくなられると、わたしと取引相手、双方にとって都合が悪いのです」

　イヴのように薬の違いに気づかれるだけでなく、調合までされてしまうかもしれない。そうなれば計画は失敗に終わる。だから、サンクチュアリの図書館に案内するというのを口実に、ひとりで来るよう仕向けたのだとヴァレイはどこか得意げに続けた。

「それと取引相手にとって、あなたを儀式に使用するのは都合がいいとのことでして。本来、予定通りなら今夜はイヴを使うつもりでしたが、残念ながらスフィーダに行くことになった。それなら取引相手のご要望を優先しようということで、プリシラ様にお越しいただいたのです」

　取引相手の希望でプリシラを捕らえたと語るヴァレイの背に、イヴは顔を強張らせながら問いを投げる。

「ヴァレイ様は、取引になにを要求しているんですか？」

　国王の命を削る対価は。

　ヴァレイが振り返り、己の胸に手を当てる。

「もちろん、私が生きるために必要なものだよ」

　そんなこともわからないのかと揶や揄ゆするように、ヴァレイは彼らしくもなく鼻で笑った。

「君は知っているだろう？　わたしの病は治ることなくわたしを蝕み、命を奪う。だから探したんだよ。病から逃れ、生きていく方法を」

「もしかして、治療法が見つかったんですか？」

「そうなんだよイヴ！　わたしはね、悪魔の力を借りれば生きられるんだ」

　――悪魔。

　そのおぞましい響きに背筋が冷えると同時、執務室にあった黒魔術の本を思い出してイヴは青ざめた。

　先ほど出た儀式という言葉は、まさか。

「ヴァレイ様……黒魔術に手を染めるつもりですか？」

「つもりではなく、もう染めているよ。ただ、女性を工面するのがなかなか大変でね。だから、取引相手にお願いして毎月の儀式に間に合うよう届けてもらってるんだ」

　にこやかな口ぶりのせいで、部屋に飾る花を定期的に届けてもらっている話のように聞こえるが、人が運ばれているのだ。

　なんでもないことのように話しているヴァレイの姿にイヴは恐怖を覚え、震えが止まらない。

「でも、最近は娼館の女性ばかりで困っていてね。彼女たちのほとんどは乙女じゃないだろう？」

　ヴァレイはそう言って腕を組み、心底困っている様子で頭を横に振る。

（娼館の、女性って……どこかで）

　聞き覚えがあると思った瞬間、脳裏に浮かんだ会話。

　そうだ、城の廊下を共に歩くオルフェが真剣な面持ちで語っていた。

『ああ。もう一年くらい経つが、月にひとりの頻度で行方不明者が出てる。しかも、決まって皆若い女性で、ここ半年ほどはなぜか娼館で働いている者の失踪が多い』

　まさか、まさかまさか。

「嘘、ですよね……？」

　唇を戦慄わななかせて絶句するイヴに、ヴァレイはうすら笑う。

「死を恐れ、生きる希望に縋るのはごく自然だろう？」

　救いを求めて大聖堂に訪れる人々に説くような口調で言ってヴァレイが微笑する。

　しかしイヴは首を激しく横に振った。

　駄々をこねる子供のように必死に、それは間違っていると。

　プリシラがごくりと唾を呑み込む。

「その、女性たちは今どこに？」

　安否を心配し、確認する。

　イヴが怖くてできなかったそれを、恐る恐る。

「ご安心を。皆、神のみもとに」

　穏やかな声色で告げられた残酷な答えに、プリシラは「なんてことを」と涙を浮かべ嘆いた。

　だが、それを聞いてもにわかに信じられない……いや、信じたくないイヴは「嘘ですよね……？」と蚊かの鳴くような声で言問うた。

「そんなことしたら邪気だってたくさんついているはず」

　だが、ヴァレイはいつだって清らかだった。

　だからきっとヴァレイではなく別の誰かが――。

「ああ、やはりか。イヴがなにも言わないから穢れていないのだろうとは思っていたけれど、命を奪っても邪気に侵されないのは、私がサンクチュアリで働く者だからだろう」

　聖域に勤めているからだと話しながら罪を認められ、イヴの小さな希望は打ち砕かれた。

　ヴァレイは自分自身のために、人を殺あやめている。

　人を救う素晴らしさをイヴに語っていたヴァレイが。

　今の今まで恐怖と疑念に覆いつくされていた胸中を、湧き上がる怒りが塗りつぶしていく。

「命を奪うなんて……！　ヴァレイ様は、あなたが恐れる死神そのものじゃないですか！」

「だが、生きることを悲嘆している者もいた。わたしは苦しんでいる者を救ってもいるんだよ」

　よき行いであると自分を正当化するヴァレイにイヴの言葉は届かない。

　どうしたらいいのか。

　牢にいるため逃げられる状況にはなく、今は説得するしか方法はない。なんとかしないと、プリシラが儀式の犠牲にされてしまう。

　焦り歯を食いしばるイヴに、ヴァレイはにこりと微笑みかけた。

「さて、そろそろお喋しゃべりは終わりにしようか。エミリー」

「……はい、ヴァレイ様」

　いつから待機していたのか。物陰からすっと現れたエミリーは、俯いてイヴと目を合わせない。

「まずはプリシラ様から陣へ」

「わかりました……」

　エミリーは指示通りに、淡々と牢の扉に鍵を挿す。

「エミリー……どうして」

　イヴの落胆した声にエミリーは答えない。代わりにヴァレイが再び口を開いた。

「エミリーは本当に賢い働き者でね。イザベラのことを勘付かれた時はさすがに焦ったけれど、家族のためにとこうして力を貸してくれてるんだ」

　イザベラとは急に退職してしまったイヴの侍女だ。

　退職理由はわからないとヴァレイから聞かされていたが……。

「イザベラも、ヴァレイ様が……？」

　懐かしい名を恐る恐る口にして確かめるも、ヴァレイはもったいぶるように微笑むだけ。

　だが、否定をしないのが答えだ。

（嘘でしょう……イザベラ……）

　知っている者まで手にかけられていたなどにわかに信じられないが、自分たちがこうして捕らえられているのが真実だと物語っている。

（それにしても、家族のためってどういうこと？）

　ヴァレイから報酬でももらっているのだろうか。

（聞かないとわからない。でも、今は聞いたって答えてくれない）

　エミリーに関して今のイヴがわかるのは、度々頼まれていた〝ヴァレイの手伝い〟に、恐ろしい儀式も入っていたということだけだ。

「エミリーさん……こんなことをして、あなたも重罪は免れませんわよ」

　覚束ない足取りで牢から連れ出されたプリシラが、手首を縛る縄を引くエミリーに現実を突きつける。

　しかしエミリーは俯いたままで、その表情はうかがえない。

「さて、プリシラ様で失敗したらイヴの番だよ。まさか戻ってきてくれるなんて、運命はやはりわたしが生きることを望んでいるようだ。そうだイヴ、君も礼拝堂においで。ご褒美に、君には特別に儀式を見せてあげよう」

　名案とばかりにヴァレイは眉を上げ、イヴも牢から出した。

「ヴァレイ様、お願いです。儀式に使うのは私だけにして、プリシラ様は助けてあげてください！」

　オルフェのためにも、せめてプリシラだけは。

「残念だけど、それはできない。プリシラ様を逃がせば、今後の取引に支障が出てしまうからね」

　岩壁に囲まれた通路を蛇だ行こうする間も説得を試みるも、ヴァレイの心は動かない。

　やがて礼拝堂と思しき部屋に入った瞬間、イヴは奇妙な感覚に陥った。

　壁に並ぶいくつもの蝋燭と、二体の美しい女神像。

　背の低い石の祭壇を中心に置いて描かれた禍まが々まがしい魔法陣。

　訪れたことがないにもかかわらず、イヴには見覚えがあった。

　何度も――そう、何度もここで、絶望したのだ。

　いつかの自分の最期の嘆きが頭の中に響いてフラッシュバックする。

（そう、よ。間違いない）

　前回はこの祭壇の上で目覚め、逃げようとして腹部を刺された。

『ごめ……っ……ごめんなさい』

　ヴァレイに指示され、逆らえず、涙を流したエミリーに。

（私はいつも、ヴァレイ様のために殺されていた……！）

　兄のように信頼しているヴァレイの凶行によって。

　胸が切り裂かれるような衝撃が走る。

　絶望し、瞬きさえ忘れ、苦しみに顔を歪ませながら、礼拝堂について説明するヴァレイを見つめた。

「サンクチュアリの地下通路は元来、敵が攻めてきた時などに使う隠し通路なんだ。何日間か隠れていられるように水源もあるし、このように礼拝堂も牢もある。けれどラジェールは平和だろう？　使う機会もそうそうないから、わたしがこうして有効活用させてもらってるんだ」

　ヴァレイは前回もこんな風に流りゅう暢ちょうに話していただろうか。

　細かいところまで思い出せないが、ここで命を奪われるのは間違いない。

　家族だと感じているほどに大切な人の手によって。

　目の前にある現実が苦しくて、呼吸が浅くなる。

（いっそ、夢であればいいのに）

　そう願って、気づく。

　心の弱さ故に真実を受け入れられず、防衛本能が働き、記憶に蓋をしてしまうのではと。

　今回もここで死ぬのなら記憶は蓋をされ、また収穫祭の日に遡るだろう。

　そして、ヴァレイが犯人だとわからないままそばで過ごし、新月の夜がきて殺されるのだ。

　だが、もう終わりにしなければ。現実を受け入れ、ループを終わらせる。

　そのために足掻いてきたのだから。

（でも今は、プリシラ様を逃がすのが先）

　ヴァレイに言われ、魔法陣の外に膝をつかせられたイヴは、なにか手段はないかと辺りを見回す。しかし、目ぼしいものは見当たらない。

「やめて！　離しなさい！」

　祭壇に転がされたプリシラがもがくも、無表情のエミリーは慣れた手つきで、四隅に設置されている拘束具で動けないよう足を固定する。

　そして次は手を拘束しようと、縛っていた縄を切ったのだが。

「触らないで！」

　体力が落ちていながらも抵抗するプリシラが暴れ、エミリーの腕に傷をつけた。

　その引っかき傷は、以前エミリーが猫にやられたと言っていたものに酷似していて……。

（だから、私の治療を受けるのをためらったのね）

　被害者につけられた、罪の証だから。

（もっと早く気づけてたら、なにかが変わっていたかもしれない）

　ヴァレイの心が壊れかけていることに。

　エミリーが見せていた小さなサインに。

　何度ループしてやり直しても変わらない結末。

　ふたりのそばにいても、なにもできなかった不甲斐なさに涙が頬を伝って落ちる。

「エミリー、いつも言っているだろう。先に薬を使いなさい。もたもたしていたら新月の夜が終わってしまう」

「は、はい。申し訳ございません」

　エミリーはプリシラの身体を必死に押さえつけながら、エプロンのポケットから布を取り出した。それが自分の意識を失わせたものと同じだとイヴは瞬時に悟る。

「エミリー！　やめて！」

　悲鳴交じりに叫ぶも、エミリーが躊ちゅう躇ちょしたのはほんの一瞬だけ。

　プリシラの口元に布が押しつけられ、イヴが助けようと片膝を立てたその時だ。

「イヴ！　走れ！」

　女神像の後ろから飛び出してきたオルフェが、エミリーを突き飛ばした。

「うっ！」

　勢いよく床に頭をぶつけたエミリーは、脳のう震しん盪とうを起こしたのかそのまま動かなくなる。オルフェはその隙に腰の剣を抜き、プリシラを捉えている拘束具を叩き切った。

　そして、オルフェの指示に一拍遅れて動いたイヴは。

「ああっ！」

　ヴァレイに髪を掴まれ、強い力で引き戻されてしまう。

「相変わらずお転婆だな。ダメだよ、イヴ。君はわたしの命になるのだから」

　おとなしくしていなさい。

　背後から耳元で囁いたヴァレイは、イヴの喉元にひたりと短剣を当てがった。

　ひ、と声にならない悲鳴を呑み込み凍りつく。

　しかし、そんな窮地の中でも、プリシラだけは助けられたことに安堵した。

　万が一自分がループできなかったとしても、プリシラは無事だ、と。

「これはこれはオルフェ殿下。かくれんぼがお上手で」

「それはこちらのセリフだ。こんなところでこそこそとなにをしているのか説明願おうか」

　オルフェは祭壇の妹を片腕で抱き起こし、剣の切っ先を足元のエミリーに向ける。

　そして藍色の瞳は、乱暴にイヴを捕らえるヴァレイを睨みつけていた。

「お兄様……ヴァレ……父……えに毒薬を……見返りに、ここで何人もの女性を……殺め……」

　薬のせいで朦朧としながらも、プリシラは唇を動かし兄に報告する。

　オルフェは、ヴァレイの動向を注意深く見ながら、切れ切れの言葉を冷静に繋いだ。

「なるほど。毒薬を依頼したのはモーガン公だな、ヴァレイ殿」

「随分はっきりと名をあげますね」

「ラジェールの優秀な臣下たちが見つけてくれたんですよ。行方不明になってる娼婦たちを、公爵の部下が買ってる証拠を。その後、名を偽らせ、サンクチュアリの侍女として派遣されてることもな」

　侍女に扮した娼婦たちがどうなったのか、身をもって知っているイヴの背筋に悪寒が走る。

「そして今、ここでの貴公の行いがすべてを明かしている」

　毒薬と、王女と聖女の拉致監禁、殺人未遂。

　これだけでも十分に罪は重く、言い逃れはできない状況だ。

　しかしヴァレイは追い詰められてもなお一切動揺を見せず、静かに口を開く。

「人は皆、なんらかの瀬戸際に立たされると本能であらがうもの。それは自然であり、わたしの行いも自然だ。生きるために、あらがっている」

「自分が生きるためにイヴを傷つければ後悔するぞ」

「後悔？　そんなものはとうに感じなくなりました。ああでも、確かにイヴだけは別でしょう」

　ヴァレイが愛いとしむようにイヴの耳元で囁く。

「可愛いイヴ。さっき君が眠っている間に聖紋を確認して安心したよ。不眠治療なんて名目で毎晩殿下と過ごして、手て籠ごめにされたらどうしようかとハラハラしていたんだ。夜会だの大会だのと君まで我儘言ってわたしを困らせて。でも、君はわたしのために乙女のままでいてくれたんだね」

　嬉々とした声で告げると、感嘆の息を吐きながらイヴの喉に添えている短剣をくっと食い込ませた。

　ぷつり、皮膚が僅かに裂けて血が一筋流れる。

「っ……う……」

　イヴは走る痛みに顔をしかめつつも、いつでも死に戻れるように内なる力に意識を集中させた。

「ヴァレイ殿、今すぐにイヴを離せ。それ以上傷つければ、貴公を楽に死なせてはやれない」

　オルフェが冷酷な声で威嚇する。

　しかし、ヴァレイは微笑みを携えたまま、イヴに語りかける。

「そうそう、わたしの願いを叶えてくれる悪魔は新月の夜と穢れない乙女の血を好むんだが、今までの女性たちはお気に召さなかったようでね。けれど、聖女である君の血なら、きっと叶う」

　どこか夢見心地でうっとりと目を細めたヴァレイは、イヴのこめかみに頬ずりした。

「イヴ、わたしのための贄にえとなり、わたしの中で生きてくれ」

　短剣を持つ腕の角度が上がり、死の時を目前に息が止まる。

「ヴァレイ・オムニア！」

　熱いきり立つオルフェが礼拝堂に怒号を響かせ、剣の切っ先をヴァレイへと向けた直後。

「やりなさい」

　突如、ヴァレイが指示を口にし、短剣を手にしたエミリーがむくりと起き上がるのが見えて、イヴは双眸を瞠る。

「危ない！」

　イヴが叫ぶのと、とっさに振り向いたオルフェの脇腹に短剣が刺されたのはほぼ同時だった。

　すでに意識を失っていたプリシラが再び祭壇に倒れ、脇腹を手で押さえるオルフェは呻き、膝から崩れ落ちる。

「ごめ……ごめんなさい……」

　エミリーは手を震わせ、涙を流し、二歩、三歩と後ずさりながら両手で顔を覆った。

「オルフェ、様……？」

　祭壇が邪魔で、イヴからはオルフェの様子は見えない。

「オルフェ様……！」

　涙声で名を叫ぶも返事はなく、イヴの胸に激しい痛みと後悔が押し寄せる。

「また、私のせいで……巻き込んで……」

　六年前の事故の光景が脳裏をよぎり、呼吸が浅くなる。

「今回だって祈りの塔を抜け出してお祭りに参加しなければ、オルフェ様と会わなかったのに……」

　再会しなければ共に過ごすこともなく、今ここにいるのも自分だけだった。

　プリシラもオルフェも巻き込まずに済んだのだ。

「おや、勤めをサボった上に抜け出していたなんていけない子だね。だが、わたしは君と殿下が会えたことに感謝しているよ。おかげでこうして殿下をおびきだせた。殿下がいなくなれば、あの方はもっとわたしに必要なものを工面してくれるだろう」

　よくできたねとイヴの頭を撫でて微笑むヴァレイの姿に、イヴはぽろぽろと涙をこぼす。

　ヴァレイの心は壊れてしまっている。病に侵され、死への恐怖に心を蝕まれて。

「そんなこと言わないでください。優しいヴァレイ様に戻って……」

　聖女になってから六年の間。イヴは、自分を見守ってきてくれた指導係がどれだけ優しく愛情深いかを知っている。

　仕方ないなと苦笑している時も、ダメじゃないかと眉をひそめる時も。

　いつだってそこにはイヴを、相手を思う心があった。

　最近だってそうだ。イヴを気遣う言葉をかけ、微笑んでくれていた。

　心が壊れているとしても、その本質は変わらない。

　変わらないのなら、戻れるはずだ。

　ヴァレイと過ごした日々を思い出し、僅かな望みをかけて願う。

　するとヴァレイは、眉を下げて悲しそうに微笑んだ。

「戻っても死に怯えるわたしがいるだけだ。だからもう、このままでいい」

　初めて弱さを垣間見せたヴァレイに、イヴは唇を噛んで首を横に振る。

「よくないです！　私だって怯えてきました！　ヴァレイ様に何度も何度も殺されて！　でも諦めない！　つらいし怖いけれど、諦めなければきっと、生きていける未来があるって信じてるから！」

　戻るのは、絶望の先の未来のため。今までの苦しみを無駄になどしない。

　嚙みつくような剣幕で訴えるイヴを、ヴァレイは信じられない目で見つめた。

「わたしに、何度も……？　まさか君は、文献に書かれている特殊能力持ちの聖女なのか？　しかも、死んで時を戻れる？」

　イヴはあえて頷かなかったが、ほぼ確信しているヴァレイは目を爛らん々らんと輝かせる。

「なんと羨ましい……！　その力、わたしにも使えないのかい？」

　病を患う前に戻ることも可能か。

　ヴァレイは悪魔に頼る以外の方法を見つけて興奮したせいか、激しく咳き込んだ。

　吐血までしたようで、イヴに短剣を当てたまま、その腕で口を拭う。

「はぁ……はぁ……時間が、ない。ないが、死に戻れるなら時間は無限だ。薬の研究も続けられる」

　いずれは病に効く薬を開発できるかもしれない。

　希望を胸にヴァレイは懇願する。

「どうすればいいんだい？　君と共に死ねばいいのかな？」

　仄暗い瞳に笑みを乗せ、不穏な言葉を吐いた直後。

「ぐっ……なん……」

　ヴァレイが身体を硬直させ、呻き、短剣を落としてよろめいた。

　いったいなにが起きたのか。

　瞬きも忘れヴァレイの様子をうかがっていると。

「イヴ！」

　倒れてしまったはずのオルフェの声が耳を打ち、力強い手が肩を掴んで攫うように抱き寄せられた。

「無事か？」

　オルフェは尋ねながらヴァレイの首元に長剣を突きつける。

「は、はい、オルフェ様こそ、無事でよかったです……っ」

　双眸を潤ませて見上げると、オルフェは安心させるように微笑した。

「イヴのおかげで急所を外せた」

　エミリーに刺される直前、オルフェはイヴの視線の方向に気づいた。それでエミリーの気配を察知し、間一髪で深手を負わないよう動いたのだ。

　そして、オルフェを刺した短剣は今、仕返しのようにヴァレイの脇腹を突いている。

「抜くことはもちろん動くのもあまりよくないのは、薬師である貴公ならわかるだろ？」

「っ……エミリー、は、なにを」

　ヴァレイは呻き声で言って、睨みつけるようにエミリーの姿を捜す。

「イヴの侍女なら、そこでおとなしくしてもらってる」

　言われて視線をやると、祭壇に寄りかかるようにして朦朧としているエミリーがいた。そばには、プリシラに使われた布が落ちている。

　効力は薄まっているようだが、動きを奪うには十分だったらしい。

「もう終わりだ。ヴァレイ殿」

　オルフェが静かに告げた時、遠くからいくつもの足音が聞こえてきた。

　ヴァレイはがくりと膝をつき、荒い呼吸を繰り返す。

「ああ、イヴ……どうかわたしを、死に戻らせてくれ」

　イヴは大粒の涙をこぼして「それはできません」と頭を横に振る。

「ヴァレイ様……病気を治してあげられなくてごめんなさい。死に戻りの力じゃなく、病を治せる力を持っていたかった」

　そうであれば、ヴァレイの心は壊れずに済んだ。

　大切な人は凶行に至らず、今日も優しい笑みを浮かべていたはずなのだ。

　オルフェがイヴの手首を縛っていた縄を切って解くと、ちょうど騎士たちを連れたリカルドが礼拝堂に駆けつけた。

「オルフェ様！」

「ヴァレイ殿を拘束しろ。怪我をしてるから慎重にな」

「はい……って、オルフェ様も怪我してるじゃないですか！」

「俺のは見た目よりひどくない。俺はあとでいいからプリシラを頼む。それと、イヴの侍女も拘束してくれ」

　指示を出し、リカルドと騎士たちが素早く動く。

　拘束されるヴァレイが、オルフェを支えながらも泣きはらすイヴを見上げて力なく微笑んだ。

「わたしの終わりが君の始まりになるのは少し複雑で寂しいが……わたしのために泣いてくれる君が幸せになれるのなら、悪くない終わりかもしれないね」

　イヴの命を奪おうとしていたヴァレイと、イヴの幸福を喜ぶヴァレイ。

　どちらが本心なのか一瞬戸惑うも、どちらもヴァレイなのだとイヴは感じた。

　人の心は、こうと決めつけられるほど単純なものではないのだから。

　ヴァレイが連れ出され、まだ意識のないプリシラもリカルドに横抱きにされて礼拝堂を出ていく。

　続いて、両手をきつく縄で縛られたエミリーが騎士に連行され、覚束ない足取りで歩くのが見えた。

「エミリー……」

　イヴが声をかけると、生気のないエミリーの瞳に涙が滲む。

「イヴ様……ごめんなさい……私……気づいてしまって……」

「イザベラのこと？」

「はい……。イザベラさんがヴァレイ様に会いに行ったのは知っていて……でも、戻ってこなくて」

　涙を流しながらエミリーは語った。

　イザベラはヴァレイに懸想しており、そのことをエミリーは知っていた。

　この恋はきっと叶わない。

　そう言って諦めていたイザベラが、ある日嬉しそうにエミリーにこっそりと打ち明けたらしい。

『ヴァレイ様から、誰にも内緒で今夜ふたりきりで会おうって言われたの！』と。

　戻ったら報告する。

　はにかんで言い残し修道院を出たのだが……イザベラは帰ってくることなく、荷物もそのままに突然退職した。

　いったいなにがあったのか。

　ヴァレイはどんな用事でイザベラを誘ったのか。

　直感的になにかおかしいと怪しんだエミリーは直接ヴァレイに問い質ただした。

『ヴァレイ様、あの夜イザベラと会いましたよね』

『ああ、まったく……内緒だと言ったのに……仕方ない。エミリー、こちらへ』

　そして、この礼拝堂と血に濡れたイザベラを見せられ脅されたのだ。

『余計なことは言わずに黙っていてくれれば、君の家族の安全は保障するよ』と。

「家族になにかされたらと思うと怖くて……弱い私は結局、残酷な儀式の手伝いまでするようになってしまいました……」

　エミリーは力なく嘆き、はらはらと涙をこぼし続ける。

「大切なイヴ様だけでなく、王女殿下と王太子殿下にまでひどいことをして……結局私は、守ろうとしたはずの家族を、私自身が傷つけてしまうんですね」

　ヴァレイの命令に逆らえずに、罪人となってしまったことで。

　罪を犯し続けたことを激しく後悔するエミリーに、イヴは哀あい切せつの眼差しを向けて微笑んだ。

「でも、家族が無事だったのはエミリーが守ったからよ。犯罪に加担したのは許されないし罪は償わなければいけないけど、私はエミリーが家族を大切に思っているのを知っている。きっと、家族もわかってくれるわ」

　その行いを許せずとも、エミリーがどんな気持ちでいたのかを。

「イヴ様……！　私、ちゃんと償います。家族のためにも、ちゃんと」

　ようやく瞳に力が戻り、イヴは頷いてエミリーを見送った。




　どこか重苦しい空気の漂う地下から大聖堂の外へと戻ってきたイヴは、痛みを逃すように息を吐いたオルフェを花壇の縁に座らせた。

「傷を塞ぐので、診せてください」

「ああ、頼む」

　月のない満天の星の下、オルフェは上着の前身頃を開き、赤く染まりゆくシャツを捲まくり上げて脇腹を見せた。

　イヴはオルフェの前にしゃがみ込んで、大聖堂を照らす松明の明かりを頼りに傷の状態を確認する。

　深くはなさそうだが、まだ出血は続いていて痛々しい。

「私のせいで、ごめんなさい」

　落ち込み、今にも泣き出してしまいそうになるのをこらえて唇を引き結ぶ。

　そうして右手を傷口にかざした。

　聖紋が淡く光り、ふわふわと粒子が舞う。

「別にイヴのせいじゃないだろ。イヴはただ、エミリーを心配して動いただけだ。それがまさかこんな展開になるなんて普通は想像しない」

（でも、襲われる可能性があるのは覚悟してた）

　イヴは発光する聖紋を見つめながら思い返す。

　過去、イヴはサンクチュアリにて命を狙われた。王城にいた方が安全ではあったが、プリシラが失踪しエミリーが戻らないとなればじっとしてはいられなかった。

　護衛もいるし、ヴァレイと会えば常に誰かがそばにいる。犯人もそうそう手出しできないと思っていたが。

（まさかヴァレイ様が犯人だなんて予想もしてなかった）

　おかげで、ようやく殺される運命から解放されたというのに、心から喜ぶことができない。

「それに、イヴを救えるなら怪我くらいどうってことない」

　イヴを気遣い、オルフェが眉を上げて微笑んだ。

「どうってことあります……。だけど、オルフェ様がいなかったら私は死んでました。本当にありがとうございます」

　明るい笑みとまではいかないが、イヴは眦を下げて答える。

　すると。

「……死んで、戻った？」

　静かな声で問われ、イヴは目をしばたたかせた。

「聞いてたんですか？」

「やられたふりをしていた時にな。ヴァレイ殿は特殊能力って言ってたか」

　まっすぐな視線を受け、イヴはごまかさずに頷く。

「……はい。ずっと、最期の記憶だけ失いながら、生きる道を探して戻ってました」

「その中で、俺とは会ってたのか？」

「会えたのは今回が初めてなんです。サンクチュアリから無断で抜け出したのも、お酒を飲んだのも初めてで。オルフェ様と再会してから今日まで、たくさんの初めてをオルフェ様のおかげで経験して、今に辿り着けました」

　オルフェと出会い、オルフェが屋上に駆けつけてくれて奇跡が始まった。

　けれど、出会ってしまったために、事件にも巻き込んでしまった。

　プリシラに怖い思いをさせ、オルフェには怪我をさせて。

　気持ちが落ち込んでいくのと同時に俯いていくイヴの頭を、オルフェの大きな手が優しく撫でる。

「それなら、君が諦めずにいてくれたことに俺は感謝しないとな」

　頭を撫でていた手が頬を滑り、イヴは導かれるようにして顔を上げた。

「俺を捜し、追ってきてくれてありがとう。イヴと再会できていなければ、俺は今夜も眠れなかっただろうし、毒薬に気づかず父上はやがて死んでいただろう。プリシラも、犠牲になっていたかもしれない。だが、君が諦めなかったおかげでラジェールは救われた。本当に感謝する」

　イヴが生きようと足掻いた結果、すべてがいい方向に向かった。

　これが最良だというオルフェの言葉に、ようやくイヴは心の重荷を下ろし、大粒の涙をこぼす。

「よかっ……た……。ずっと、不安で。ようやく助かったのに、これでよかったのかって……」

　俯いているだけでは未来は変わらない。だから負けまいと自身を鼓舞し、とにかくできること、思いつくことを行動に起こしてきた。

　けれど、新月の夜が近づく度に不安は増し、何度経験しても恐怖には慣れず。

　そしていつも思っていた。この選択で正しかったのか、と。

　今回も、オルフェを巻き込んでしまったことが正しかったのか不安だったのだ。

「いいに決まってる。俺にとってはいいこと尽くめだ。家族を、愛する者を喪わずに済んだ。なにより、今度はちゃんと守ることができた」

　アッシュの時のような結末にならなかった。

「イヴ、もうなにも心配ない」

　憂いは去った。

　ヴァレイの取引相手についてやるべきことは残っているが、裏が取れているとのことで、そちらが片付くのも時間の問題だろう。

　国王も正しい薬を飲めば体調も回復するはずだ。

「はい」とイヴが破顔すると、オルフェは愛しむように眼差しを細めて涙を拭った。

「ところで、治療はまだかかりそうか？」

「ご、ごめんなさい。なんだか感情がぐちゃぐちゃで、うまく集中できなくて」

　だが、少し落ち着いた今ならば大丈夫なはず。

　集中しようと深呼吸したイヴの頭に、ふわりとベールがかけられた。

　どこでこれをと問う間もなく、オルフェの指がイヴの顎を優しくすくう。

「なら、せっかくだ。こっちで試してみようか」

　そう言うと、彫像のような美しい顔がイヴに迫り、柔らかい唇が重なった。

　夜風になびくベールが、口づけるふたりを隠す。

　イヴは初めての口づけに動揺するも、相手がオルフェだと思うと幸福感でとろけそうな心地だ。

　軽くついばんで離れた唇が「コントロールできてるか？」と囁いた。

「ま、まだです……。というか、オルフェ様は試すために口づけできちゃうんですか？」

　昨夜、オルフェに言われたセリフを思い出し、イヴは頬を赤く染めつつお返しとばかりに尋ねた。

「いや？　お試しは口実で、イヴにキスしたいからした」

「でも私、返事してないですよ？」

「ああ、確かに。それなら今聞かせてくれ」

　答えはわかっているけれど。

　そう言わんばかりの余裕のある態度に、少しだけ反抗してみたい気持ちが生まれる。

　けれど、それはまた今度にしよう。今は、オルフェの温もりが欲しいから。

「大好きです、オルフェ様」

　素直に気持ちを告げると、オルフェはとろんと眦を下げ、口元に甘やかな笑みを浮かべた。

「残念だな、俺は君を好きではなく、愛してるのに」

　小さく笑ったオルフェに先ほどよりも甘く深く口づけられ、イヴは心の中で『私もです』と答えながら拙つたない口づけを返した。

　想い合い、求め合う。

　その行為にイヴが幸福に包まれた刹那、みるみるうちに脇腹の出血が止まり、傷口が塞がっていく。

　痛みが引いたオルフェは、傷跡もなく完治させたイヴの力に驚いた。

「すごいな……」

「愛の力ですね」

「じゃあ俺限定だな。他のやつにはするなよ」

「もちろんです」

　誓うイヴにまたオルフェが口づけると、祝福するように星がひとつ、ふたつと夜空を流れた。










【終章】待望の未来をあなたと




　二週間後――。

　窓から差し込む朝日に起こされたイヴは、熟睡している愛しい人の腕からそっと抜け出した。

　のそのそと広いベッドから降りて、鏡台の前に座る。

　櫛くしを手に取り、まだパッとしない寝起きの顔のまま寝乱れた髪を整えていると、ベッドから「んー……」と寝返りを打つオルフェの声がした。

（こんなに穏やかな毎日を過ごせるなんて、夢を見ているみたい）

　だが、夢ではない。

　この幸福な日々が続いているのは、生きることを諦めなかったイヴがオルフェに助けられて掴み取ったものだ。

　――サンクチュアリの地下礼拝堂。黒魔術により悪魔に捧げる代償として、ヴァレイが手にかけた女性たちの数は十を超えていた。そして、そのうちの半数以上の女性は、モーガンから提供されていたことがヴァレイの自白により発覚。

　ヴァレイの供述によると、半年ほど前の真夜中のこと。人ひと気けのない路地裏で女性を攫おうとしているところをモーガンに目撃され、女を提供する代わりに王に毒を盛れと取引を持ちかけられたとか。

　よって、共謀の疑いによりヴァレイ同様、モーガンも牢に幽閉されている。ただ、暗殺事件についてはまだしっかりとした証拠がない。

　しかし、オルフェ曰いわく、モーガンが幽閉されたことを知ったモーガン派の者たちが、関与を疑われてはかなわぬと情報提供を始めているらしい。モーガンの罪が暴かれるのも時間の問題だと、昨夜もオルフェから耳にしたばかりだ。

　エミリーの刑が決まったという話のついでにだが。

（でも本当、エミリーの刑が思ったより軽くてよかった）

　ヴァレイの凶行を幇ほう助じょしたエミリーも当然ながら牢に捕らえられているが、脅迫されていたため刑はイヴが予想していたものより軽くなった。

（それも、エミリーは誰ひとり手にかけていないとヴァレイ様が言ってくれたからだって聞いた）

　基本的にヴァレイの指示で動いていたエミリーは、気を失わせ、拘束を手伝い、地下牢に捕らえられている女性の世話をしていたらしい。

　短剣を持っていたのはもしもの時のため。しかし、ヴァレイが必要だと判断した時は、合図に従いヴァレイのために動けと言われてもいたと。

　故に、短剣を使い傷つけたのは、オルフェが初めてだったのだ。

　そして恐らく、前回のループでイヴを刺したのも、ヴァレイの指示だったのだろう。

　だから激しく動揺し、泣いていた。そう考えると腑に落ちた。

　もう少し落ち着いたらまたエミリーに会いに行こう。

　数日前、牢越しでの面会でエミリーは、イヴに謝罪するとともに安堵もしていた。

　もう泣き声も悲鳴も聞かずに済むと言って。

　イヴだけでなく、エミリーもまた最悪の状況から解放されたのだ。

　それもイヴのおかげだと言っていたオルフェが厚い布団の中で身動ぐ。

「イヴ……また勝手に起きたな……」

　寝起きの回らない口で咎め、戻ってこいというように枕をトントンと叩いた。

「ささっと出ないと、オルフェ様……じゃなくて、オルフェの腕の中からいつまでも出られなくなっちゃうので」

　木枯らしの吹く季節はただでさえ布団が恋しいもの。そこに自分を抱きしめるオルフェがいるとなれば、下手すると二度寝だけでなく三度寝コースだ。

「俺はイヴが戻ってこないと起きないからな……」

　我儘を口にし、オルフェは再び枕を叩いた。

　そんな頑かたくななオルフェを愛しく思いつつも、イヴは苦笑する。

「でも今日は陛下のお薬を調合しに、一度サンクチュアリに戻らないといけなくて」

「なら、あと十分だけ君を抱きしめたら起きる」

　その十分が危険なのだが、こうなるとオルフェは譲らないのでイヴは仕方なく頬を緩ませながらベッドへと戻った。

　そう、仕方ないが、甘えるオルフェも愛おしいのだ。

　再び布団の中に入ると、オルフェはイヴを抱き、ぴたりと身体をくっつける。

「というか、父上も君に甘えすぎだ。別に薬師なら他の者でもいいだろう」

　サンクチュアリにはヴァレイの他にも大司祭はふたりいる。そちらに頼めばいいのにと愚痴を吐くのは、国王がイヴの調合した薬がいいと望んでいるからだ。

　ヴァレイが起こした事件の対応に追われるサンクチュアリの上層部に代わり、イヴが急きゅう遽きょ薬を用意したのだが、

『聖女殿が調合する薬は大変効果がある気がする』

　そう言って気に入り、以来、イヴに調合を依頼している。

　もちろん、聖女故の特別な力はなく、単に正しい薬を飲んでいるからに過ぎない。

「病は気からとも言うし、回復が早くなるならオルフェも願ったり叶ったりでしょう？」

「まあ、父上が元気になれば、俺も摂政の役目から解放されるしな」

　ちなみに、大罪を犯したモーガンの娘であるアンネリーセ王妃は、謀はかり事に加担はしていないものの、反意を知っていたとのことで、側室に降格し後宮に入ることになった。

　だが、本人は憂いている様子はなく、むしろ笑顔も増えたらしい。恐らく、父や王妃というプレッシャーから解放されたからだろう。

　とにもかくにもオルフェの言う通り、今まで滞っていたものがどれもよい方向に流れているのを感じ、イヴの心も日に日に軽くなっている。

「オルフェは今日、陳情を聞く日でしたっけ？」

　民や貴族たちの訴えに耳を傾けて対処する。これも普段は王がすべきものだが、今は摂政であるオルフェの仕事だ。

「そうだった……。面倒なのがないことを願っててくれ」

「……手始めに、私の面倒な陳情を聞いてもらえますか？」

「キスしてほしいって？」

「ち、違います！」

「俺はしたい」

　囁いたオルフェは、さっそくイヴの額に唇を落とした。

　このままではオルフェのペースに呑まれてしまう。だが、昨夜は聞きそびれてしまった話をするなら今だ。

　オルフェの手がイヴの頬に触れ、上向かせようとしたその時。

「大臣たちから侯爵家のご令嬢との結婚を勧められてるってプリシラ様から聞いたんですけど、本当ですか？」

　ついまくし立てるように問うと、オルフェはピタリと動きを止めて瞬きを繰り返す。

　プリシラ曰く、深窓で育てられた、慎ましやかで教養の高い令嬢らしい。

　サンクチュアリを抜け出して祭りを楽しんだり、必要な勉強以外は面倒で嫌いなイヴとは真逆の令嬢。

「ああ。確かに勧められたが」

「お受けするんですか？」

　食い気味で質問するイヴを見て、オルフェはどこか楽しそうに微笑む。

「そうだな……。受けた場合、前に君が妄想してたようになるかもな」

　確かにそんな状況を想像したこともあった。オルフェと未来の妃がいちゃいちゃするのを見守りながら、不眠治療を施すというとんでもない苦行を。

「そんなの無理……！」

　以前よりも余裕なく拒否すると、オルフェがクスクスと笑う。

「俺もそんな状況にするつもりはないし、なにより俺が結婚したいのは君だけだから断った」

　あまりにもさりげなく求婚され、イヴは一瞬意味を咀そ嚼しゃくできずに固まった。

「――……」

　数秒、オルフェとただ見つめ合う。

「……えっと、今、なんて……？」

「イヴと結婚したいから断ったと言った」

「えええええっ!?　で、でも私は聖女ですよ!?」

「知ってる。イヴが聖女を辞めるつもりがないのは。それも、俺のために」

　オルフェの言う通りだった。

　王太子殿下と結婚すれば、当然世継ぎを求められる。それ即ち、純潔を失い、聖女としての力も失うということだ。

「そうです。結婚したら寝かしつけてあげられないじゃないですか」

「相変わらず言い方が子供扱いだな」

　オルフェは自分が子供ではないと告げるように唇を重ねる。

「大丈夫。きっともう俺は、君の力に頼らずとも眠れる。必要なのは聖女の力ではなく、イヴだ。だから、君に覚悟ができたら、俺と結婚してほしい」

　聖女ではなく、オルフェの妻として生きる覚悟を求められ、イヴは幸せな心地で微笑んだ。

「私の人生はもう、オルフェのものでしょう？」

　祈りの塔で求められてからずっと、イヴはオルフェのもの。

　いや、六年前に出会ってからずっと、心はオルフェに奪われていた。

　嬉しそうに何度も口づけるオルフェも幸福に満ちた笑みを浮かべる。

「俺の人生も君のものだ、イヴ」

　これから先も、ずっと。

　深く抱きしめ合い、とびきり甘いキスを交わす。

　すると、ドンドンと扉を叩く音と共に、リカルドの起床を急かす声が聞こえてくる。

「オルフェ、あの」

「まだ十分経ってない」

　無視してイヴとの時間をギリギリまで堪能しようとしたが。

「ワフッ！」

　リカルドが声をかけたのだろう。

　ウォレスが容赦なく闖ちん入にゅうし、ベッドに乗ってきた。

「ワフッ、ワフワフッ」

「くそ……アッシュが賢く育てたせいで。仕方ない、起きるか。続きはまた夜にな」

「ふふっ、はい」

　溜め息をついて嫌々起き上がったオルフェに続き、イヴも支度を再開する。

　そうして、穏やかな表情でウォレスの頭を撫でるオルフェを見つめながら、ようやく辿り着いた今に幸福を感じていた。

　運命だからと諦めるか。

　運命ならばと受け入れるか。

　運命だと嘆くか。

　過去や今の事象をどう受け止めるかは自分次第だ。

　イヴは、理不尽に奪われない運命を求め続け、オルフェと再会を果たした。

　ふたりの出会いはひとつの運命で、ふたりが選び取ったものであり、手を繋ぎ歩く未来もまた、いくつかの運命のひとつ。

　その新しい運命を、もうループすることなくオルフェと共に歩める奇跡を、イヴは心から喜んだ。
















特別書き下ろし番外編










番外編　薬指に愛の花冠を




　結露で曇った窓の外に、夜の帳がすっかりと降りた頃。

　蝋燭の灯が揺らめくオルフェの居室で、片膝をついたリカルドはウォレスの頭をわしわしと撫でた。

「ウォレス、今夜もしっかりとオルフェ様を守るんだぞ」

「ワフッ！」

　やる気に満ちたように尻尾を振って返事をしたウォレスは、さっそくオルフェのベッドに飛び乗った。

「またか……」

　嬉しそうにベッドに寝そべるウォレスを見たオルフェは、呆れた眼差しで溜め息をついた。

「イヴが泊まった翌日は、絶対に俺より先にベッドに上がるんだ」

「ウォレスはすっかり聖女様に懐いてますからね～。聖女様の匂いが残ってるのが嬉しいんでしょう」

「俺は感じない」

「そりゃあオルフェ様は人間ですし。でも、感じたら会いたくなっちゃうんじゃないですかね」

　からかったリカルドは、オルフェのお小言を食らわないうちに「ではでは、おやすみなさい」と一礼して部屋から退散する。

　オルフェがイヴとの結婚を望んでいる話は、今や城内では有名だ。というより、あえて知れ渡るようにしている。臣下たちに周知させ、余計な縁談を牽制しているのだ。

　リカルド曰く『余計なことしなくても、聖女様と一緒にいるオルフェ様を見ているだけで溺愛っぷりは伝わってますよ』とのことだが、イヴに心配をかけないためにも念には念を。

（というか、感じなくても四六時中会いたいと思っているけどな）

　心の中で本心を呟き、オルフェはベッドに上がった。

　暖炉の炎が小さく爆はぜる音を聞きながらウォレスの隣に横たわる。

（明日は聖夜祭前日……か）

　つまり、オルフェの不眠症状がほぼ解消され、イヴの睡眠補助の任を解いてからもうすぐひと月が経とうとしていた。

　オルフェとしてはずっとそばにいてほしいのが本音だ。

　しかし。

『オルフェ様の不眠はかなり改善されてます。ここ数日は力を送らなくても眠れているんですよ』

　と、イヴが馬鹿正直に総大司祭に報告してしまい、サンクチュアリに戻るように言われてしまったのだ。

　イヴはオルフェにとってかけがえのない女性だが、ラジェールの国民を癒す聖女でもある。王太子として、次期国王として、あまり身勝手に振る舞うべきではない。

　イヴとの婚姻を望む今、総大司祭との関係も良好に保つべきだろう。

　そう考えたオルフェは、サンクチュアリに戻ることを承諾しながらも提案した。

『完治したかは不安が残る。週に一度だけでもイヴに癒してはもらえないだろうか』と。

　その時の総大司祭の返事を思い出し、オルフェは湧き上がる苛立ちを抑えるようにの背を優しく撫でた。

（なにが『承知しました。ですがひとつだけお願いが。殿下はイヴとの婚姻を希望なさっています。ですがわたくしはまだ許可を出しておりません。どうぞ、間違いのないようにお願いいたします』だ）

　とどのつまり、婚姻が決まるまでは手を出すなと注意されたのだ。

（イヴが今聖女でいることが、俺がわきまえて接している証だろ）

　……とはいえ、まったく手を出していないわけでもない。

　口づけは会えば必ずしている。

　しかしそれはオルフェだけが受けられる治療法でもあるからだ。

　手で触れるよりも断然早く気が整うので、イヴが治療で登城した日は必ずしている。

（まあ、単に触れたいからその方法を選んでいるだけなんだが）

　治療だと頼めばイヴから口づけてくれることもあるので、オルフェとしては実に優秀な口実となる治療法だ。

『こ、これは治療ですもんね』と顔を赤らめて唇を寄せるイヴを見てたまらず、結局自分からしてしまったこともあった。

　昨夜に至っては、もう気が整っていると言われてもそのまま深く口づけ続け、熱を帯びたイヴの視線を受け危うく手を出しかけた。

　理性を総動員してこらえたが、正直に言ってそろそろ限界だ。イヴがサンクチュアリに戻ることを強く引き止めなかったのも、そんなオルフェの事情もあった。

　一緒にいたら触れてしまうし、触れてしまえばすべてを求めてしまう。

　だが、離れている時間は寂しく、今も会いたくて仕方ない。

（結婚すれば、そんな悩みもなくなるんだけどな）

　毎晩イヴと肌を重ね、心行くまで愛を囁き、温もりを分け与え合いながら眠る。

　そんな幸せに溢れた毎日を早く手に入れたいのだが、総大司祭が許しをくれないのが現状だ。

（考えてたらむかついてきたな。俺のなにがダメなんだ。もしかして総大司祭殿は俺のことが嫌いなのか？）

　確かに、聖女をサンクチュアリから連れ出したり、他の街に連れていったりと前代未聞なことはしたが。

（まあ、多少強引ではあったのは否めないが、聖女は籠かごの中の鳥じゃない。もっと柔軟に羽ばたくべきだ）

　イヴが望むように、さらに多くの人々を癒すためにも。

　だが、しきたりを簡単に変えられないからこそ、まだ力溢れる聖女の結婚も許せないのだろう。まして、歴代の聖女のほとんどが、力が自然と尽きるまで役目を全うしたというのだから。

（責務を全うすべきだというのは理解できる。が、縛り付けるのは納得がいかない）

　しかし、今までの頼みとは違い、婚姻だけは強引に押し切ってはいけない。

　押し切ってはいけないが、早く結婚したいオルフェの苛立ちは募るばかり。

（くそ……こんな気分では眠れそうにないな）

　総大司祭のせいで不眠になるなど笑えない。

　イヴのことでも考えようと、オルフェは瞼を閉じてイヴの姿を思い浮かべる。

（そういえばさっき、あれが仕上がったと連絡があったな）

　渡すのは次の治療日にと思っていたが、お転婆な聖女にサプライズを仕掛けるのも一興だ。イヴならきっと喜んでくれるはず。

　それになにより、オルフェ自身が会いたい気持ちを抑えられそうにない。

（今朝まで共にいたというのに、我ながらこらえ性のない）

　苦笑し、しかし明日も会えると思うと心が喜びに躍る。

　苛つきはすでに収まっているが、これはこれで眠れそうになく――。

　けれどオルフェは口元に笑みを浮かべ、瞼を閉じ続けた。




◇　　◇　　◇




　聖夜祭前日。

　勤めを終えたイヴはサンフィオレ大聖堂から出ると白い息を吐いた。

「今日は冷えますね」

　補佐として隣に並ぶ壮年の大司祭に話しかけられ、イヴは「そうですね」と相槌を打って、毛皮を使った白いケープの前身頃を合わせ直した。

　その直後。

「聖女様！」

　駆けつけてきたリカルドが、息を切らしてイヴに頭を下げる。

「どうか急ぎ王城へ。オルフェ様の不眠が急に悪化したようで、穢れなどがないか視てほしいとのことです」

「悪化って、なにかあったんですか？」

　昨日の朝、別れた際は特に異常は見られなかった。

　会わない時間にオルフェの身になにがあったのか。

　ベールの下、イヴは不安に瞳を揺らして、真剣な面持ちのリカルドを見つめる。

「それが昨夜、急に胸が苦しくなったそうで……今もそれが続いてるようです」

　告げられたのは症状だけ。原因はわからないのだろう。

　ひとまず穢れを視ないことには始まらない。

　イヴは共に話を聞いていた大司祭を振り返った。

「アドラー様、ただごとではなさそうなのですぐにお城に向かってもいいですか？」

「もちろん。王太子殿下の身に危険が迫っていては大変だ。総大司祭様にはわたくしから伝えておこう。さあ、急ぎなさい」

「ありがとうございます！　リカルドさん急ぎましょう」

「はい、こちらです」

　許しを得たイヴはリカルドに先導され、急ぎサンクチュアリの門をくぐった。

「聖女様、こちらの馬車にお乗りください」

「はい」

　促され、王家の紋章が描かれた馬車に乗り込んだイヴは、扉が閉まると同時に動きを止める。

「……え？　オル、フェ？」

　城にいると思われたオルフェが、座席に腰掛けているではないか。

「お疲れ、イヴ」

　オルフェは、きょとんと瞬きを繰り返すイヴの腕を優しく引いて隣に座らせる。

「あの……オルフェ、具合は……？」

「そうだった。すぐに整えてくれ」

　言うや否やベールを上げられ、オルフェの唇が呆あっ気けにとられて半開きのイヴの唇を食はんだ。

「んんっ？」

「ほら、早く調べて」

　角度を変えて口づけるオルフェは、どう見ても不調そうには見えない。

　実際、唇を重ねながら気を視てみるが、その流れは穏やかなものだ。

「オルフェ……穢れも、乱れも」

「ない？」

　こくりと頷くと、オルフェはふ、と吐息で笑った。

「なんともないからな」

「え？」

「でも、眠れなかったのは本当だ。早く君と結婚したいのに許されなくて苦しくて、寝不足になった」

　口づけの合間に告げられた真相に、イヴは胸を撫でおろした。

「もう、すごく心配したんですよ！」

　最後に軽く啄ついばんで唇を離したオルフェは「悪い」と愛おしそうにイヴの頬を指先で撫でる。

「心配させるとわかってたんだが、イヴを連れ出すにはこれしか方法が思い浮かばなかったんだよ」

「どういうことですか？」

　なにを言っているのか要領を得ずイヴが小首を傾げると、まるで悪戯を企む少年のような笑みを浮かべ、オルフェは告げた。

「俺と一緒に祭りに行こう」




　――聖夜祭を明日に控えた黄たそ昏がれ時のメインストリートは、連なるランタンの光に彩られ、幻想的な雰囲気を醸し出している。

　石畳が敷かれた歩道の両脇には、屋根を白で統一した屋台がずらりと並び、まるで雪を被ったようだ。

　色とりどりの収穫祭とはまた違った趣に、町娘の姿に変装したイヴは、同じく庶民風の服を纏い手を繋いで歩くオルフェを見上げる。

「すごく綺麗ですね」

「もう少し暗くなると広場では楽団の演奏が始まる。その頃には人出ももっと多くなるし、聖夜祭本番の明日は今の時間でも人がごった返してるはずだ」

　続くオルフェの話では、王都の劇場にて有名な歌劇団が聖夜だけの演目を披露するそうだ。それ目当てに他国からも客が訪れており、毎年収穫祭より人出が多いらしい。

「さて、興味のある店はあるか？」

「キャンドルも見たいし、すぐそこの林りん檎ご飴あめも気になりますけど、実はもう一度行きたいと思っているお店があって」

「場所はわかるのか？」

　尋ねられて、イヴはにっこりと笑った。

「オルフェが私を助けてくれた酒場です」

　告げると、すぐにピンときたオルフェは「それならこっちだな」とイヴの手を引き人波をうまく縫いながら歩いた。

　ほどなくして辿り着いた酒場は、収穫祭の時に見た時と同じ様相でイヴとオルフェを迎えてくれる。

　違うのは、店先にいた女将が店内で客に給仕していることくらいか。

　扉を押すオルフェに続いて入店すると、皿を片付けていた女将がイヴを見つけて目を瞠った。

「おや、あんたもしかして、収穫祭の時に来てくれたお嬢ちゃんじゃないかい？」

「はい！　その節は、美味しいウインナーをありがとうございました」

「嬉しいねぇ。うちのウインナー、気に入ってくれたかい？」

「とっても」

「それなら今日も食べてっておくれ。さあ、好きな席に座ってちょうだい」

　オルフェが賑わう店内を見渡し、「あの隅の席にしよう」とイヴを連れて移動する。

　イヴもオルフェも正体をあまり知られたくない。

　念のため、人の目につきにくい奥の席に座ると、皿を片付けた女将が注文を取りにやってきた。

「さて、ご注文は？」

「私ははちみつ酒とウインナーで」

「俺はエールと野菜のフリットを」

「いい選択だね。今日は新鮮な野菜が手に入ったんだよ。ふふ、お嬢ちゃんの連れは見る目があるねぇ」

　少し待ってておくれとウインクし、女将はカウンターへ向かった。

「ひとまず、誰にもバレてなさそうですね」

「王族と聖女がこんなところにいるとは思わないんだろう」

　オルフェは店内の様子を確認しながら、木製のテーブルの下で長い足を組む。

「念のため、呼び名も変えておきます？　久しぶりにウォレスで呼びましょうか？」

「下手に取り繕うとボロが出るからそのままでいい。それに、ウォレスはあいつの名だし、返してやらないとな」

　人懐こく賢い愛犬の名を借りてイヴと会っていた懐かしい日々。

　喜びも後悔もあったふたりの時間を思い出したイヴは「それはそれで寂しいです」とこぼした。

「君に必要なのはウォレスじゃなくてオルフェだろ？」

「そうですけど、ウォレスだったオルフェも大事だもの」

「そう思ってもらえてるのは嬉しいが、俺はオルフェで呼ばれたい」

　本当の名をイヴに呼んでほしいと頼むオルフェは、恐らく過去の自分に嫉妬しているのだろう。

「ふふっ、わかりました」

「その顔、俺を子供扱いしてるな？」

「してません。可愛いなと思っただけです」

　オルフェの目が、それが子供扱いだろと言いたげに細められてイヴはまた小さく笑った。

　すると女将が「お待ちどおさん」と木製のカップをふたつテーブルに置く。

「こっちがエールでこっちがはちみつ酒。他は今作ってるから少し待ってておくれ」

　笑みを残し再び去っていく女将を見送ると、オルフェは気を取り直してカップを手にした。

「では、少し早いが聖なる夜に乾杯」

「乾杯！」

　コツンとカップが打ち合って、イヴは人生二度目のはちみつ酒を味わう。

「うん、やっぱり美味しい。ここでもう一度飲めるなんて、本当に嬉しいです」

　収穫祭で訪れた時は、〝また〟があるかわからないと思っていた。

　けれど、オルフェの助けもあり、ループから解放されてこうして来ることができたことをイヴは心から喜ぶ。

「俺もイヴと一緒にこうして過ごせて嬉しいよ。総大司祭殿にバレたら大変だけどな」

「ヴァレイ様に叱られるよりかはマシですよ」

「ああ……ヴァレイ殿は静かに圧をかけてくるからな」

　イヴに関して度々ヴァレイと火花を散らしていたオルフェは、過去のやり取りを思い出して苦笑した。

「そうなんです。笑顔で追い詰めてきますし」

　だが、それももう二度とないと思うと寂しい気持ちになる。

「ヴァレイ殿といえば、イヴが差し入れた薬が彼の咳を和らげているらしいな」

「本当ですか？」

　一瞬沈みかけた気分が、よい報告を聞いて持ち直す。

　ヴァレイの罪は重く、凶行は許されるものではない。けれど、刑の執行まで、少しでもヴァレイの苦しみを取り除ければと試行錯誤して調合した薬だ。

「効いてくれてよかった……。また差し入れてもいいですか？」

「前回同様会わせてはやれないが、それでもよければ」

「それでもいいです」

　会えばきっと優しいヴァレイを求めてしまう。

　だから、会えないままの方がきっといい。

　それでも、六年間、兄のように接し可愛がって聖女として育ててくれて恩返しをしたいのだ。

　最期の時まで。

「わかった。またリカルドに頼んでおく」

「はい、ありがとうございます」

　こうしてヴァレイを思い出す時は、いつもエミリーの姿が脳裏をよぎる。

　王都追放の刑を言い渡されたエミリーは現在、イヴの故郷であるアスター村で家族と共に暮らしている。

　昨日届いた便りによると、孤児院で子供たちの世話を手伝っているらしい。村の人々も温かく迎え入れてくれて、家族も皆アスター村を気に入ってくれたそうだ。

（そういえば、プリシラ様への伝言もあったんだ）

　ふと思い出したイヴは、エールを喉に流し込むオルフェに問う。

「次の登城で、プリシラ様に会うことはできますか？」

「プリシラなら、一昨日からスフィーダに行って不在だ」

「そうなんですね。ご公務ですか？」

「いや、俺が断った縁談のとばっちりを受けて、隣国の第二王子との縁談が持ち上がったんで抵抗してるんだ」

　ちょっとした家出だなとなんでもなさそうな口ぶりでオルフェは言うが、城から離れるくらいだ。きっと本人としては大問題なのだろう。

「お相手が嫌……とか？」

「ではなく、俺とイヴのような運命的な恋をして結婚したいんだとわめいてたな」

　まだ結婚には至っていないが、運命的と言われるのは嬉しく、イヴは顔を綻ばせた。

「もしかしたらその第二王子様が運命のお相手かもしれないですよね」

「父上もそう話したが、政略的な出会いは運命ではないらしい」

　プリシラはあくまでも、偶然の出会いから始まる恋を求めているのだろう。

　そう考えると、イヴとオルフェの出会いはやはりプリシラの言う運命なのだ。

「急ぎの用か？」

「いえ、エミリーから伝言を預かったので、直接お伝えしようかなと思っただけです」

「そうか。それならイヴが会いたがってると伝えておく。父上から戻ってくるように説得しろって言われたんだが、イヴのためなら帰ってくるだろう」

　これで戻ってきたらきっかけをくれたエミリーに礼の品でも送ろうとオルフェは言って、またエールをひと口飲んだ。

「陛下の体調はどうですか？」

「イヴのおかげでかなり回復してきてるよ。最近は会議にも出られるようになったし」

「そこまで元気になられてるんですね。よかった……」

　イヴは登城する度に国王の顔色を見せてもらい、症状を聞き、体調に合わせて薬を調合している。

　効果がきちんと出ているとわかり、ホッと胸を撫でおろした。

「まあ、回復してるのはいいんだが、元気なうちに孫の顔が見たいからさっさと結婚しろって顔合わせる度に急かされるのは正直面倒になってきたな……」

　億劫そうにオルフェが溜め息をつく。国王が言う結婚相手とはもちろんイヴだ。

「総大司祭様がまだいいお返事をくれなくて……ごめんなさい」

「イヴが謝ることじゃないだろ。だが、総大司祭殿については俺と父上も頭を悩ませてるというか、この前も会議の議題にして、どうやったら総大司祭殿にうんと言わせられるかを臣下たちと話し合ったな」

「会議で!?　臣下の方たちも!?」

　思わず大きな声を出してしまい、慌てて口元を手で覆った。

「王族の命を救ったイヴは、臣下たちの評判がいいんだ。聖女というよりは英雄みたいな扱いだな」

「そ、そうなんですね」

　議題になるのは恥ずかしいが、皆がオルフェとの婚姻を望んでくれているのは素直に嬉しい。

　甘いはちみつ酒をひと口飲んで、胸に広がる幸福感のままに言葉を紡ぐ。

「私も、早くオルフェと一緒になりたいな」

　こうしてふたりで過ごしていると心は満たされているけれど、離れている時間は寂しく、想いは募るばかり。本音を言えば、週に一度の登城では足りないのだ。

「俺も同じ気持ちだ。一日だってイヴと離れていたくない」

　愛を囁くオルフェは、真剣な瞳でイヴを見つめる。

「総大司祭殿がイヴの結婚を渋るのは、聖女の結婚に前例がないからか？」

「それなんですけど、ここ数日、空いた時間を使って聖堂図書館で調べてみたんです。そうしたら、ひとりだけ見つけました」

「前例はあったのか」

　それを希望と見たオルフェが目を輝かせた。

　そう、前例はあったのだが。

「ただ、その……勝手に結婚を決めてしまったというか、捧げたというか」

　結婚の相談もなく、無断で乙女を散らした……と言いづらくて濁すと、察知したオルフェが「ああ、そういうことか」と苦笑した。

「それは混乱しただろうな」

　通常、聖女の力はゆっくりと減退していく。

　そしてその間に次代の聖女が覚醒するのだが、聖堂図書館の文献によると、覚醒のタイミングは読めないものらしい。

　早ければ減衰から数日で見つかることもあれば、イヴのように前任の力が尽きるギリギリで覚醒するケースもある。

　不慮の事故などで突然命を失った場合には、その直後に次代の聖女が覚醒する。

　結婚の場合も同様で、乙女でなくなると急速に力を失うようなのだが。

「当時の聖女はかけおち同然だったようで、身勝手だと民からの評判も悪くなってしまったみたいです」

　当時の聖女には深い理由があったのかもしれない。総大司祭たちに反対されて、それでも諦めきれず、強硬手段をとった可能性もあるだろう。

　だが、聖女は多くの人々に尽くす存在。個人の都合でその力を失うことをよしとしない者もいる。そういった者たちからすれば、当時の聖女は不誠実だと思われた。

「総大司祭殿は不評を買うのを懸念してるのか？」

「かもしれないですし、そもそも総大司祭様は、授かった力は民のために使い尽くすべきだと考えている方なので」

　だからこそ、オルフェを癒すために王城に住まうこと、スフィーダで騎士たちを癒すことを強く拒否しなかったのだ。

　前例はなくとも、聖女としての責務だから。

「なるほど、母上と同じ考えというわけか」

「そうだったんですか？」

「ああ。だから母上は君が聖女だと俺に言わなかったんだよ。知れば、俺が君を求めるってわかっていたから」

　実際、オルフェはイヴが聖女だと知ってすぐに行動に移したのだから、オルフェの母の予想は大当たりだ。

「だがそうなると、やはり強引に結婚はできないな。サンクチュアリの者たちだけでなく、多くの国民に理解してもらえるよう働きかけていくしかないか」

　身勝手にことを進めず、民の心が愛し合うふたりを受け入れ、結婚を祝福してくれるように。

　すでに王太子と聖女の恋物語は国民の間で少しずつ広まっている。

　実は聖女となる前にふたりは出会っていて、運命の再会を果たし、苦難を乗り越え再び恋に落ちた、と。

「きっと時間はかかりませんよ」

「なぜわかるんだ？」

「だって私、毎日のように患者さんたちに聞かれるんです。王太子殿下と聖女様の婚礼パレードを見られる日が楽しみですって」

　つまり、恋仲となっても聖女を続けていることがすでにふたりの愛の誠実さを証明しており、人々の評判は上々なのだ。

「嬉しいが、俺たちのプライベートが駄々漏れだな」

　とはいえ、貴族令嬢であれば純潔であることが重視される。

　それと同じだと思えばいいのだが、イヴの場合はあからさまにわかるのが厄介だ。

「でもそれって、誰しもいつかはわかるものですよね。子供ができたりとかで」

「まあそうか。というか、君は意外と肝が据わってるな……」

「命を狙われてたくさんループしたからかも？」

「ああ、それは確かに鍛えられるな」

　少々重くて特殊な話題も難なく受け止めてオルフェが笑うと、女将が「お待たせ」と皿にのった料理をテーブルに並べた。

「遅くなって悪いね。これはお詫わびのサービスだよ。あたし特製林檎のタルトだ」

　ラジェールでは聖夜祭によく食べられる林檎のタルトがふたり分サービスされ、イヴは瞳を輝かせる。

「ありがとうございます！」

「ふふっ、喜んでもらえてよかった。お兄さんも甘いのが平気だったら食べておくれ」

「ええ、いただきます」

　なにかあったら声をかけておくれと言い残し、女将は客に呼ばれてオーダーを取りに向かった。

「どれもすごく美味しそうですね」

「ああ。そうだイヴ、食事が終わったら行きたいところがあるんだ。付き合ってくれるか？」

「もちろん！」

　どことは聞かずに快諾すると、オルフェは「ありがとう」と微笑し、共に食事を楽しむためフォークを手に取った。




　――冬の冷たいに夜気が冴ゆる中、イヴは十六夜いざよいが照らす丘を見渡し、白い息を吐いた。

「オルフェを追いかけてここに来た日が、なんだかすごく懐かしい感じがします」

　寝かしつけに夜会、スフィーダまで行って騎士たちを癒したあと、極めつけの生贄事件。濃い日々のおかげで、あれからまだ二カ月ほどしか経っていないが、かなり前の出来事に思える。

「俺も同じ感覚だ」

　葉の落ちた一本樹を背にオルフェは小さく笑って、薄い雲がゆったりと流れる夜空を見上げる。

「それにしても、あの日イヴがストーカーしてくれなかったら、俺たちは今こうして共に過ごしていなかったと思うと不思議な感じがするな」

「そうですね……って、ストーカーじゃないです……て……っくしゅん」

　口元を押さえてくしゃみをすると、オルフェが「大丈夫か？」と心配そうに寄り添った。

「こうすれば少しはマシになるか？」

　囁くように問うたオルフェは、イヴを背中から包むように抱きしめて、ビロードで設あつらえた濃紺の外套に閉じ込める。

「すごく暖かいです……」

　ホッと息を吐くイヴを、オルフェは外套の中でしっかりと抱き込んだ。

「寒い中、こんな場所まで連れ出して悪い」

「オルフェが行きたいって言ってたのはここなの？」

　イヴは尋ねつつ、こてんとオルフェの肩に頭を預けて月を眺める。

「ああ。本当は、よく共に過ごしたあの森の教会で……と考えてたんだが、さすがにアスター村まで行くのはリカルドに却下された。だから、君がイヴだと予感したこの丘で、これを渡そうと思って」

　言うや、外套の中でもぞもぞしたオルフェは、ふいにイヴの左手をすくい上げ、薬指になにかを通した。

「よし、ぴったりだな」

　オルフェが明るい声で言って、イヴの左手を外套からそっと覗かせた。

　自分の薬指を飾る花冠をモチーフにした指輪を見たイヴは、夜空の星彩のごとく双眸を輝かせる。

「可愛い……！　これ、私に？」

「そう。君が俺のだって牽制になるだろ」

「オルフェってば心配しすぎです」

　くすくす笑うと、オルフェはイヴの頭に寄りかかるようにして頬をのせた。

「君は自覚がなさすぎて困るんだよ。ベールがなかったら、男の患者はみんな仮病を使って君のところに通うぞ」

「オルフェが贔屓ひいき目に見すぎてるだけだと思うけど、でも、こんなに素敵なものをいただけて嬉しいです。ありがとうございます。大切にしますね」

「正式に婚約するまではそれをつけててくれ。牽制の意味もあるが証でもあるから」

「なんの証ですか？」

　イヴの華奢な左手に、オルフェの左手が包むように重なり、長く節くれだった指が優しく絡まる。

「俺の心と人生は君だけのものだって証」

　オルフェのすべてはイヴのもの。

　イヴもまたオルフェを独占しているのだと改めて思わされ、重なるオルフェの手を引き寄せて頬に添える。

「私の全部もオルフェのものですよ」

　心も、身体も、未来も。すべてオルフェに捧げると決めている。

　想いを込めて伝えると、オルフェは背中から抱きしめたまま、イヴの顎を優しくすくって口づけた。

　瞼を閉じ、オルフェの温もりと愛に酔いしれていたイヴは、ふと頬にひんやりとしたなにかを感じてそっと唇を離す。

　はらり、はらりと舞い落ちるそれは。

「雪……」

　月明かりを受けて煌めく風花だ。

「本当だ。どうりで寒いはずだな」

　オルフェが夜空を仰ぐ中、イヴは郷愁に目を細める。

「私が孤児院に預けられてイヴと名付けてもらった日も、雪が降る聖夜祭の前日だったそうです」

「ということは、今日はイヴの誕生日なのか？」

「みたいな感じですかね」

　考えたことはなかったが、イヴという名がつけられてイヴの人生がスタートしたならばそうなのかもしれない。

「じゃあ城に戻って盛大に祝おうか」

「盛大に!?　い、いいです。私は、こうしてオルフェと一緒にいられるだけで十分です」

　なにに怯えることなく、愛する人とゆっくりと過ごせるだけ幸せだ。

「それなら、俺の部屋でふたりきりで祝うというのは？」

「不眠症が悪化したオルフェを癒す名目で？」

「ああ、そういう設定もあったな」

　冗談めかして言うと、オルフェはイヴをしっかりと抱きしめ直す。

「どんな理由でもいい。せっかく聖女様をサンクチュアリから連れ出したんだ。夜が明けるまで君を独り占めしたい」

　首筋に顔を埋うずめて甘えるオルフェのおねだりを拒否できるわけがなく。

「指輪のお礼になるかはわからないですけど、好きなだけ独り占めしてください」

　ふふ、と微笑んで伝えたのだが、オルフェはなぜか深い溜め息をついた。

「総大司祭殿……本当、早く許してくれ……」

　イヴが可愛すぎて限界だ。

　淡雪舞う中、呻くようにぼやいたオルフェを、指輪が励ますかのように月明かりを受けて煌めいた。
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　はじめまして、こんにちは。和泉あやです。

　この度は「人生７周目の落ちこぼれ聖女、今世は王太子様を寝かしつけるだけの簡単なお仕事です!?」をお手に取ってくださりありがとうございます。




　本作は、ずっと書きたいと思っていた異世界ループものです。

　聖女イヴが死の運命にあらがいループ脱却を目指す物語、いかがでしたでしょうか。

　いや、オルフェの理性と本能がせめぎ合う、イヴの寝かしつけ……もとい睡眠補助物語でしょうか。

　ラブとスリル、どちらも楽しんでいただけたら幸いです。

　ちなみに、イヴとオルフェの名前ですが、イヴの名前は作中にもありましたが、聖夜の前日に生まれたという設定からつけています。

　そして、オルフェの名前はギリシャ神話のオルフェウスを参考にしました。

　オルフェウスは、死んだ妻を冥界から連れ戻そうとした逸話があるのですが、死に戻るイヴを助ける存在としてぴったりだと滾たぎりながら命名しました。

　オルフェウスは妻を連れ戻すことに失敗しましたが、オルフェは大成功。

　番外編では幸せなふたりを書かせていただきましたので、そちらも楽しんでもらえたら嬉しいです。




　最後になりましたが、本作品にご尽力いただいた皆様、悶もん絶ぜつレベルの超美麗なイラストで私を冥界に導いてくださいましたマトリ先生、ありがとうございました。

　そして、本作品を読んでくださいました皆様に心から感謝申し上げます。




和泉いずみあや
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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